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序

秋miliは、街づくりの一環として駄凶駅周辺及ぴ中央街区既

成市街地の都市機織の充笑と都市施設の盤備をはかるために.

中通ーす目地区に市街地再開発事業を計碩いたしました。しか

し、当該地は久保削減下の内町で、~校明徳鮪が建っていたlfï

~な地織であることから遺跡の保護についてI島議をílì:ね、 工事

務工前に発姻調査をして遺跡を記録保存することにしました。

調査区は市街地の中心部であることから遺構の残存が懸念さ

れましたが、調査の結袋、江戸時代及ぴそれ以隣の遺憐と共に、

多量の陶磁~が出土しま した。 そして、久保田減下では初めて

の湖変であることから、賞lIiな成栄を得ることができました。

本報告書は、その発』臨調査の成果をまとめたもので、文化財

保護のため、さらには研究資料と Lて広〈前期されることを願

っております。

最後に、発総絢貨の実施と報告讐作成にご指導、ご協力くだ

さいま した関係者の普織に深〈感甜申しあげます。

平成14.1F2月

秋田市教脊委貝会

教育長飯塚 明



例言

1 本報告替は、市街地再開発事業に伴う渚校明秘i館跡。 (秋凶市中通ーT目")の緊急発砲潟変である。

2 本事業の実施にあたっては、秋悶県補助金の交付を受11て行った。

3 本報告書の執f監は、安問忠市(官邸 1:阜、第2章、第3章第2節の木製品、首t4:!告し伊重量武士{策3

章第2節の動物遺存体と木製品以外の遺物.自信4爺}‘中川l宏行(第3愈!i'll節、自席2節の遺機、第4

2主)、小野隆志{第3旗第2節的動物遺存体)が行い、安闘が編集した。なお、量産現にあたっては神間

利彦、小野隆志の協力を得た。

4 /lJjニ造物の中で、肥前系陶磁器の鐙)'Eは布闘町歴史民俗資料館の村上仲之氏にお願いした。

5 発線調査、堂監理盟作業の過程で、下況の各氏よりお潟、助曾を賜った。(敏林略・Jl員不|司}

秋回県公文羽;館、財凶法人千秋文庫、秋旧市立中央闘型書館明徳館、 tk回市立佐竹史料館、 新野it(

古・篇際泰時 {秋悶 ~~iI.縛物館)、大野憲司・武藤紘治(秋m県文化財保âf主主)、お僑:.i'.m. 剃部

修 ・高械 学 ・半刷あきは (駄問l県勝滋文化財センター)、五十嵐典彦(秋倒市文化財保護審議委員)、

背原俊行 ・加藤氏夫 {秋国市史編さん室)、開銀述人{弘前大学}、高機輿右衛門 ・1舟柴直人(岩手県

文化振興事業団坦i蔵文化財七ンター)、井上雅孝{滝沢村燦蔵文化財センター)、早瀬亮介(東北大学)、

関遺由美干(千葉県立中央博物館)、銅版茂樹 (広潟市文化財聞}、問中賢人 (三凶市教育安貝会)、倉

岡芳郎

6 遺跡の地形 ・』鹿賀は、f土地分要員総本純資 地形 ・地層 地質・ 土じよう 秩聞 経済企爵丹念総合開

発局国土調査課 1966年3).jJを参照した。

7 発掘鯛査による出土遺物、災測図、写真その他の記録は重大問市教育委員会が保管する。

凡例

1 本文中の陶磁l!il・土穏 ・その他の遺物については、 材質や焼成等により陶磁器・土掠 ・土製品・ガ

ラス ・J[・石製品・金属製品 ・銭貨 ・木製品の基鍵分額ごとに記述した。

Z 本文中の陶総務については、恭本形態や機能に基づく総稀ごとに記遺した。また、陶磁絡のsll鎖は

口径等によって、小IsI(口径12佃未満)、五寸Jnl(口径12-15cm台)、中即 (口径18-24岨台)、大m
{口径30cm以上}の区分を付加した。

3 災前l図の中で、織絡の符磁は器縫を倒わず 「青磁Jの文字と のスクリーン トーンで図示し、

白磁は文字のみで示した。陶昔話はm・鉢尭1についてのみ、鉄利13:彊賓踊回、朋総;fIi!1ま のスクリー

ントーンで図示し、その他の.~般の鉄事由は文字のみで示した。

4 本文中の陶磁器の生産地については、樹内産は肥前系、瀬戸美濃系、 京信楽系など主要な大規綴主主

底地 (地方}に関してその生産地Bfの製品を主と し、それに粧接妓術的協轡を受けた賜辺汲ぴ地方の

mの製品も合め「系Jとして示した。また、よ り具体的生厳地として織を限定できるものについては、
中闘涯の樽州黛、O:削県の在地苦主である寺内祭や白岩詩型等のように記述した。

なお、Jf!前系陶磁器の~地問定及ぴ年代については布間町雌史民俗資料館町村 t伸之氏に鑑定を依

頼したが、報告文の内容については、ご教示をもとに執f告を行った個当者Iこ貨がある。
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第1章調賓 の 恨要

第1節 調宣に至るまでの経過

秋悶市都市|制発都は、自書 8 次秋岡市産量合計閣の中で 「潤いある快適~間都市J づく りを施策のひとつに

拠げており、秋悶酎Is唱辺及び中央祖師区等既成市街地の都市機能の充実と都市施絞の盤備をはかるために、

中週一]目地区に市街地再開発事業を計画した。しかし、 当該地は秋図書時久保悶城下の内町(侍町)で、

再審校申l徳館が建っていた場所であることから1重要な;地域であり、秋岡市教育安員会と趨議文化財の保護に

ついて協議を重ねた。

その結果、計画変更が不可能であることから工事に先立つて緊急。発婚掬資を実絡して遺跡を記録保存す

ることとし、rrr.成12年5月初日付けで発事居鳩資を依頼され、下記のとおり災施した。なお、絢棄にあたっ

ては、事業予定地内における遺跡の範闘を磁主主していないことから、先にト レンチを設定して範簡を雛定

し、その後に本発崎i調査を行った。

なお、本事業iま秋闘県緊急地域.llilJll特別基金事業費を活用して行ったことから楽務委託としたが、発2臨

調査(平成12年度)及び教観ft.梁 (平成13午J立)は秋mílï教育委員会時匂時受貝となって~.&îiした.

第2節調査期間と体制

発鋸調査 (平成12年皮j

2期王宝期 l剖 平成12年6月5日-11月JOEI

調査面積約2.200ni

事築主体者 秋朗市都市開発部まちづくり豊臣備箆

絢資坦当者秋岡市教育委員会文化課

潟ヨ正体制 秋悶市教育望号員会文化課

文化課課 長小松正夫

課長補佐小鴎裕災

文化財t!H:¥i

主席主霊堂鎌悶熊平

主 査を安 m .¥1.，市 (調査鎚当}
主 事 伊藤武士 (澗受領当)

主 事 中 川宏行(締資銀当}

業主書委託老株式会校本部建設工務所

調張作業員 伊藤弘袋、佐藤忠港、小松凶様、天野宣治、加賀屋書久雄、福島 弘、斉藤

利美、伊藤文男、佐藤定雄、佐渡兼雄、 山本除吉、 F良原明彦、鈴木銀一、鈴

木末鋭、 3守桜健三、三i甫吉司、佐々木具豆、佐々木正畿、大坂街矢、高僑力

隊、進藤武3層、青木賢司、佐藤竹治、戸崎秋光、佐藤禎男、 長尾紫光、 山下

i育、秋本修、高橋金様、佐藤学、塚本材i治、波辺範、佐藤津子、細川

ひろ子、大山貞子、省関 トキ子、鈴木博子、森泉絡美子、池田淑子、井上理



子、伊藤旦伎、割高井千春

盤理作業 (平成13年度)

重nl!期間 平成13年 6 月 18日 _i]1・成14~2月28日

事業主体者秋悶市線市開発部まちづくり蜂備箆

書官資担当者 秋凹市教育委員会文化海

調査体制 秋悶市教育安員会文化課

文化課 諜 長小松

課長補佐日野

文化財捜当

主 3!t安悶

主 事伊藤

主 事 中 JIl

主 事神田

正夫

久

忠市 (~理恨当)

武 士 (豊臣理担当)

:81 行 {義理担当)

和彦

陵;!;主事 小野

業務委託者株式会社本郷建設工務所

整理員 伊勝弘袋、 小弘、闘段、須原明彦、千j然陵樹、土佐~徳子、高橋真樹子、森来裕美

子、石井悦子、 山側明見、渡辺千務、お谷みゆき、石家春美、8'111美奈子、工藤

孫子

第3節調査の方法と経過

調3!t区に任意の点I箇所を選定し、この基準抗から尚北基量産とこれに直交する京商3車線に4X1mのグ

リッドを設定した。グリ ッドは東西方向 (X輪)に東から2文字のアルファベッ ト (MA、MB、M

c . . .)を、商北方向 (y軸)に1'+1から H苛の数字 (35、36、37・・ )を犯し、その組み合わせをグ

リッド名 (MA35・MB36・MC37・・ ・)とした。

発掘調査は6月5日から11月10日まで笑施した。6月5目、現場事務所を設営し、?調査区の箪刈りや7

3ιンスの絞債を行う。7日から16日まで電機によるトレンチ織りを行って調査の範鴎を確定する。調査予

定地の北平は旧秋岡野、立児黛会館や交通災害センターの建築によって、また.仲小路を隔てた荷側はl日日

赤病院の建築によって既に地下遺嫌が破壊されており、遺構が残っていた!日県立児窓会館の敷地再j側を調

査対象とした。

Hj l9日、調査区の第 I府{表土)掘りトげを防飴する。 表土を剥がした段階(第日 1昔前)で、秋悶~~

飾範学絞関係の校舎の布基日曜と礎おを締認する。7}'j3日から調査並区東側から第日層を煽り下げて第四層

iliiを追う。明治期の師範学校関係の建物跡や海跡 ・4主列等が発見される。8月22日から第四倍を繍り下げ

て第W局面を追う。識変区中央部のー・総では第四階中程で柱列が線認される。調査後に掘り下げて第W局

蘭を追う。第lVR書耐が最終械であり、江戸時代の生活耐と考えられる。柱列 ・井戸跡 ・溝跡 ・土抗等が発

見される。10月27日にバルーンによる空中高1影を行う。I1月3自に市民を対象にした現地説明会を行い、

約130名の参加があった。11月10日に発掘調査関係俊射を撚叙して調査を終了する。
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第2章遺跡の環境

第1節遺跡の位置と熔形 ・地質

遺跡の位置

遺跡は秋閲市街地のほぼ中央部にあたる秋問市中通一丁目 4番地内に所悲し、 :依田駅の~約6ωm的地

点である。

北線39・42'52' .東経140・7'30'で、日本泌から約5.3凶内陸へ入った地点で、西側約300mに勉

川が流れ、北側約説的mに久保闘城跡 (千秋公闘)地司立置している。

遺跡の地形 ・地質

遺跡は地形区分では低地にあたり、秋悶低地と呼ばれている。秋悶低地は第三紀胞を切った海抜ー70m

前後の谷を捜めて第四紀局が堆積しており、秋m'rP~t部の飯岡 ・ 四谷地区周辺で1:1:-4001前後に、また、

秋朗市南部のに井問地区l調辺ではーj4-J9mの捜創立丘が存在すると考えられている。 そして、秋悶低地

の衛官事では雄物川などの河川の|日流路が見られ、軟弱地豊富を形成している。絢1f.区1:1:*再生と西半では地山

の地質が分かれており、東半はi層地であることからスクモ府であり、西半は粘質土の雄般である。

遺跡の北側に{世歯するは千秋公捌は千秋公割台地と ~Hrれ、 この千秋公防台地は北東側約I.3kmlこ位置

している手形IJJから古旭川 (波在的組JlIは久保問戚築城によって織り替えたJII)の夜食によって切断され

たと考えられる独立台地である。線高は4001;101後であるが、 3段の段丘 (40、35.25m)からなっている。

千秩公飼は手形山台地と悶織に第四系的機絡や含磯砂厨(i.島西局}からなか織成物質Iま最上部に 1-2

mの褐色の粘土質火山灰婦が、次にii大経10岨前後の礁を含む磯層と砂胞が30m以上あり、これらがその

下絡の第三系の泥岩 {鉛川樋)や砂貿シル ト(笹岡熔)を浮く渡っている。なお、砂E曜の餓分では所々に

クロスラミナがみられ、砂の部分は水平で細かい廓穫を示している。

.2節 近世止の周辺遺跡 {第2図)
秋国市教育委員会が昭和61年から63年に笑絡した秋削市遺跡詳細分~縄張報告書に3毒づいて. 近世の周

辺遺跡を概綬してみたい。

近世の遺跡11、務校事i徳館跡の北約鈎001に久保削減跡(1 )、北東約1.9kmにまI'-lDt草胤幕 (5)、南東約

1.9kmに金照寺山ー・ッお遺跡 (8)、南西約1.5kmに鋳砲所跡 (J1 ) 、 ~t'i!!i約1.9kmに八織田m塚 (12) などが

伎鑑する。

久保田城跡は秋田滞主佐竹氏12代約2701十簡の唐械で、現在のT秋公開F 明?である。平成s:tr僚に 「千
秩公鴎再!l!骨基本計画Jを策定し、平成9年度に都市公国準備事業による表門とその周辺抱倫によって表

門復元のための発搬潟驚を実施し、袋内の礎石と両側に取り付く土設を調査してJ:2。 そして、平成12~1'
の表門復元に伴う工巣立会時に、i'Ar1の策関の問に枚搬り方を確認している。また、小規模な建物路・が発

也"
見され、商1迷期の門と考えられている。平田篤胤義 (国指定史跡)は歯学園大人のー人である平間総胤

イ続叫

(1776-1843)の誕である。金照寺山ーッ森遺跡Iま昭事l筑}年lこマイクロウAープ凶線中継所新設に伴う緊

急発掘調査が秋倒考古学協会によって災施され、開資の結果、積丘状織り土や掲立住建物跡が発見され、

-4-
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第3図周辺の遍路

J号 過酷名 萌 住 地 誼 噛 時 rt 車 f脅 遺 物

' 久S緑町総跡 f，¥lUrl!千秋公割 成鮪 ;!(側 J之円 ・御h警備路 上且井戸跡、犠器 ー陶器瓦 ・金属製品

2 線沢遺跡 I!<間市広幅字III沢 m篠跡 開宜 世)\tt~噛 8 1l .:t喧 l 畠蝿主 L冨{円晴晴.-d式}五銭・薗乎1ft百器岨lIlill

3 蛇野i車時 f);回市手形学総野 ng宮地購 縄乎文御 揖 a"I'11t 石器・が褐色土蹄

a 臨問邸内遭蹄 f};岡市広語学赤泊 遺物:i/.古処 縄文 蝿立』器片{暗賜}

S 平田陣胤畠 IJ<曲市:r'Jfi~ド大itJ 必地 近Ilt

- 嘗fOI航 E大岡市東i曲明凹 晴朗 中世 有f韓腰部

? 七ツ轟遺跡 依田術楢山金時.llf 車 曙

8 劃肉111寸食事修 IJ<岡市楢山金山手 車 昌隆 S自民杭盛り土描立住雄物跡、総涼韓寛調弘通事

'9 I _，.;:事条盟銅置11依田市僻野氏[量-).相 象車制過酷 密良 ー平安

10 踊子山適幡 '*岡市川元怯丘町 置偽証古Jli 縄文 縄宜t器

11 掛砲所I¥f ec出ili山主ア、r目 遺物証合絵 平安・丑世 赤抽邑土器狐E器鉄iI<
"人情-里塚 秋田市A植本町一T目 一虫駆 近世

-6-
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江戸時代初期のJ君主位焼の小皿、江戸時代中J切の七輪、寛永通i藍なと'が111:1:している。なお、I貫丘状感り土

については、古績などの遺構ではなく、制:絡は不明であるが江戸時代の構築と考えられている。銭砲所跡

t立大砲を鋭遣する施設として、百Eが安政6年 (1859)に建てた所である。八綿一!ll援は燐長9年(1ω4)

に江戸EI本書置を起点として主要街道に-.!1!.ごと4こ築かれた線で、八機-iI!塚は日本緩から143裂である。

また、北側約2.3kmには秋岡務主佐約氏の替機苛2である天徳寺 (li要文化財〉が、北西約3.6kmには近世陶
".叫磁器 ・瓦 ・煉瓦の紫跡である寺内総窯跡が位蝕している。

住1 r秋凶県.lk悶iti遺跡訴細分布調査報告潜j 秋閉市教育委員会 1989:Q宅3月
] t銭主2 r?夕久、保悶域跡 -望談足門復元に伴う発掘絢査諭告寄-J 秋凹市教1脊n委寄i幻1会 lω9ω97'年f午f9)月

t鋭土3 r久保削城跡 -宮袋匡門4綾望元に伴う手発在描調‘食骨穆笛
i注主4 r秩目悶1市の文化財j 秋腿市教肯育s司委寄員会 笈均l年3年
注5 r秩闘市金照寺1.11-ツ記長遺跡発事匝調査報告谷j 歓悶考古学協会1976年Z月
i主6 r寺内焼黛跡 ーミ年l崎小学校建設に伴う近世陶磁器・瓦 ・煉瓦鶏制:の発縮調査ーj 秋凶市教育委
員会、秋削減跡調査事務所 1991年3月

第3節朗徳館の111要と変遷

iI校明徳館が建っていた中通-H I地区は「中i埴の郭jと呼ばれ、成のI面倒に位鐙する。中通の%は侍

聞の中心地区で、礎長12年 (1607)に町制りが開始されているが、初めて手が付けられたi!Jiである。

古書校明徳鎗I孟秋悶il9代i審車佐竹義和(1775-1815)の命によって、党政2~1' (l790)に務成した滞校

である。 人扮育成の場と してìI校設~v..の機遜が会 |習的に潟まる中で、 秋開港で も学鉛創設の準舗が整えら

れ、'Æ政元年(1789) に創設が布途される。 同年 骨 月に上様式が行われ、 ヨ~2 年 311 に工事が竣工した秋

m滞で唯一の教育機闘である。初めは「学高lJと呼ばれた。この場所li滞の厩が設けられていた所で.庭
と降桜する家疫の51敷を引き上げて敷地とした。寛政5lf.・ (1793)に「明道館Jと改称し、 同7年 (1795)

に医学館、文政slf.(1825)には和学方を併鐙している。そして、文化8JF (l811)に組織を繋えて PlIl
徳館j と改祢した。 この時の学長にあたる初代祭柄Iま中山帯純である。 ヲミ保 9 ~ド (1鈎8) には明徳館本企

と l日校舎 2械を残して焼失し、同14~ (1843) に料迎、今まで東側にあったlEP~を 'j$j僻lに移して敷地をほ

ぼ正方形に している。 その後、 明治 2 年 (1869) までの約60年間「明lUilJ と阿'ばれていたが、 ~3 年

(1870)には秋悶請書学校、そして、事!4 ~ (1871)には秋開娯学校となった。

IJ1I徳鰍tま、初期には会学生を--i誌に集めて秘義するいわゆ

る講堂疫の教織形態であった。そして、五教のほかに「儀宇U

と 「周礼jを加えた7剥目、さらに、党政7年 (1795)には

「医学府J.そして文教S年 (1825)には「和学局Jが訟けら

れ、 9学科目日IJに教場が投けられた。生徒は大きく東学と菌

学に分けられ、JI!~;:Iま誠容jií:に於いて 15歳以下の住従が「大

学j、『中庸J、『沿言語jを学ぴ、菌学は16-17館以上の生従で

やや絞史的大義に通暁する者が義理研究する教場で7局に分

けられていた。 なお、 線香~の市側には寄宿舎があり、 郡部

の学技を収容し、儒学生家をI柑舎、 医学生収谷を~t合と呼ん

-8-
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だ。

その後、明治5年 (]872)に秋田県本部学校となって県庁が移転したが、里担6年 (1873)には遺物が焼

失している。この年に上中械商JIこ伝瞥学校(師範学校の前身)を創立する。そして、笠7年(1874)に伝

習学校と洋学校を合併して秋岡県太平学校を新築するが、明治10年 (877)に念娩している。笠11年

(1878)に蒋建し、同年に秋岡県師範学校、そして、秋朗師範学校に改称しているが、 |同11年 (1881)に

焼失している。同時年 (1883)に再建し、その後、重大問女子師範学校を合併し、秋翻県尋常師範学校、秋

凶県自師範学校、秋悶女子師範学校、1k悶師範学校女子部となり、昭和例年lζ秋偲大学を手形学副町に関学

した。そして、昭和36停に秋田県立兇窓会館(繍祉会館・婦人会館を共有}を新築し、平成Z年に解体さ

れて現荘にmっている。

藩綬朗徳館関係年表

-9-
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朗徳館の変遺第7悶

久保田婦の栂要

久保111械は、秋副議主依竹氏12代約270年間の賠域で、事t主Eの千秋公関一併である。

暖長7年(1ω2)に常陵図水戸城(茨戚県水戸市}昔、ら秋闘に転封された依竹義主主(1570-1633)は、

第4節

当初l日領宅秋問実宰 (1576-1659)の居城であった土l崎淡岐に入城Lた。しかし、波械は狭小の平成であ

ることから新城を築くことと在った。そして、 仁iJl)JII(旭川)を副方へ移すことを前線に久保刷神明山を

選定し、転封の型翌年である慶長8年 (1603)5月に着工した。 城は未完成であったが約 t年後の同9年

(1ω，1) 8月28日には湊城を破却して新成へ移旬、それ以降も継続して滅的型車備をi覇った。

久保聞減は、本丸投ぴ二の丸・ 三の丸 .~ヒの丸からをっている。本丸は台地の最も高台にiyJ置し、成の

中相互で、 i1J主的住居である本丸御殿や政務所等が置かれていた。二の丸は本丸の正耐としての玄関口にあ

たり 、務役所 (境問方役所・勘定方役所得)や金量産.~等がi置かれていた。=その丸はこの丸の北側に低位

する現在の嫡潟神社後方で、北の丸のuuの細長い高台である。二の丸の東部をよ中城、南部を下中減、北
京都を山の手と言い、家老級の震度の尽敷等が償かれていた。また、山の手の直に続く台地は、佐竹ti;の

氏神である八幡宮の境内であり、八幡山と呼ばれていた。北の丸は城主主の北地にlii:依し、 この丸から長編

を渡って~tへ進んだ所で、初緩や大木原型Fが蛍かれていた。

久保削城下町町割りについては、 待目r(内1Iff)と匝f人前 (外J!f)を匝I然と分縦し、間l人目lの外側に寺田I
を配して量産備 した。 この中で、持田Iの町制りは慶長12~ (1ω7)に開始され、 3闘にわたって箆備が行わ

れている。

久保悶城li秋田務ま佐竹氏の府域であったが、明治4年の廃請書鐙l県後に陸自巨省の所管!となった。そして、

問23年に旧続車の佐竹氏に払下げとなり、翌24年に秋関市が借り上げて公聞とし、悶28年に!~に移管され

て艶備が行われた。その後、制和28年に狩ぴ秋附市に移管され、現在は千秋公簡として開放され、市民の

-LO・

替、いの場と会っている。



第3章調査の記録

第1節基本属序 (第8倒}

調査区の基本庖片:は、第I層階褐色土に大小破が混入、第DR量暗褐色土

に1拘黄禍色給質土がi昆入、第皿層明策総色粘貧土、第W崩極時禍土に禍灰

色土が混入、第V溺 E高褐色スクモ婦、第¥1R層育灰色給土で、調査区中央部

では一都に第盟下婦と して褐灰色土がI桂積している。これらの腐は、第I

扇が表土、 第 D ~掛から第lV~耳が造成土、第四月置が地山で、務日府には火災

の痕跡が認められる。なお、調査区西側には第W熔及び第vmは擁怒され
ず、第W府が地山粘土層となっている。

第2節遇制Eと遡物

遺構は、第E府高から建物跡 (1号}、第困層聞からij!物跡 (2-5号)

柱列 (J-4号}、海跡 (J-7号}、土坑 (J、2号)、性緒不明遺構 (1 

号}、第四下層から柱列 (5号)、第W層から鎗物跡 (6、7号)、柱列 (6

目

血

E下

w 

v 

1118国語本土層住状回

-9号)、井戸跡 (1-5号)、海跡 (8-10号)、土坑 (3-18<号)、性絡不明遺構 (2-3号)、松穴等

が発見されている。遺物は、陶磁鈴 ・土器 ・土製品・ガラス.1t・石製品 ・金属製品 ・銭貨 ・木製品毒事が

出土している。

1 建物跡

1号建物跡 (第9凶)

調査区中央都を中心に君臨H府蘭で発見したが、官五分的にm乱を受けている。
E告側は絢査区外へ伸びていることから全体をre軽量することはできないが、械認した範闘では東商事~60m

(枝問。l.8m、 - 1l~ l.3m) 、南北約 6m (枝問:1.8m)の東西棟の鍵石柱建物跡である。iE納方向は続行

が~tに対して東へJ2度絞れている。 縫石は3H正確認され、長嶋35-60叩、 銀紬30-5仇血、摩き2O-3OcIlO)

自然様で、 上商がほぼ平坦なものである。礎石と考えられる級石の掘り方が残っているものが4是正確認さ

れ、長事由40-6仇皿、短輪40cllの円形及ぴ務阿形を隻し、確認聞からの漆きは10-15cmである。また、礎石

を鋸えるために布煽りをして級石を詰めたi障状の鋸り方も認められ、制5(}-似)Cm、隊員車蘭からの深さは10

mである。そして、 商織にはJlti!¥iに長さ約6700、幅40-7Ocm、摩き65叩町布基礎が発見され、 南側調査区

外へ伸びている。

2号建物跡 (第 9 ~)

測量正区中央総かちm叩oの第皿局面で発見したが、北田lは撹吉Lを受けている。
全体を犯爆することはできないが、線認した範闘で(~Wï行10間{材開・1.9m 、 ーー部3.4 m) の東西棟の

礎石柱建物跡と考えられる。主軸'Jj・向は桁行が1ヒに対して東へ15)Jl:振れている。縫右はJl恭磁認され、長

軌35-6Qc租、銀軸30-4000、J引き10-3Ocmの自然様で、 上面はほぼ平坦なものである。

-JJ・



出土遺物

陶磁鍵 (第鈴鹿1、図版14)

1はN<tll住掘り方期 I:IU1:である。総.~染付の帯炉で、体罰事い仲l文、湖西目に草花文を決付けている。在

地の寺内君臨穫の可能性がある.

3号建;絢.(第10関}

調査区西側の第E場面で発見したが.湖西隅が混乱を受けている.

桁行3側 (22+22+2.2m).fe間 1 銅 (0.9m) の東樹棟の礎石往路物跡である. 屯輸)il旬は桁行が~t

lζ対して)frへ14度振れている。礎石1ま7;11;磁認され、長軸40-6伽珊.銀輪25-切畑、f!1.さ15-2【畑の自然

僚で、上耐はほぼ干1阻なものである.

3ザ位列と重複し‘これよりも古い.

41i署員量絢跨 {第11凶}

調費区中央部を'1'心1こ第困層面で発見した.

南側は調査区外へ伸びていることから全体を把慢することはできないが、確認した範闘では桁行2511lJ

(住関 2.lm)、君臨問2問 (0.8+2.1m)の東西4曜の婦立住lB初勝で、中央部より東側&ぴ陣I側が緬立柱、

凶側が礎石柱となっている。 主制~ 1i1句は続行が北に対Lて東へ151~綴れている。 #ï側のJ\I!立総の佳織り方

は 2列硲認さ れ、 ~t師lの伎炉jは桁行 2 聞で、 長紬1.4-1.5m、縦紬0.8-L2mの隅丸l造方形を思し、 S車総面

からの深さは55-7Ocmである。州側の柱列は長輸0.9-1 m.忽鋤0.8-0.9mの楕円形及び鍋九長方形を翠

し、確認弱からの深さ t~65-剣油である. ー辺裂回の角投が12本妓存し誌の底部には長嶋55-75cι 銭

紬3Q-45c恥原さ15-2Oaoの板状に加工された礎自匝が鋸えられている。鍵板の上には商事を綱廷したと考

えられる平4涯が置かれているものもある.~仮には11ぞ火が泌められる色のや.角を丸〈加Lしているも

のがあり、 二次的に転111されている可能性が考えられる.西側の鍵石柱の鍵石は13基磁認され、長紬35-

おC也、短繍30-必叩の楠円形を品し、邸さ15-おCIIの白桃僚で、 tlfiiはほぼ平・趨なものである。

2~柱列と重複し、これよりも占い。

出土遺物

陶磁器 {第26図2.閥1:&14)

Z 1主No.10住鋸り方混土自上である.lI!前系陶器 {唐津系}の灰紬折縁血である。織は灰賞織色で、iI'l台

付近は型車飴である.

5骨建物路 (第10闘}

f凋.ft:区東側の第臨府間で発見したが.北西側汲ぴ時'j)fr慨は償~Lを受けている。

桁行10閥{設問:1.801). ~IIU 1 I町(3.6m)の東西械の割ml'f.位a物跡である。主軸方向は桁行が北に対
して東へ15!lr署員れている。健制りlJは長紬45-筋冊、鋭輸45-恥 mの円形及ひ'l.百円形を虫し、後認刷、ら

の滞きは筑ト65c・である. 径10-2Ocoの丸往が14~転後存している.

4号往列、 1号土境、 l号佳織不明遺憐と1直線し、 1号土抗、 l号住絡不明遺構よりも古<. 4号終列

との書面IEI関係は確認きれない.

-12-
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出土遺物

陶也器 (第26図3、l華版14)

3はNo.3柱掘り方埋土出土である。肥前系滋綴盟主H〆l、露五で、1ii文を染付けている.

6号建物跡 (第111彊)

綱3't区中央郁から東側にかけて発見したが、衛側及び東側は澗査区外となっている。

線認した範闘では桁行23110(柱問:2.0m)、5時間2閃(1.8m)以上の東西棟の掘立柱建物跡、である。主

軸方向は桁行が北に対して東へ15Jl[搬れている。柱摘り方は長納ω~枇 m、短紬45-75cmの円形及ひ精円
形を5量 し、 様~磁からの深さは10-3Ocmである。 全体的に削平を受けているこ とから筏〈、柱は抜き取ら

れている。底部には縦30-枇曲、械20畑、原引Ocmの板挟に加工された礎板が据えられている。

5号井戸跡、 7号土坑と重複し、7号土坑よりも古〈、3号井戸跡よりも新しい。

7号麺物跡 (第12図}

調査区磁側の地山舗で発見したが、北東側はm百tを受けている。
桁行3f，国(1.8+ 1.8 + 1.8m)、祭問21出 (1.8+ 1.8rn)の荷北械の掘立役建物跡である。主軸方向Iま桁行

が北に対して家へ15皮綴れている。住掘。方は長勅筑)-8Scm、綬輸5O-7Ocmの円形及ひ'楕円形を笠し、確

認国語からの深さは35-ωCIIである。北東側と南東側の踊伎は抜き取られているが、その他の隅絞は一辺14

cmの角柱が使用されており、それ以外の柱は筏18四の丸柱である。また、会ての校に焼痕が認められる。

5号土坑、 6号往jl1Jと重複し、5号土坑より新しく、 6号柱列との新IEI関係は不明である。

2 柱列

1号柱列 (第13凶)

官暗殺区東側の第四局面で発見した。

6~島の締り方からなる東西方向のu列である。 方位は~tに対して凶.へ75度振れている。 柱間隔は1ì!:て

1.8mである。綾織り方は長制，';0-70曲、短納40-，';0倒的問形及びl11f'lmを塁し、確認蘭からの採さは35
-4仇mである。径15-20cmの丸柱が5本残存し、底部には礎石が繍えられている。

2号柱列 (第13鴎}

調査区中央銀の第皿層面で発見した。

4通告の織り方からなる東西方向の柱列である。方f伎は北に対して西へ761立綴れている。住|瑚備は全て

1.9mである。往羽田り方は長勅60-85cm、短紬引)-65叩の繍円形及ぴ隅丸長方形を!i!.し、確認l画からの深

さは25-お畑である。後20......2匂 uの丸縫が残存し、 底部には礎石が栂えられている。

4号建物r*と箆綾し、これよりも訴しい。

-16-
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3号柱列 <t!l10図}

調査区商事11の第困層面で発見した。

6~きの織り方からなる東西方向の柱列である。 ブJ伎は北に対して商へ77皮顕れている。 柱間隔は1.5m

と1.9mである。柱掘り方は;良輔35-75cllI、領袖30-3拘 uの円形及び術開却益を箆し、磁認百lからの深さは

10-2恥mである。枝I!抜き取られている。

3芳建物mと重複L、これよりも古い。

4号往列 {第13閃)

調査区東側lの第田崩磁で発見した。

10適正の総り方からなる東側方1")の柱列である。方伎は北に対して西へ76度振れている。枝問隔は会て

1.8mである。柱綴り方は長袖45-5Oom、短紬30-45cmの円形及ぴ絡円形を鎧し、確認蘭からの漆さは15

-35cmである。径15cmの丸柱が6本残存し、柱痕跡が認められるものも 1通告ある。4主主的掘り方底部には

礎石が撚えられている。

I号土坑と重複し、これよりも古い。

5号柱列 (第13鴎)

調査区中央官官の第四下府で発見した。

11畿の掘り方からなる東西方向の校タlである。方位は北に対して磁へ75皮撮れている。枝問隔は全て

1.9mである。 校規り方は長軌95-1.2m 、 i!l輸55-75cmの総門~を翠し、事事責E蘭からの深さはω~制比鴎で

ある。径15cmと20四の丸枝が2本残存し、底部には縦35-55畑、繍20c舗で上前がすF湖、下衡が*円形に加

工された礎板が拭えられている。

5号井戸跡と1It綾し、これよりも新しい。

出土遺物

陶磁器 (第26関4-7、闘版14)

41まNa3柱割問り1，雛土、 51.t持14柱掘り方銀土、 6、71まぬ6枝割目り方!la土Hl土である。4は紬下彩を

施す磁.2.¥'縦である。 5は肥前系磁器総破片で、草花文を製紙約切している。6は肥前系陶昔話 (唐津系)灰

紬湾総凪で、織は灰白色で、砂目綴み痕がある。71ま古代の須!tl器量産である。

6号柱列 {割高14図)

剣呈E区西側の池山[師で発見した。

q事的捕り ;方からt..:る東西方向の柱列である。 カ伎は~tに対して西へ75!l!:振れている。 枝問繍は全て

1.8mである。依拠り方は長嶋55-600師、短納70-75cmの円形及ひ・4古円形を与し確認面からの深き1.1.20

-4仇却であるの枝は抜き取られている。

7号建物跡と重複するが、新|日関係は不明である。

7号柱列 (第14凶)

調査区西側の地llJ面Iで発見した。

-20-
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し、確認面からのお5ヰifh40~60cmの楕円形を

は抜き取られている。さは10~40cmで、ある。

しい。これよりもし、9号柱列と

(第85図 l、図版51)

1は柱掘り方埋士出土である。銅銭の寛永

(初鋳1636通賓で、銭文の書体等から

する。

(第14図)

の分類に年)

8 

調査区西側の地山田で発見した。

9基の掘り方からなる東西方向の柱列で、
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確認した範囲で1.9mで、ある。柱掘り方は長軸
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のつ

司¥o 
z し、確認面からの深さは深いものでも 6cm 

∞
.0Z 
γox 

である。柱は抜き取られているが、柱の底部

には縦20~45cm、横山~20cmで、上面が平坦に

下回が半円形及び平坦に加工された礎板が5
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基据えられている。

8号注跡、 10号土1号井戸跡、9号柱列、

cqj 

8号溝跡よりも古く、9号柱列、坑と重複し、

1号井戸跡、 10号土坑よりも新しい。

出土遺物

淘織器(第26図8、図版14)

8は柱掘り方埋土出土である。肥前系陶器

つ山っ“

(唐津系)灰紬血で、給土自積み痕がある。

底部高台内側に「東」の墨書がある。



9 

調査区西側の地山首iで発見したり

8基の掘り方からなる東西方向の柱列で、全体に削王子を受けて浅くなっている。方位は北に対して西へ

72度振れている。柱間隔は全て1.9mである。柱掘り方は長軸50~80cm、短軸50~70cmの円形及び椅円形

を呈し、確認直iからの深さは10~25cmで、ある。一辺10cmの角柱が 1 本残存し、その他の柱は抜き取られて

いる。柱の底部には縦40~70cm、横20~40cmで、土‘面が平担、下面が半円形及び平坦に加工された礎板が 6

基据えられている。

7， 8号柱列、 8号溝跡、 10号土坑と し、 7号柱列、 8号溝跡よりも古く、 8号柱列、 10号土坑よ

りも新しい。

3 

1母井戸跡(第15図)

調査区西側の地山面で発見した。

掘り方平面形は一辺1.7mの隅丸方形を皇し、確認面からの深さは95cmで、ある。壁はほぼ垂産に立ち

がり、底面は平坦である。掘り方の中央部には東西l.2m、南北1.1mの隅柱横桟型の井側を組んで、いるが、

上部はかなり腐食している。井側の横桟は確認面から約50cm下に 1段認められる。隅柱は一辺約10cmの角

柱で、底部には礎石を据えている。そして、これらの外側には幅20~30cm、長さ 90~100cmの縦板を一辺

につき 3~6 枚組んでいる。

8号柱列と重複しこれよりも古い。

出土遺物

陶磁器(第26図9~11、図版14)

全て埋土出土である。 9は杷前系磁器染付碗で、山水文を染付けている。 10は肥前系陶器(唐津系)灰

稲溝縁血の破片である。 11は素焼きの陶器皿で、底部回転糸切り無調整で灯明皿として使用されている。

(第37図 1~3 、図版53)

全て埋土出土である。 1、2は人形で、ある。いずれも断面形が長方形で、立体的に加工され、上部に括

りが施されている。 2は下方が欠損している。 3は板杓子と考えられる。身の部分が半円状に加工され、

柄の下方が欠損している。

記号井戸跡(第16図)

調査区西側の地山頭で発見した。

掘り方平面形は径約2.1mのほぼ円形を呈し、確認面からの深さは1.8mである。壁はほぼ垂占直に立ち上

がり、底面は平坦である。掘り方の南寄りには径75cmのほぼ円形の掘り方があることから、この部分に円

形の井傑を組んでいたと考えられる。そして、援はほぼ垂直に立ち上がっていることから、井側は桶か筒

状のものと考えられる。

出土遺物

陶磁器(第26図12、13、図版14)

いずれも埋土出土である。 12は瀬戸美濃系陶器瓶類の体部破片で、外側に鉄粧が掛かる。欠損している

っ、υつω



8号柱列

6.30m 

第1層 lIif褐色こ!こと褐色!二混り
第 ;;I~ I倍褐色と褐色土iJ~り、本j午 1ft入
第31習 極11音褐色土、水!干潟入
第41，習 育灰色ねi質土、木片少量混入
第51将 脊灰色粘土、木片少量混入
第 6@ 褐色j二と極11音縄色土と青灰色:Ni質土混り 込め)
第71母 褐色こ仁、 11音褐色ニu見入(袋込め)
第81沼 青灰色砂質土、褐色二i二・械11青褐色土混入(裳込め)

一一6.30m

東 レい mI 南

15悶 1号井戸跡

が、 ICなどの突起物が付く部分と考えられる。 13は古代の須恵器斐の体部破片で、外面には平行タタキ痕、

内面には同心円状の当て具痕が認められる。

木製品(第37図 4~6 、図版53)

全て埋土出土である。 4、5は箸であるが、いずれも折れている。 5は両端を郎って加工しているもの

で、ほほ中心部に最大径がある。断面形は円形に近い形である。 6は板杓子と考えられるが、羽子板に近

い形態である。板状で、身の部分が長方形に加工されているが、半分が欠損している。

m 

3号井戸跡(第17図)

調査区西側の地山面で発見した。

掘り方平面形は、長llis13.lm、短斬J1.9mの楕円形を呈し、確認函からの深さは2.9mで、ある。壁は援やか

に立ちヒがり、底面の井側内には径20cm前後の自然J擦を敷いである。掛り方の中央部には一辺90cmの隅柱

6
5主
J
ムつω



横桟型の.;1=1二側を組んでいるが、上部はかなり腐食している。横桟は約60cm間隙で、 5段残存している υ 限柱

は径約 8cmの丸柱で、底部には 1 箇所に礎石を据えている。そして、これらの外側にはi隔20~50cm、長さ

1 m~ 1.8mの縦板を一辺につき 4~5 枚を 2 段に組んでいる。

出土遺物

(第26、 27図15~18、図版

全ては埋士出土である。 15は肥前系磁器染付丸1m(五寸皿)で、牡丹唐辛文を染付けている。 16は肥前

系磁器染付碗で、裏底に「宣明年製J銘がある。 17は磁器染付火入で、西洋の酸化コバルトを用い方形枠

に野菜等を染付けている。 18はJJ目前系陶器火入で、鉄秘と刷毛目装飾を施している。

木製品(第37~39図 7 ~36、図版53~55)

全て埋土出土である。 7は木簡である。表面に(口七口口口口口八口」、裏面に「川口口jが認められ

る。板状で先端部が尖り上部に孔が穿たれている。 8~17は箸である。箸はまとめて投棄したと考えられ、

折れているものも数えると約100本程発見されているが、代表的なものを抽出したの両端を削って加工し

ているもので、ほほ中心部に最大径がある。長さ銅太さには若干のばらつきはあるもののほぼ J 定と考え

られる。 18は板杓子である。板状で、身の部分が半円状に加工されている。 19は蓋のつまみである。板材

の中央部が山形状に加工され、河端に 2本と中央に 1本の釘で回定するものである。 20は蓋である。中央

部に小孔と木釘、そして変色部分が認められることから、つまみが付いていたと考えられる。 21は曲物で

ある。側面に柄を差し込んだ孔が認められることから柄杓と考えられる。底板はない。 22は蓋である。中

央部に小孔と釘、そして変色部分が認められることから、つまみが付いていたと考えられる。下方には黒

漆が塗られている。 23~26は容器底板である。 23は下面よりも上田が小さく作られている。 24は小型であ

ることから柄杓の底板と考えられる。 25、26の下面には 3箆所に長方形の削りが認められ、木片状の板を

側面から打ち込んで側板と固定したと考えられる。また、中央部i折面に小孔と木釘がめられることから、

2枚の材を合わせて加工したものである。 27は板杓子である。板状の材で、身の部分が方形に加工されて

いる。 28は戸の把手である。比較的大型の戸に付くものと考えられ、段状に加工され、側面に子しが穿たれ

ている。 29は用途不明木製品である。円柱の材の中程に刻みを入れ、上国がくぼんでいるものである。 30

~36は串である。 30、 31の中央部には孔が穿たれており、河端が尖るものである。 断面形は長方形である

が、 31の両端は丸味がある。旬、 33は先端部が尖るものである。 34~36は雑に加工されている。 35の中央

部には孔が穿たれ、本釘が残っている。

ヰ号井戸跡(第16図)

調査区西側の地山面で発見した。

掘り方平面形は長軸2.2m、短If!llJ1.9mの楕円形を皇し、確認面からの深さは 2m以上で、ある。壁は緩や

かに立ち上がるが、井戸が深いことから底面を確認することができなかった。掘り方の中央部には径70cm

の円形で桶状をなす井側が据えられいる。 井側は幅10~15cm、長さ1.9mの縦板を円形に組んだ桶状のも

ので、さらにその外側に添板を組んで、補強しているのそして、井側の内側には確認預から1.1mの所に、

rll高 10~15cm、長さ 75cm以上の縦板を円形に組んだ井筒が据えられており、桶;1犬をなすものと考えられる。

埋土下層には釣瓶が横になった状態で出土している。

に
Jつ山
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2号井戸跡
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4号井戸跡

， 

第l層階褐色土(裳込め)
第21習青灰色砂(妥込め)
第3層 青灰色砂、青灰色粘土混入(裳込め)

一一 6.20m

北 西 南
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褐色砂質二i二、小1深混入
槌階褐色二!二、褐色一1:混入
極11出品色土、木片混入
青灰色砂質土、木)十多量混入
u音褐色土(裏込め)
資褐色砂(妥込め)
育灰色砂(哀込め)
黒褐色砂質二!こ(主主込め)
717灰色粘土(裳込め)
青灰色砂、青灰色粘土混入(裏込め)

一-6.30m 
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陶磁器 (第、 !雪印刷4)

14は井戸底而付近の}虫j二 11\ 二1:: で、ある。 JJ~前系磁器染付丸阻(小JlJl)で、ザクロ折校文と を染付け

ている。

(第391ヌ、

全て埋土出土で、あるが、 43は理土下層(JJ土で、ある。 37~41は箸である。他にも数本発見されているが、

代表l'均なものを抽出したり全て破損であるが、市をI1リって力11工しているもので、ほほ中心部に最大径が

ある。 [~Jr面形は円形に近い形である。 42は板;伏木製品である。 中央部に孔が穿たれ、破損品であるが、両

端が尖る形態と考えられる。 43は釣瓶である。方形に作られ、底面よりも I=-~ が大きい形態である。 I二面

に棒状の把手が付き、把手中央部が一回り志rnく加[されている。

(第16図)

中央部の第百層面で発見し

掘り方平面形は径約1.4mのほほ円形を呈し、 1能認面からの深さは2.3m以上で、ある。壁は東側は緩やか

5
 

に、西側はほぼ垂直に立ち i二がる。 井戸が深いことから底面は確認できなかったり掘り方の西側には一辺

60cmの問丸方形型の井側を組んでいるが、 l二部はかなり腐食している。井側は隅柱を組まないもので、 2 

段の横桟と側板で構成されている。横桟は上部が約60cm、 f カ'il.1mで2段認められる。そして、幅20

~50cm、長さ約1.4mの縦板を一辺につき 2 枚を 2 段に組み、さらにその外側にはj示板を、 i二部には横板

をあてて補強している。本井戸は廃棄されたと考えられ、

6号建物跡と重複しこれよりも古い。

国まで、径lO~15cmの1~が詰まってい

(第27図19、図版14)

19は埋士出土で、ある。}j~前系政器 I~=j11滋丸Jm(五寸lllL)で、蛇ノ目flh剥ぎを施し、高台無手111で、ある。

|玄!日反

全て埋土庁i土で、ある o 44~51は箸である。ほとんどが両端を削って加工しているもので、ほほ!二1=1心部に

最大径がある。断面JI三は円形に近い形である。 52は棒状木製品である。先端部が尖るものであるが雑に加

工され、上部が欠損している

4 

1号溝跡(主FE181玄1)

調査区東端から西側の第理層面で発見したが、東側は調査区外へ伸びている。

さが70m以上の東西方向に{EIーiび、る存在跡で、東1WJが深くなっている。 1回の作り替えが確認され、当初のrlJ福

は70~80cI1l、誌をさ約 10cmで、 [1;]fTiIî形は J[[状を呈する広く浅い潜である、作り替え後の rlJ高は20~30cm、深さ

約30cmで、 j祈mi形は逆台形状を呈する。側壁には板材が残存しており、内1H1Jに杭を打ち込んで補強している。

4. ~6 号常助;と

である。

し、 生号立与跡よりも古く、 5号海跡よりも新しいが、 6号ii奇跡との新!日関係は不明

。
りつμ



陶磁器(第27~29図20~問、図版社~16)

全て理土庁I土で、ある。

、 25 、 39は瀬戸芙j疫系{長号、初、 21 、 23、、 26~38はJj自主系磁器である。

初、 21 、 23~28は磁器染付けである。 20は端反型の 11lLで、内側面に山

いるの 22は白磁方]1:;IHlで、型打成形により文様を!湯刻している。 21は丸山.(小ITfL)で、

弁花丈、内側面に紅葉文を染付けているの

を染付けて

に子i-Uiき五

23、24は小士不である。 23はLLJJI手の文;を型紙j官りし、

る。 25は端反形の小碗で、仙芝文をiWiく。 26も小碗で、

にくずれた「宣明年製Jilltがあ

を描く。 27~29は丸碗である。 27は氷裂

に四万博J丈、 28は草花文、 29は A重網日文を染付けている。 にくずれた「大i何年製J銘がある。

30は青磁染付の丸碗で、外側が滋、見込みにコンニヤク印判の五弁花文を染付けている。 31は青磁の

碗でi二i紅を施す。 32は白磁;J--:]::不で、LJ紅を施す。 33は色絵の宛であるが、 J二絵はほとんど剥落している。

は二童図組内に「大FY=J高暦年製」銘がある。

34は染付のYIII査と考えられる。 35は瓶で、草花文を染付けている。 36は(]磁合子である。 37は色絵で0r:fli

子型!の香炉の)Jt[J部と考えられる。

38は染付火入の破片で、線描きの 1lì~J吾文を染付けている。 39は染付費水入で、草花文を鉄平IJI で型紙摺

りしている。

〔陶器J40~47 、 49は H巴前系陶器(唐津系人 48は在地の寺内窯産で、それ以外は産地不明で、ある。

40は黄白色を呈する)夕刊lI!lIllで砂日積み痕があり、畳付以外全面施手I11している。位、 43は灰希h折緑町[であ

る。 41 は手111 がf:l青緑色を呈し、 43は透明に近い紬で蛇ノ !~I 剥ぎを施す。 42は丸町lで、白化粧土により刷毛 I~I

文を描き、透明手rl1を掛けて蛇ノ日手111剥ぎを施す。 41~43の高台付近は露胎である。

位、 45は鉢である。 44は内外に透明細を掛け内側面は二段にわたり自化粧土により刷毛目を描き、蛇ノ

日午111剥ぎした部分に鉄奨を塗ってる o 45は内側面に鉄利!と鍋様手1I1を掛け分けし蛇ノ iヨ務1I剥ぎを施してい

る。外側は透明君lliで高台付近は露胎である。

46は刷毛 I~l 文の碗であり、自化粧土で、制毛日文を内外に描く(コ 47は鉄frl樹、けの査で、ある o 48は査底部で、

外面に濃淡2種類の鉄君111を重ね掛けしている o 49は灰手rh小碗であり、手111は灰白色で、itd台付近は露日台である

(口紅を施す)050は鉄車出掛けの灯明 1111.と考えられる。

(前出1~lbl~出、 i三|収lbJ

全て埋土出土で、ある。 51は素焼き二}二郎質の灯時]JIli.である。 52は古代の須恵器台付杯で、ある o 部回転ヘ

ラ切り後高台周辺にナデ調整を施している。 53、54は土誌のかわらけ小11立である。手づくね成形のもので、

灯i珂血として使用されている。 55は素焼きの土製人形の首部分で、ある。

(第84区11、図Ii反50)

1は埋土出土で、銅製の小型の匙である。

(第85図 2~4 、図版51)

全て五11二I:HJ[土で、 illliU銭の寛永通震で、ある。銭文の書体等から 2、 4は新寛永(初鈍ミ)に、 3は新

寛永の「丈銭(初鋳1668年)の分類に該当する。

29-



(第401翌日~61 五

全て埋土出土で、ある。 53、54は容器底板である。いずれも円形に加工され、 54の周縁部には小子しが穿た

れている。 55、日はド駄である。いずれも台部に別の歯部を差し込む差茜下駄である。前緒穴 11留に横緒

穴 2偲が穿たれているもので、前緒穴の両側には指圧痕が認められる。 57は容器底板と考えられ、片面の

思縁部がく再Ijられている。中央部!;J;}r面に小孔が認められることから数枚の材を合わせて加工したと考え

られる。 58はEtS物の蓋か底板と考えられるが、小型で中央部に孔が穿たれていることから葦の可能性が高

い。 59は下駄の差歯で、ある。破損品で、あるが台形状に加工されている。 60は下駄である。台部の前・後部

周縁を残して内側を削っているものである。 61は棒状木製品である。 断面形がほぼ方形に加工され、 一端

に孔が穿たれている。

2時溝跡(第18図)

調査区東側の第困層面で発見した。

rìJ話は中央部で、85cm と広くなるが、それ以外は30~40cm、深さ約15cmで、長さ 17.5m以上の東西方向に伸

びる溝跡である。断面形は鍋底状を呈する。髄壁には板材が残存しており、内側に杭を打ち込んで、諦強し

ている。

5号溝跡、 1号性格不明遺構と重複しこれらよりも新しい。

陶磁器(第29~31図56~63、図版16~18)

全て埋土出土で、ある。

〔機器) 56~59は肥前系磁器染付である。 56は丸皿(五寸皿)である。 57は中凪で草花文を染付けてい

る。 58は深盟で菊花文を染付け、二重図録の内側に蛇ノ日柑剥ぎを施す。 59は大皿で内側面は二重図線の

外に花唐草文、内に鳳風に牡丹とザ、クロの文様を染付けている。裏文様は七宝文と飛雲文で、裏底に「大

明成化年製J銘がある。底部内外面にハリ支えとハマ痕が認められる。漆継ぎ痕がある。

60は肥前系磁器青磁の丸盟(五寸皿)で、蛇ノ日紬剥ぎを施し、高台無稀である。

61は中国産青磁碗の破片で、口縁部にくずれた電文を彫りで描いている。

〔開器〕位、 63は肥前系陶器陶器(唐津系)である。 62は鍋緑紬の丸皿(五寸血)で蛇ノ日粕剥ぎ施し、

高台付近は露胎である。 63は刷毛白文鉢である。外側面に白化粧土により刷毛日を搭き、口縁部には鉄稲

と鍋緑紬を掛け分けている。内側面と外側面の下半には鉄紬を粗く刷毛塗りする。

(第31図64、図版18)

64は埋土出土で、土師質の焼塩査である。板作り成形で刻印等は認められない。

(第85図 5~8 、図版51)

全て埋土出土で、銅銭の寛永通賓である。銭文の書体等から 5は新寛永の「文銭J(初鋳1668年)に、

6~8 は古寛永(初鋳1636年)の分類に該当する。

(第41図62~67、図版57)

全て埋土出土である。 62は椀で、赤色の漆が塗られているが、底部外国には黒色揺さが塗られ、「金」の

文字が認められる。 63は箸である。両端を削って加工しているもので、ほほ中心部に最大径がある。 64、

65は容器底板である。 64は小型であることから柄杓の底板と考えられる。 65には樹皮が絞じ合わせをする

ハUつ
、
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ように取り付けられている。

状に加工されている。

駄である 、小型のものである o 67は ぷ品、羽:~
仁1ji;"-

3号溝跡(第18図)

調査区中央部の第理層面で発見したが、東側が調査区外へ伸びている。

i幅50~70cm、深さ 40~45cmで、長さ 21m以上の東西方向に伸びる溝跡である。断面形は鍋底状を呈し、

西側が若干深くなっている。側壁には板材が残存しており、内側に杭を打ち込んで補強している。

4号溝跡と重複しているが、新!日関係は確認されなかった。

出土遺物

(第31図65、66、図版18)

いずれも埋土出土である。 65は肥前系磁器染付碗の破片である。外側面に党字文を染付けている。 66は

西洋の酸化コバルトを用いた銅版転写の染付小碗である。

4号溝跡(第18図)

調査区西側の第盟層部で発見したが、南側が撹乱を受けている。

rlJ高50cm、深さ約25cmで、長さ5.4m以上の南北方向に伸びる溝-跡である。断面形は鍋底状を呈.する。側

には板材が残存しており、内側に杭を打ち込んで補強している。

1、3号溝跡と重複し、 1号溝よりも新しいが、 3号溝跡との新i日関係は不明である。

出土遺物

陶磁器(第31図67、68、図版18)

いずれも埋土出土である。 67は瀬戸美濃系磁器染付小杯で、 68は中国産の可能性がある染付血である。

ガラス製品(第31図69、図版18)

69は青色ガラスの瓶である。

銭麓(第85図9、図版51)

9は埋土出土の銅銭で、劣化により銭文が判読不能である。

5号j麓跡(第18図)

調査区東側の第IIIJ霞面で発見したが、北側は調査区外へ伸びている。

幅60~80cm、深さ cmで、長さ 7.7m以上の南北方向に伸びる溝跡である。板材が 3 条確認され、板材を

補強するため内側に杭を打ち込むことから、西側の板材を中心に 2回の作り替えがあり、当初は幅が広く、

作り替えによってrl.屈を狭くしたと考えられる。

1、2号溝助;と重複し、これらよりも吉い。

出土遺物

陶磁器(第31 、 32図70~80、図版18)

全て樫土出土で、ある。

〔離器) 70~77肥前系磁器である。 70はロクロ型打成形による染付輪花皿である。内側面に草花文を染

付け、裏文様は唐草文である。裏底は二重方形枠に「福ヵ」銘がある。 71は青磁血であり、高台は勅剥ぎ

1
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を立空っている

72~76は染付丸碗であるの 72はコンニャク印判の菊花丈と手描きの草花丈を組み合わせている。哀fまに

くずれた「大i羽年製」銘がある。外側面に73は草花文、 74は若松文、 75と76は A重網目丈をq-(I'iく。 75は見

に文様と;哀!去に方]l~枠内に銘があるが、欠損により不明である υ また、討さ継ぎ痕がある。 77は色絵人形

の一部である。赤色と緑色の絵具によると絵が認められる。

〔陶器J78~80はJ]自前系陶器(唐津系)であるの 78は lijc]jJl1r褐色を呈する})ミ手111折縁!日1で、手[[jは透明に近く

に施私するの砂 ~I 積み痕がある。 79は刷毛日文折縁 lfllで、自化粧土により内側面に刷毛日文を 1!W き、

鉄手Ih と ~lfIJ 緑;'fJlI を掛け分けている。高台付近は露胎で、 JJtì土 I~I に近い砂白積み痕かある。 80は鉄手rfliJT縁 lIll.で

内側}可に鉄材、外側面に透i男手Ihを掛けるの

(第85図10、図n反

10は埋士山i二i二で、銅銭の寛永illi賓で、ある。銭文の書体等から古寛永(初鋳1636年)の分類に該当する。

(第41凶68、69、図版

いずれも担土庁i土で、ある。 68は容器)氏板である。小型であることから柄杓の底板と考えられる。 11.1央部

jj:Jfffiiに小孔と木釘が認められることから、 2枚の材を合わせて加工したと考えられる心的は箸で、

るものである。

5 (第18図)

調査区西側の第困層面で発見したが、部分的に撹乱を受けている。

11I話40~50cm、深さ 10~15cmで、長さ 48m以上の東西方向に伸びる溝跡である。 [1行而形は鍋底状を呈し、

東側が若干深くなっている。側壁には板材が部分的に残存しており、内側に杭を打ち込んで、補強している。

1号溝跡と東端で重複しているが、新i日関係は確認されなかった。

陶繊器(第33図81~87、 IXI版18 、 19)

全て埋土出土で、ある。

81は洋の酸化コバルトを府いた型紙摺りの染付碗である。 82は産地不明の青磁染付丸目立(小

1m)で、総の絵具と日の前描きで菖蒲文を描く。 83、84は瀬戸美濃系磁器染付である。 83は小碗で源氏香

文と草花文を染付けている。 84は丸碗で若松文様を染付けている。 83、84とも全体に濃くぼんやりした染

付である。 85は肥前磁器の青磁大肌である。内側面にヘラ彫りにより草花文を描く。

86は素焼きの灯i珂rmである。 87は陶器質の焼塩査である。ロクロ成形で底部回転糸切り無調整

である。

(第33図88、図版19)

88は埋土出土で、 n音緑色のガラス瓶である。

(第81図l、2、図版48)

いずれも底面出土で、ある o 1は炭斗瓦、 2は桟瓦の平瓦部分と考えられる。ともに灰色を呈与するいぶし

瓦であるの

つωっ。



7号溝跡(第18国)

調査区西側の第理層[(lIで発見した。

111福50~65cm、深さ約40cmで、長さ 4.8mの南北方向に {III びる溝跡である。断IfIT II三は逆台形状を呈する。

出土遺物

陶鍛器(第33図89、 90 、 I~I版19)

いずれも埋土出土で、肥前系磁器染付Illlの底部破片である。ともに内側面に牡丹文を染付け、裏!まには

」重方形枠に「貢米jの銘がある。

8号溝跡(第19図)

調査IKE/91H1Jの地LLI面で発見したが、西側が撹乱を受けている。

IIIí~20~50cm、深さ 14~18cmで、長さ 7.5m以 i二の東西方向に伸びる溝跡である。 1];JrmîJI~ は U字状を呈し、

東側が若干深くなっている。

gi:十柱列、 9号措跡と重複し、 9号il与跡よりも古く、 9号イ宝列よりも新しい。

9号溝跡(第191盟)

調査区西側の地LL!面で発見した。

IllfB50~65cm、深さ 8 ~12cmで、長さ 5mの南北方向に{III びる。材木塀を据えたと考えられる布掘り溝で、

断面形は混じ|犬を呈し、南側が若干深くなっている。柱掘り方は全体に ì~1j平を受けて浅くなっており、柱痕

は確認されない。

8号溝跡と重複し、これよりも新しい。

10母溝跡(第191到)

調査区東側の第百層面で発見したが、西側が撹乱を受けている。

111話 15~30cm、深さ 14~18clIlで、長さ7.5m以上の東西方向に伸びる?1i判事である。 1折原形は!日[状を呈し、

東側が若干訟をくなっている。側壁には板材が残存しており、内側杭を打ち込んで、補強している。

11号土坑と重複し、これよりも古いる

5 

1号土坑(第20図)

調査区東側の第田層面で発見した。

長Ilirh5.4m、短判13.6mの楕円形を呈し、確認面からの深さは南慨が45clIlで、北側に緩やかに傾斜する。

は緩く立ち上がり、底面は平坦である。埋土には多量の木片が入っていることから、木片を一括廃棄し

たものと考えられる。

5号住物跡、 4号村芳IJ、1ザ性格不明遺構と し、 1号性格不明遺構よりも古く、 5号建物跡、 4

柱列よりも新しし~

つ
みつJ
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出土遺物

陶磁器(第34図91~95、図版19)

全て埋土出土で、ある。

〔磁器)91 ~94は肥前系磁器染付である。 91は丸血(五寸皿)で、内側面に宝文、裏文様は一本線の唐

を染付ている。ハリ支え痕と漆継ぎの痕がある。 92は丸碗で、高台無稲部分に鉄泥を塗る。染付文様

は柳文と思われる。 93は丸碗で外側に花唐草文、見込みに手描き五弁花文を染付けている。裏底に丸枠に
r /'、 、k!，が竺去，.._ I 1 ~・ γn  ， 、...，.h.l- "l ~ l_ ~、.、、守-"...l_ _・ でさ長←よー・‘-， ‘官、、、 一曹 円 γ，.t___... H，，;H I f..t.局、_...l_ ._， 
I五JVノ家主者'14).刀ミこ芯v;;rC{;)拘刀込め心 o ~4vミl1l5'1! <'_"、 設肢ド t、-~ ;;rし/こ |ノU一月刊二袈J)lfi:J刀ミめ心。

〔陶器)95は瀬戸美濃系陶器の天白茶碗で、高台は前り出しであり、露胎となっている。

(第81図3、図版48)

3は埋土出土の軒桟瓦である。 の文様は唐草文である。赤瓦であり、紬が厚く掛かり極暗赤褐色を

る。

木製品(第41図70~77、図版57)

全て埋士出土で、ある。 70は下駄である。差歯 F駄で、前緒穴の両側に指圧痕が認められ、小型である 0

71~77は箸である。箸はまとめて投棄したと考えられ、折れているものも数えると約50本程発見されてい

るが、代表的なものを抽出した。全て破損品であるが、両端を削って加工しているもので、断面形はほぼ

円形をなし、 77は他と比較して大型である。
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2号土筑(第20図)

調査区西側の第斑}吉田で発見したの

長i!ir!llm、短ilir1180cmのほほ長方形を皇し、確認面からの深さは17cmである。壁はほ

底面は平坦である。

3号土坑(第21[立[)

調査区西側の地山面で発見したが、北1NIJが撹乱を受けている。

に立ち上がり、

確認した範囲では長I11!Il1.8m、短I!1!Il70cmの長方形を呈し、確認面からの深さは45cmで、ある。壁はほぼ垂

症に立ち上がり、底部は平坦である。

(第34図96~98、図版57)

全て埋土出土で、ある。 96~97は肥前系磁器染付血である。 96は見込に「毒j の字、 97は内側面に雪の輪

と柴垣文、裏文様には一本線の唐草文を染付ける。 97には漆継ぎの痕がある o98は肥前系陶器

鉄絵鉢の破片である。

(第41凶78、79、図版57)

いずれも埋土出二上の箸で、ある。破損品であるが、両端を削って加工しているもので、ほほ中心部に最大

径がある。

4号土坑(第21図)

調査区西側の地山面で発見した。

長ヰirIl2.7m、短llir1Jl.1mの不整形を呈し、確認面からの深さは 2mで、ある。監は北側が深く内湾している

ことから全体を確認することができなかった。その他はほぼ垂直に立ちヒがり、底面は平坦である。

14号土坑と重複し、これよりも新しい。

5号土坑(第21図)

調査区西側の地山面で発見したが、北側が撹乱を受けている。

確認した範囲で、は長軸1.7m、短車r!Jl.lmの不整形を呈し、確認面からの深さは18cmで、ある。壁はほぼ垂

ち上がり、底面はほぼ平坦である。

7号建物跡と重複し、これよりも古い。

6号土筑(第21図)

調査区西側の地山面で発見した。

長Ili!Il1.1m、短軸95cmのほぼ長方形を呈し、確認、面からの深さは75cmで、ある。壁はほぼ垂直に立ち上が

り、底面はほぼ平坦である。
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ア号二日克(第翠)

中央部の第N層面で発見し

径l.5mのほほ円形を呈し、確認面からの深さは 2mである。壁はほ

がある。

6号建物跡と

に立ち上がり、底面は丸み

し、こ ~c よりも新しし

8号土坑(第21図)

調査区西舗の地山面で発見し

長期il80crn、短I!lf]]70crnの楕円形を呈し、確認面からの深さは40crnで、ある。壁はほぼ垂直に立ち上がり、底

面は平坦である。

9号土坑(第21図)

調査区西側の地山函で発見し

長車r111.1m、短IpIll95crnの楕円形を呈し、確認面からの深さは70crnで、ある。壁は緩やかに立ち 1こがり、底

面は平坦である。理土に多量の箸が入っていることから、一括廃棄したものと考えられる。

出土遺物

殉磁器(第34図的、 100、図版19)

いずれも埋土出土である。 99は肥前系磁器染付皿で、内側面に山水文を染付けている。 100は肥iW系陶

器(唐津系)灰紬溝縁血で碁笥底風であり、高台付近は露胎である。砂白積み痕がある。

木製品(第41図80~87、図版57)

全て埋土出土の箸である。箸はまとめて投棄したと考えられ、折れているものも数えると約100本程発

見されているが、代表的なものを抽出した。両端を削って加工しているものが多く、ほほ中心部に最大径

がある。 87は用途不明木製品である。 6角形に面取りされ、上面が大きくくぼんでいるものである。

10号土坑(第22図)

調査区西側の地山面で発見した。

長l1ir112.2m、短軸l.lmの楕円形を呈し、確認面からの深さは40crnで、ある。壁は西側はほぼ垂直に、東側

は緩やかに立ち上がり、底出は平坦である。

9号柱列と重複し、これよりも古い。

出土遺物

木製品(第42図88~90、図版58)

全て壊士出土で、ある。 88、89は箸である。 89は破損品であるが、いずれも両端を削って加工していると

考えられ、ほほ中心部に最大径がある。 90は下駄の差歯で、台形状に加工されている。

11母土坑(第22図)

調査区東側の第N層面で発見した。

長I!i[[13.6m、短IliU12.3mの不正形を皇し、確認面からの深さは45crnで、ある。壁は緩やかに立ち上がり、!ま
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面はほぼ平坦で為る。

出土遺物

掲磁器(第34、35図101~105、図版19)

全て埋土出土で、肥前系磁器染付である。 101は血で、内側面 を染付け、 も である

102、103は丸碗で、 102は草花文、 103は弱散らし文を染付けている。 104は青磁染付の蓋で外側は

内側天井部の二重間線内にコンニャク印判の五弁花文を染付けている。 105は唾査の口部分である。内側

面に梅樹文を染付けている。また、 101、103、105には漆継ぎ痕がある。

(第35図106~113、図版19)

全て埋土出土で、ある。 106は土師質の11，命花血で、口縁部は溝縁状である。内側面に赤漆を塗った痕跡が

部分的に認められる。 107~ 113は非ロクロ製手づくねのかわらけである。 107~109は小皿、 110中皿、 111

は大皿、 112は碗形である。底部を丸底もしくは丸底風に成形した後にナデにより平滑に仕上げ、さらに

体部上半から口縁部にかけて強い横ナデを施し一段の軽い段を形成する。 111，112は外国に煤状付着物が

認められる。 113は瓦質の火鉢である。

銭麓(第86図57、58、図版52)

いずれも埋土出土で、銅銭の寛永通賓で、ある。 57は銭文の書体等から古寛永(初鋳1636年)の分類に該

当するが、 58は劣化により銭文が不鮮明で分類が困難である。

本製品(第42~44図91~127、図版58~60)

全て埋土出土である。 91、92は木簡である。 91は板状で先端部が若干縮く加工され、上部に孔が穿たれ、

f口大口口人与助」が認められる。 92は薄い板材に「酒代入J が認められる。 93~102は箸である。他にも

少量発見されているが、代表的なものを抽出した。全て両端を削って加工しているもので、ほぽ中心部に

最大径がある。 103、104は蓋である。 103のつまみは横からはめ込んで回定するもので、内側の周縁部は

一回り削って加工している。 104は中央部に小孔が認められることと変色していることから、つまみを国

定した釘穴と考えられる。 105は柄杓である。小型の曲物で、側面に柄を差し込んだ孔が認められる。 106

~109は容器底板と考えられる。 106~108は比較的小型であることから柄杓の底板と考えられるが、 106、

108には樹皮が綴じ合わせをするように叡り付けられている。 108には墨書が認められる。 109は比較的大

型で、中央部断面に孔が認められることから、 2枚の材を合わせて加工したと考えられる。また、曲物の

側面と固定するための木釘が認めれる。 110は栓である。容器の栓と考えられ、上面よりも下回が小さく

加工されている。 111~ 113は下駄である。 111、113は差lID下駄で、 111には漆が塗られ、前緒穴の両側に

は指圧痕が認められる。 112は連歯下駄である。 114~119は下駄の差Iおである。全て台形状に加工され、

底面に砂の圧痕が認められるものである。 120は人形の後頭部である。顔面部分はなく、耳などに胡粉が

認められる。 121は櫛状木製品である。大型であることから馬に用いられたと考えられる。 122は手鏡の台

部と考えられるが、鏡は認められない。 123は容器の蓋と考えられ、中央部に fアキタ小ヵ山村クヵホタJ

の焼印が認められる。材の両側断面に小孔が2個ずつ認められることから、数枚の材を合わせて加工した

ものである。 124~126は串である。全て先端部が尖るもので、 126は雑に加工されている。 断面形は124の

先端部は滞鉾状で中心部が隅丸長方形に、 125は隅丸長方形に、 126は長方形をなす。 127は棒状木製品で

ある。 断面形は長方形をなし、先端部が欠損する。
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調査区西側の地山面で発見したが、南側が削平を受けている。

長ヰilll1.1m、短軸 1mの楕円形を呈し、確認面からの深さは35cmで、あるの壁はほぼ垂直に立ち上がり、

底面は平坦である。

13号土坑と

出土遺物

しこれよりも古い。

木製品(第44図128、図版60)

128は埋土出土の下駄の差歯で、台形状に加工されている。

(第22図)

調査区西側の地山面で発見したが、北側が撹乱を受けている。

長車IlJ75cm、短期ll70cmの椅円形を呈し、確認、面からの深さは35cmで、ある 0

12号土坑と重複し、これより新しい。

出土遺物

陶鶴器(第351翠114、115、図版20)

いずれも埋土出土で、ある。 114は肥前系磁器染付丸碗で、草花文を染付ている。 115は肥前系陶器

系)灰和l盤で、手由は日音縁色を呈し、高台付近は露胎で糸切り痕を残す。

14号二七坑 (第21図)

調査区西側の地山面で発見した。

長紺13.2m、短軸 1mの不整形を呈し、確認面からの深さは東側が40cm、西側が80cmで、西側が深くな

っている。壁は緩やかに立ち上がり、底面西側は平坦で、東側は不整地となっている。埋土には多量の木

片が入っていることから、一括廃棄したものと考えられる。

4号土坑と重複し、これよりも古い。

間磁器(第35、 36図116~120、図版20)

全て埋土出土で、ある。 116、118、119は肥前系磁器染付である。 116は丸血(五寸盟)であり、山水文を

染付けている。 117は中国津州窯系呉須赤絵の折縁皿で、上絵はかなり剥落している。底部高台付近には

砂粒が粗く付着している。 118は丸碗で外側面に草花文を染付け、裏底に「大明年製」の銘がある。 119は

内側面に花弁状の彫刻込み文様のある鉢である。 120は内外面全体に鉄稲掛けした播鉢である。

木製品(第441玄1129~132、図版60)

全て埋土出土である。 129は曲物で、一部分のみの発見である。側面に柄を差し込むための孔が認めれ

る。 130は容器底板と考えられ、前面に刃物痕が認められる。 131は下駄である。差歯下駄で、後部の歯が

欠損している。 132は棒状木製品であるの一部分のみの発見であるが、刀形の形態をなし、良く整形され

ている。
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調査区西側の地山市jで発見したが、間宮!IJは撹乱を受けている。

確認した範囲で、長軸1.7m、短車r1I1.5mの稿丸方形を呈し、確認;活からの深さは60cmで、ある。壁は緩やか

に立ち上がり、底面は平坦であるの埋土には多量の木片が入っていることから、一括廃棄したと考えられ

る。

16号土坑(第23図)

調査区西側の地山面で発見したが、南側は撹乱を受けている。

確認した範囲で、長制17.2m、短ilirt!1.6mの不整形を呈し、確認面からの深さは南側が45cm、北側jが10cmあ

り南側が深くなっているの壁はほぼ垂直に立ち l二がり、底面はほぼ平坦である。理士には多量の木片が入

っていることカミら、 したと考えられる。

(第441~1133 、 l延版60)

133は埋土出土の棒状木製品で、ある。 lili)r面形は長方形に近く、両端を欠損している。

17号土筑(第23限)

調査区西側の地山田で発見したが、西側は撹乱を受けている。

確認した範囲で、長軸2.7m、短車riJ1.2mの不正形を早し、確認面からの深さは東側が 1m、西側が10cmで、

ある。壁は緩やかに立ち上がり、底面は平坦で、ある。埋-士には多量の木片が入っていることから、一括廃

棄したと考えられる。

出土遺物

木製品(第45図134~147、図版61)

全て埋土出土で、ある。 134~143は箸である。他にも数本発見されているが、代表的な者を抽出した。一

端が欠損しているものもあるが、両端を削って加工しているもので、ほほ中心部に最大径がある。 144、

145は人形である。いずれも板状の材を加工し、上部に括りが施されている。 146、147は串である。 146の

断面形は浦鉾状をなしている。 147は雑に加工されている。

18号土坑(第23留)

調査区東側の第N層面で発見した。

長軸3.1m、短車rl!1.7mのほぼ長方形を呈し、確認面からの深さは20cmで、ある。壁はほ に立ち上が

り、底面は平坦である。

出土遺物

木製品(第45図148、図版61)

148は埋士出土の下駄である。差歯下駄で、台部は長方形に加工されている。他に箸が数本発見されて

いるが折れているもので図示しえなかった。
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。
1号性格不自誇遺構(第24[翠)

調査区東側の第国層面で発見したが、南側が撹乱を受けている

東西8.5m、南北が西側3.9m、東側4.3m 、 111話25~45cm、保認函からの深さ 10~15cmで、「コ」 国

である Gまれており、溝の中には径10~15cmの礁が充填している。

主軸方向は北に対して西へ10度振れている

かに立ち土がり、底TA

5号建物跡、 2号溝跡、 1号土坑と し、 2号溝跡よりも占く、 5号建物跡、 1号土坑よりも新しい。

2 (第25図)

調査区西側の地山面で発見したが、北側が撹乱を受けている。

硲認した範囲では長Ilir1l1.8m、

やかに立ちヒがり、西側はほ

折り重なるように入っている。

の楕円形を呈し、確認面からの深さは30cmで、ある。壁は束が緩

ち る。底面は平坦で、ある。、長さ約 1mの板材が

陶酪器(第36[~1121 、 122、図版20)

いずれも思土出土で、ある。 121は肥前系磁器端反碗の蓋である。外側面に蓮花文と きによる四方棒

文、内側面に蓮花文と四方課文、外側つまみ内側に「乾」銘を染付けている。焼継ぎ痕もある。 122は瀬

戸美濃系陶器の志野阻である、灰白色の厚い稲に貫入が入りる。
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(第45[翠149~153、図版81)

全て埋土庁i土の箸で、ある。 l両端を削って加工しているもので、ほほ中心部に最大径がある。

3号性格不明遺構(第25図)

調査区西側の地山商で発見したが、北側が撹乱により削平されている。

確認した範囲では長期114.1m、短軸70cmのや長方形を呈し、確認、面からの深さはlOcmで、ある。壁はほ

ち上がり、底面は平坦である。側壁には板材が据え付けられており、径lOcmの丸柱を掘と側面に打

ち込んでいる。
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7 ヒ。ツト出土遺鵠

殉磁器(第36図123、図版20)

123はMA34グリッドのピット埋土出土である。肥前系磁器染付丸碗で、山水文を染付けている。

木製品(第45図154、図版61)

154はLT32グリッドのピット埋土出土の比較的小型の差歯下駄である。

8 遺構外出土遺物

トレンチ出土遺物

陶磁器(第46、 47[盟 124~137、図版20、 21)

124、 129は第 3 トレンチ出土、 125~128、 130~137は第 1 トレンチ出土である。

〔磁器) 124~ 127、 129~133は肥前系磁器染付である。 128は産地不明である。

(血類)124は血で、底部内外面に砂日積み痕がある。 125は丸皿(小皿)で[lJ水文、 126は丸盟(五す

血)で内外聞に草花文、見込みにコンニャク印判の五弁花文、裏文様に一本線の唐草文を染付けている 0

127は輪花血(小盟)で、山水文を染付け、蛇ノ目凹形高台である。

(碗類)128は小碗で源氏香文と葵文を染付けている。

(蓋類)129はバラを描いたもので、産地不明の近現代の葦である。 130は蓋物の蓋で、外側面に雪の輪

に草花文を染付けている。

(査瓶類)131、132は瓶であり、生掛け焼成で高台畳付のみ無利となっている。 132は一重締日文を染

付けている。 133は小瓶であり、草花文と笹文を染付けている。

〔陶器) 134~136は肥前系陶器(唐津系)である。

(血類)134は鉄絵折縁皿(小盟)で、簡略化された草文を描く。 は露胎であり、胎土日積み痕が

ある。 135は灰紬折縁血で、税は灰白色を呈し、高台は露胎である。砂自積み痕がある。

(碗類)136は鉄紬碗である。

(蓋類)137は大型の蓋で、灰色の地に透明君r11を掛け、その上に筒描きで網文様と飛雲文を描く。在地の

寺内窯産の可能性がある。

(第81図4、図版48)

4は第 1トレンチ出土である。軒桟瓦で、瓦当の文様は平瓦部が波(山形)文、丸瓦部が三巴文である。

紅柄水溶液を塗布し焼成した赤瓦であり、陪赤褐色を呈する。

木製品(第87図155~159、図版62)

155は柄杓で、側面に柄を差し込んだ孔が認められる。 156は容器底板である。中央部断面に小孔が認め

られることから、 2 枚の材を合わせて加工したと考えられる。 157~159は下駄である。 157、 158は連歯下

駄で、 158には漆が塗られている。 159は差歯下駄で、台部が隅丸長方形に加工されている。

撹乱出土遺物

陶鶴器(第47[豆1138~143、図版21 、 22)

138~143は撹乱穴の出土である。

〔磁器) 138~141は肥前系磁器で、 139は白磁、それ以外は磁器染付けである。
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( 1m類)138は丸IrI1(小lITl.)で、文様は不明η 蛇ノ日君rh~HJ ぎを施じ、高台無料であるり 139はいわゆる濁

し子の白色を呈する白磁lI11.で、ロクロ担打成形により牡丹折校文を!湯刻している優品で、ある。裏底にハリ

支え痕がある。

(碗類)140は小碗で、くずれた文様は不明である。 141は小瓶で竹文を染付けているら

〔開器)142は肥前系陶器(唐津系)で、 143は産地不明で、ある。

(鉢類)142は鉢で、内側面に鉄君rIlと薄い錦緑手111を掛け分けし、蛇ノ目手111剥ぎを施している。外側体部

下半から高台付近は露胎となっている。

(査瓶類)143は陶器の慨徳利で、緑色の手rhと白邑二1-:の筒描きにより笹文を描く。

陶磁器(第47~51r'R1144~ 188、図版22~25)

157、159は表採で、その他は表土庁i土で、ある。

〔鵠器J144~ 170は磁器である。 144~149、 153~154、 156~161、165、168、169はHB前系磁器染付で

ある。 155は瀬戸美濃系磁器染付である。 162~164は産地不明の磁器染付で、ある。 150~152は肥前系磁器

白磁、 166、167，170は肥前系磁器色絵である。

( Jll1・鉢類)144は丸血 (/J'JTIl)で内側面に龍と飛雲文を描き、裏文様は唐草丈である。蛇ノ日間形高

台である。 145は丸血(小血)で、 111水文を染付けている。 146~148は丸1111. (五寸皿)である。 146は内側

面に雪のi論文と樹木文、 147は雪のi論文と松文、 148は割菊文を染付けている。各々見込みに文様があるが、

欠損により不明である。 146には裏底にハリ支え痕がある。 149は輪花血(小皿)でLLr水文を描き、仁!紅を

施している。 150~151は貝殻状に型1'1 1成形された白磁紅1mである。 153、 154は小碗である。 153は草花文、

154は笹文を染付けている。 155は端反り形の小碗で、外側面の下に菊文、見込みに草花文を染付けている。

165は染付鉢である。生掛け焼成で、内側面に花弁状の彫り込みをして、見込みに銀杏葉三方割丈を描く。

(碗類) 156~161は丸碗である。 156 、 157は外1H1J に雪の輪と草花文、 158は竹文、 159は型紙摺りの花文

と草花文、 160は雷文と草花文、 161は草花文を染付けている。 156は裏底にくずれた「渦福」、 158は見込

みに粗雑な手描き五弁花文を染付けている。

162~164は碗の蓋である。 162はよろけ縞文を染付けている。 163は西洋の酸化コバルトを用い、

鶴と菊の文様を型紙摺りしている。 164は千鳥と人物文及び菊割文帝を染付け、「福定製jの銘がある。

166、167は色絵1rJ]震である。上絵はかなり剥落している。 167は丸に花文を描く。

(香炉)168は染付筒型香炉の底部である。

(仏飯器) 169は仏飯器で、線描きの1lì~~吉草文を染付けている。

(色絵人形)170は大型の色絵人形で、衣袋の頭部と考えられる。仁!と肩の後ろに赤色の絵の具が認め

られる。

〔陶器) 171~177、 180~188は陶器である。 171~175は肥前系陶器(唐津系)である。 176、 177 、 186

は在地の白岩・寺内窯産と思われる。 182も肥前系の可能性があるが、その他は産地不明である。

(服・鉢類)171は鉄刺溝縁組で、見込みと高台付近には手111が掛かりきらず、露胎となっている。砂臼

積み痕がある。 172は鉄絵丸Jmで¥灰オリーブ色を呈する灰紬を掛け、内側面に鉄手111で文様を描し=ている。

173は銅緑手1I1丸山. (五寸皿L)で、内側面に施fftrする。 172 、 173 とも蛇ノ[~!手111剥ぎを施し、高台付近は露胎
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である。 174は刷工E日文鉢である c 外側面に白北粧仁により刷毛1=[を描き、

け分けている。内側面と外側面の+下半には鉄手[11を粧iく刷毛塗りする。 176

ている。

(TI宛類)175は灰手rlJ小碗で、手IIrは灰色を呈し来日iかい員入が入り、

177は土瓶・急須の蓋であり、 1:'='化粧の上に透明手111を掛けている

には鉄手111 と ~Ii付近Hlh を tll、

白色の手1[1を掛け

となっている心

(灯火具)180は灯蓋式の受付1mで、ある。鉄キ!11掛けで、底部!亘I!I伝糸切り担調整である。

(揺鉢)181 ~ 185は招鉢である。全体に鉄手Itlが塗られているが、 181、183、184は畳付のみ;1!V;ffIIとして

いる。

(その他) 186は窯道具の脚付ハマである。 187は不明製品である。 188は陶胎染付の便器であり、

の酸化コバルトとを用い草花文を染付けている。

(第50、51[';?1l78、179、189、図版24、

(灯火呉) 178、179はひょうそくで、素焼き土日iP質で、ある。 178は底部回転糸切り 1HT?調整である。 179は

底部に釘穴がある。

(須恵器) 189は古代の須恵器禁の胴部破片であり、外f(t]に格子日状に叩き痕、内面に同じ円:[犬の当て

具痕がある。

銭詣(第85[豆!日、図版51)

11は表採で、銅銭の元豊通賢(北宋、初鋳1078年)である。銭厚が薄く銭文も不鮮明で、銭容から模鋳

銭の可能性がある。

木製品(第87~89図160~188、 l現版62~64)

160は木簡で、薄い板材の片岡に「第‘口口口口Jの墨書が認められる。 161、162は椀である。 161は底

部からほぼ垂直に立ち上がり、赤色漆が塗られている。 162は底部から湾1111しながら立ちヒがり、黒色漆

が塗られている。 163は木杓子である。板状で、身の部分が半円状に加工されている。 164~173は箸であ

る。一端が欠損しているものもあるが、両端を削って加工しているもので、ほほ中心部に最大径がある。

174、175は折敷であるG いずれも木釘を打‘った小孔と木釘が認められる。 174は方形に加工され、 175には

絵を描いた墨書が認められる。 176は蓋で、栓をするための孔が穿たれている。中央部断面に小孔が認め

られることから 2 枚の材を合わせて加工したと考えられる。 177~181は容器底板である。 177~180は小型

であることから柄杓の底板と考えられ、 177には小孔に木釘が打ち込まれている。 178には樹皮が絞じ合わ

せをするように取り付けられている。 181は楕円形をなし、下回に長方形の削りが認められる。 182~187 

は下駄である。 182~ 184は連荷下駄、 185~187は差歯下駄で、 駄の歯は認められない。 182は小型

で、 183、185には漆が塗られている。 188は下!汰である。一木造りで板状をなす。緒穴が6個認められ、

緒穴部分の側面が扶るように彫られている。

11膳出土遺物

悶織器(第52~681豆1190~382、図版25~37)

〔磁器) 190~320は磁器である。

-69-



(盟。鉢類) 190~203は染付丸血(五寸 ITIL)である。 190、 193~203は肥前系で、 191は在地の寺内窯産

の可能性がある。その他は産地不明である。 190は内側面に沢潟文、裏文様は松葉文、 191は内側面に沢潟

に蝶文、裏文様は源氏香文を染付けている。 192、193は内領111宜iに牡丹花唐革、裏文様は唐草文、見込みに

は手描き五弁花文を染付け'ている。 に192は二重方形枠内に「渦福J、193は「筒江Jの銘がある。 194

には裏底にハリ支え痕がある。 195は内側面に花唐辛文、見込みにコンニャク印判の五弁花文を染付け、

蛇ノ白紬剥ぎを施すの 196~199は裏文様が唐草文で、見込みにコンニャク印判の五弁花文を染付けるタイ

プである。内側面には196が山水文、 197が花唐辛文、 198、199が草花文を染付けている。裏底に196、197

はくずれた「大明年製」銘、 198、 199は雑な「渦福」銘がある。 200~203は見込みに蛇ノ日紬剥ぎを施す

タイプの丸皿(小1lIl)である。 200~202は内側面に を染付けている。 203は草花文を染付け、

高台無利iである。 204~206は肥前系青磁丸阻(五寸皿)で見込みに蛇ノ呂紬剥ぎを施し、高台無紬である 0

207は産地不明の染付1mで、内側面に草花文を染付け、高台内に「口歳十二月口Jと判断不能の

る。 208は染付皿で、裏底に丸枠に「寿福j 合字の銘があり、肥前長吉谷窯の製品と考えられる。 209~

213は肥前系染付中皿、深盟である。 209は中限で、内側面に草花文、見込みにコンニャク印判を染付け、

蛇ノ日号IE剥ぎを施す。 210は深血で内側面に葉文を染付け、蛇ノ目粕剥ぎを施す。 211~213は Iニド血で、内

側面に211は鷺文、 212は花唐草と柴垣に草花文、 213は水鳥文と裏底に「渦福」を染付けている。 213には

漆継ぎ痕がある。 214は1=ド国津州窯系の呉須染付折縁血である。内側面に牡丹文と宝文、見込みに

外側面に宝文と草花文など多様な文様を染付けている。高台周辺に砂粒が粗く付着する。 215は肥前系白

磁I阻であり、型打成形により草花文を陽刻している。 216~223は染付輪花皿(小皿)である。 217~223肥

前系で、 216は在地の寺内窯産と思われる。 218~220山水文、 221は草花文、 222は波に千鳥文、 223は若松

に鶴文を染付けている。 217~220は口絵を施している。 219、 221には焼断ぎの痕があり、 219には「天モ」

「セテム 221には「三つ」という焼却主印がある。 224~226は肥前系の糸切細工成形による染付変型小皿で

ある。 224は木瓜型で、内側面に草花文と翠弾きによる波文、見込みに四弁花文、裏文様に花唐草文を染

付けている。 225、226は扇型に山水丈を染付けている。 227は型打成形の方形血で、 11-1水文を染付ける。

粘に貫入が見られ、呉須の発色もにぶい。産地不明で、ある。 228は肥前系色絵変型盟である。乳白色の地

に赤@緑・青・黄などの絵具で牡丹唐草文を染付けているがかなり剥落している。漆継ぎ痕がある。 229、

230は肥前系白磁紅盟、 231は色絵紅皿である。 229は型押し成形による貝殻型である。 230、231は丸形で

ある。 231は赤色の絵具により羽呉板と羽の文様を染付ける。

(碗・小杯類) 232は白磁のミニチュアの碗である。 376の仏像と共伴して出土した。 233~238は染{す小

杯である。 233、234、237、238は肥前系であり、 235は産地不明、 236は中国産の可能性がある。 233は笹

文、 234は花草文、 235は人物文、 236は竹文と漢詩文、 237は草文、 238は笹文を染付けている。 236は裏底

に「道光年製」銘があり、焼継ぎ痕と焼却が戸の「イIl! J がある。 239~248は染付小碗である。 239~242は丸

型、 243~248は端反裂である。 239~242は肥前系、 243~247は瀬戸美濃系、 248は産地不明である。 239は

240は草花文、 241は梅花散らし文、 242は党字文、 243は源氏香文と葵文、 244は渦文、 245は花唐

草文、 247は山水文、 248は草花文を外側面に染付ける。 246は内外国に伯芝文を染付ける。 241~247には

見込みにも文様があり、 241は梅花文、 245、248は草花文、 247は谷川文を染付ける。その他は文様が不明

である。 243~246は全体に濃くぼんやりとした染付である。 241には焼継ぎ痕がある。 249~265は染付丸

碗である。 254は産地不明で、、その{也は肥前系である。 249は外側面に精紋な花唐草文、見込みに手描きの

ハ
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五弁花文、裏!まに「大明成化年製」銘を染付ける{憂品である臼 250は外1ftlJに菊花文と唐草文、裏底に

明成化年製j銘、 251は見込みに菊花文、 252は外側に二重網目文、内側に一重志向日文と見込みに菊花文、

裏底に一重方形枠にくずれた f渦福」銘、 253は外側に一重網目文を染付けている。 254は西洋の酸化コバ

ルトを用い銅版転写により松葉文様を染付けている。 255は外側にくずれた山水文、 256は草花文、 257は

コンニャク印判で桐に花文を染付けている。 255には漆継ぎ痕がある。 258は外側に紅葉文、 259は丸文に

紅葉と草花文で、紅葉の葉のみコンニャク印判で染付けている。 260は外側に雪の輸に梅樹文、 261、262

は雪の輸に草花丈、 263は丸文に菊花文、 264は丸文に格子目文、花文を染付けている。 264、265は外側面

と見込みに党字文を染付けている。裏底に258は「大明年製J 銘、 259~262は極めて簡略化した「渦福j

銘、 263は一重方形枠に「渦福J 銘がある。 266~269は染付端反碗である。 268は瀬戸美濃系、 269は肥前

系と考えられる。その他は産地不明で、ある。 266は外側と見込みに笹文を染付けている。焼継ぎ痕と焼継

印 Ir=l:1 IJづがある。 267は外側に宝珠文とのし文、見込みに井桁菱、 268は花文と氷裂文、 269は内側面に

を染付けている。 270は肥前系青磁染付端反碗である。外側青磁で内側に山水文を染付けている 0

271、272は染付広東碗である。 271は外側と見込みに山水文、 272は外側に山水文、見込みに「寄」字文を

染付けている。 271は在地の寺内窯産、 272は肥前系と思われる。 273は染付蓋物の身である。にじんだ伯

芝文を染付けるが産地不明で、ある。焼継ぎ痕がある。 274は肥前系青磁染付丸碗である。外側青磁で、口

紅を施し、見込みにコンニャク印判の五弁花文を染付けている。 275、276は把前系白磁である。 275は小

杯、 276は碗である。 277、278は肥前系色絵である。 277は紅猪口で、赤色で海老文様を描く。 278は小碗

で高台近くの櫛目と宝珠の輪郭を染付け、朱色地に剥落した黄色で花唐草を描き上絵付けしている。

(蓋類) 279~289は染付蓋である。 280、 284は肥前系、 281 、 286、 287は在地の寺内窯産、その他は産

地不明である。 279は壷物の蓋で、主文と「寿j字文を染付けている。 280は査の蓋と考えられ、山水文を

染付けている。 281、282は広東碗の葦で、 281は外側に山水文、裏側天井に葵に千鳥文、 282は外側に葉の

文様を染付けている。 283は端反碗の葦で、外側に鳥と梅花文、裏側に雷文帯と宝珠文、つまみ内側に

字で染付けている。 284は青磁染付蓋付碗の蓋で、外側が青磁で、裏側に四方襟文帯と鳳風文を染付

けている。 285~288は蓋物の蓋である。 285は菱形竹に梅樹文、 286は線描きのみじ 287も線描

きの龍に宝珠文を染付けている。 288は西洋の酸化コバルトを用い、スタンプにより葉とつる草文を染付

けている。 285には漆継ぎ痕がある。

(査瓶類) 289~295は肥前系染付瓶類である。 289、 293は小瓶である。 289は外側に草花文と華文、 291

は草花文、 293は線描きの蛸唐草文と松葉文294も線描きの蛸唐草文を染付けている。 295は御神酒諒利で、

草花文を染付ている。 296、297は肥前系染付油壷である。 296は草花文を染付けている。

(水滴)298、299は肥前系色絵である。 298は型押し成形により、獅子と牡丹文を|湯刻し、白磁に瑠璃

柏と鉄粧を掛け分けしている。 299は烏型水滴と思われ、赤色の絵具でj二絵付けをしている。

(費水入)300は肥前系鉄紬餐水入で、鉄紬の掻き落しにより笹文を描いている。内側には透明紬を掛

け底部は露胎である。

(段重ね)301は色絵の段重ねで、上段

近代以降のものである。

を染付け、下段に黄色を上絵付けしている。産地不明で
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(仏花瓶働香炉) 302~~304は肥前系青磁仏花瓶である。 302、 303'土手III色調がオリーブ灰色系、 304は !ij=J

るい緑灰色系である。 305 、 306は香炉である。 305は|淘胎染付であり、 r~1粧土のヒに山水文を染付けてい

る。在地の寺内窯製品の可能性がある。 306はJJ巴前系青磁香炉である。三段の状線に獣酔11が付く。手111は明

を呈し、高台付:ILIは露胎となっている

(高崩J:l:不・イム飯器) 307は月目前系色絵の高間j杯である。赤色と緑色の絵具で草花文を払い=ている。 308~

311 は肥前系染付仏飯器である。杯部外側に308、309は笹文、 310は唐草丈、 311は雨降り文を染付けてい

る。

(火入)312、314は火入であるの 312は肥前系染付の小塑の火入であるの型打成形により、人物文と格

日の文様をi湯刻し、大まかに呉須を染付け、透明和iを掛けている。 313は西洋の酸化コバルトをmいた
雷文帝と山水文を染付けた大型の火入である。産地は不明である。 314は肥前系青磁の火入で、ある。手111は

明緑灰色を呈する。蛇ノ 1:=1凹形高台であり、高台には薄く鉄銃が塗られている。

(人形) 316~318は色絵の人形である。 315~317は肥前系、 318は産地不明で、ある。 315は人形の手であ

り赤色の上絵付けが部分的に認められるの 316は鳥担の人形が水滴のT:i]‘能性もある。 濃い赤色と緑色の絵

で t絵付けしている。 317は青磁赤絵の人形である。 318は背面と底部に穴がある用途不明の人形で、ある。

(その他) 319は磁器質の不明製品で、何かの蓋の可能性もある。 320は戸車であり、車輪出のみ L~I 色手r!1

が施手rllされている。

〔陶器)321 ~382は陶器である。

(田ト鉢類)321 ~328は阻である。 321は産地不明、 322~328は肥前系(唐津系)である。 321は灰和l小

皿で、明黄褐色地の上から灰白色の棋を内側面に掛ける。外面は露胎でi高台は削り出されている。 322は

灰紬丸血(五寸皿)で、手111 は灰オリーブ色を呈し、高台付近は露日台となっている。 323~325は銅緑紬1mで

323は丸皿(小皿)、 324と325は丸皿(五寸1M)である。内側面に錦緑柏、外側面に透明紬を掛け、蛇ノ 13

紬剥ぎを施し、高台付近は露胎となっている。 326は京焼風陶器の皿であり、浅黄色の地に透明紬を掛け

全体に細かい貫入が入る。高台付近は露胎で、底部に I? Jの墨書がある。 327は掛け分け折縁血で、内

側面に銅緑~[ÈI で銘手111 を掛け分けている。 328は鉄利i折縁皿で内側面に鉄手r11 を掛けている。 327、 328 とも外

側面に透明和!を掛け、高台付近は露胎となっている。 329~331は鉢である。 329 、 330は肥前系(唐津系)

で、 331は在地の寺内窯もしくは白岩窯産と思われる。 329は京焼風陶器鉢である。 浅黄色の地に、 LLI水文

を染付け、内外に透明手111を掛け細かい貫入が入る。 高台付近は露胎で、 には「福次」の印鈴!と浅い円

刻があるの 330は刷毛日文鉢で、内側面に自化粧土により液状の刷毛日文を描いている。 331は八角鉢で鉄

粕を塗った上から、内外国に藁灰粒を摩く重ね掛けしている。

(碗類) 332~339は碗類である。 332は京信楽系、 335~337は肥前系(唐津系)である。 333は在地の寺

内窯製品の可能性がある。 334は産地不明である。 332は灰手1I1丸碗で、灰色紙密の胎二!こにやや透明感のある

灰柏を内外面に掛け、細かい貫入が入る。高台畳付のみ無秘である。 333は灰和l端反小碗で、灰紬の上に

筒描きで、蝶文を描いている。 334は端反碗で、白色化粧土の上から口縁部に雨降り状に緑色勅を掛け、さ

らに透明和i を掛けている。 335~337は京焼風向器碗である。 335は外側に、 336 と 337は見込みに山水文を

染付け、内外に透明和iを掛け細かい貫入が入る。高台付近は露)J台である。 336は裏底に「杓11金」の印銘と

円刻がある。 337は裏底に「マロシJの墨書がある。 338は刷毛日文碗で、内外出に白化粧土で、時Ij毛日文を

描き、透明手111を掛ける。 339は灰紬碗で、内外面ににぶい黄樫色の手111を掛けキlHiJミい貫入が入り高台付近は
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露胎である。厚手のととっしりとしたっくりである円

(蓋類) 340~351 は葦である。 340、 343~348、 351は在地の寺内窯産の製品またはその可能性があるも

のである。 342は信楽産の可能性がある。その他は産地不明で、ある。 340~350は土瓶・急須類の蓋である。

340は上面に青緑色の手lflを掛ける。 341は万古焼風の焼き締め拘器で、紐状のつまみが付き、薄く火襟が掛

かる。 342は灰白色の地に透明和lを掛け、その上に草花文を色絵付けしている。 343は l守化粧の i二に鉄~lhで

絵付けし、透明和1を掛けている。 344と345はオリーブ灰色の利lの上から筒描きで文様を描いている。 345

は裏側天井部に「明口口御使口口口御用」の墨書がある。 346は灰オリーブ色の灰私、 347はr1i]:鼠柏、 348

は鉄柚を上回のみにJ卦けている。 349は鉄税に掛けた後、掻き取るように斜格子を描いている。 347~349

は下面底部に回転糸切り痕を残す。 350は平蓋で、上面に灰白色のキrilを掛ける。つまみは欠損している。

351は鍋蓋で、内外出に灰手lbを塗っている。

(壷瓶類) 352~364は査瓶類である。 355は瀬戸美濃系、 352、 353は在地の寺内窯もしくは !~I 岩窯産の

可能性がある。 357、 361~364は寺内窯産であり、それ以外は産地不明である。 352は小瓶で、外[ÏÍÎ に鉄手lIr、

さらにヒ半に海鼠稲が重ね掛けされている。 353は瓢箪型徳手Ijの上半部で、N-y:鼠手Ifl掛けで、ある。 354は赤褐色

のい鉄手Ibが全体に塗られた徳手iJである。型押しの衣袋の文様があり、頚部が欠損している。 355は鉄稲

掛けの瓶で、仏花瓶となる可能性もある。 356は鉄手出掛けで把手付の瓶である。 357は飴稲掛けの花瓶の下

半部と忠われる。 358、 359は外面全体に薄い鉄粧を諮った壷類と思われる。 360~364は小査である。すべ

て底部付近を除く内外面に施秘されており、底部に回転糸切り痕を残すタイプである。 360は鉄材、 361~

363は灰勅が掛けられている。

(餌入) 365~367は餌入である。在地の寺内窯産と考えられる。底部を除く全体に灰白色の手r11が掛けら

れている。 366は底部全体に365、367は外周のみにケズリ調整を施し、回転糸切り痕を残す。

(鍋類)368は行平鍋である。内外面にオリーブ灰色を呈する灰勅を施粕している。把手部に型押しに

よる「書」字が認められる。産地は不明である。

(灯火具) 370~375は灯火具である。 370 、 375は在地の寺内窯産の可能性があり、その他は産地不明で

ある。 370、373は灯蓋式の受付fill.である。 370は11音緑色の灰柏、 373は鉄手lElが底部を除き掛られけている。

371 、 372 、 374 、 375 は有1J1~J のひょうそくで、底部に釘穴がある。 375のみ鉄和|が掛けられており、その他

は土師質に一近い素焼きである。 374は灯心を立てる部分が欠損している。

(仏{象)376は陶器の仏像である。

(ぞの他)'.377は窯埠共の駅、Jl↑寸ハマである。

(指針~) 378~391は揺鉢である。 378は越前産の可能性があり、その他は産地不明である。 378は無手111焼

締め、 379~381は内外面に鉄手11]が塗られている。 381は重ね焼き痕が明瞭に残り、 378~380は使用による

l今回の磨滅が目立つ。

(大斐)382は大翠である。外面に鉄紬が掛けられている。内面に白色の付着物があり、便査としての

使用が想定される。

-土製品(第68~70図383~394、図版37、 38)

(須恵器)383は古代の須恵器台付杯の底部である。底部回転ヘラ切りで、台取り付け後周辺にナデで

調整を施している。
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(かわらけ)384は非ロクロ製の手づくねかわらけであるつ内面底部に不定方向、仁!縁部に横方向のナ

デで調整を施す。 385はロクロ製のかわらけである。底部回転糸切り;特調整で、あるの 384、385とも煤状炭

化物があり、 iT明illlとして利用されている。

(士風炉) 386~389は素焼き土師質の土風炉で、ある。 386は裏底に

四年口月七日口求え也j、389は「寛政六年寅二月吉日

日J、387は

る。在地の寺内窯産の可能性

がある。

(火鉢)390、391は素焼きで土脚質の火鉢口縁部である。 390はうさぎの飾りと花文の型押し 391は菱

型文の型押しによる文様がある。産地は不明である。

(土錘) 392~394は土錘である。 393 と 394は大型で、焼成も堅級で陶器質に近い。

瓦(第81図 5~8 、図版48)

5は軒桟瓦である。瓦当の文様は 3と同文様ではあるが異低の唐草文である。赤瓦で、手l白が厚く掛かり

極暗赤褐色を呈する。 6は桟瓦の丸瓦部で、灰色を呈するいぶし瓦である。 7と8は鬼瓦の一部である。

ともに赤瓦であるが、 7は紅柄水溶液を塗布して焼成したもので暗赤褐色を呈する。 8は粕が厚く掛かり

極暗赤褐色を呈する。

金属製品(第84図2、3、図版50)

2は真鈴製もしくは銅製の毛抜きである。 3は真鍛製もしくは銅製の煙管吸口部分である。煙管につい

ては、その形態等から 3は古泉弘氏による煙管編年のN期に該当すると考えられる。

石製品(第82図 1~6 、図版49)

1~2 は灰色の粘板岩製で方形を呈する硯である。 3~6 は凝灰岩製の砥石である。

銭詣(第85、 86図12~40、図版51 、 52)

全て銅銭である。 12は永楽通費(明、初鋳1408年)、 13は天結通賓(北宋、初鋳1017年)、 14~40は寛永

通費である。銭文の書体等から21~26、 30~32、 34は古寛永(初鋳1636年)、背面に「文j の字がある 29、

35、40は新寛永の「文銭J(初鋳1668年)、 17~20、 27、 36~39は新寛永(初鋳1697年)の分類に該当する。

新寛永のうち36は、1"jkJの字の末闘が大きく跳ね上がる書体の特徴から、秋田市川尻の銭座で銭鋳され

た秋田JlI尻銭(初鋳1738年より 1745年にかけて鋳銭)と判断される。 28、33は欠損、劣化により銭文が不

鮮明で分類が困難である。 13~28は紐は腐食していたが絹(銭差)の状態で一括で出土した。

木製品(第89図189~194、図版64)

189は箸である。両端を削って加工しているもので、ほほ中心部に最大径がある。 190、191は容器底板

である。 190は大型で、中央部断面に小孔と木鉱が認められることから 2枚の材を合わせて加工したと考

えられる。 191は小型であることら柄杓の底板と考えられる。 192、193は下駄である。 192は小型の差歯下

駄であるが、歯は認められない。 193は一木造りで、前後の周縁を残して削って歯としているものである。

194は刷毛である。毛を挟むために板を割って加工しているが、柄の部分は 1枚である。

1111警出土遺物

陶磁器(第70~75図395~442、 446~448、図版38~43)

(~謹器 J 395~419は磁器である。
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(1m類) 395~40f)は杷前系の間である勺 395 は染付紅ff11であるつ外側同に文を染付けているむ 396~

398は染付丸血(小llll)である。 内側面iに396は松葉くずれ文、 397は草花文を染め付けている。 401は丸皿

(五す阻)葡萄蔓草文を染付けている。 399は青磁丸盟(小皿)である。 400は白磁丸血(小皿)である。

内側面に蛇ノ日希11剥ぎを施し、高台f来季111のタイプである。 402、403は青磁盟である。 402

はヰI[mで、綜灰色の幸111を全体に塗り、高台畳付にのみ鉄銃を塗る。 403は抑付の大血で、内側面にヘラ彫

りで木の葉文様を描く。 1現緑灰色の紬で畳付のみ無柑である 404は染付輪花血(五すJm)で、見込みに

ザクロ折校文を染付けている。 405は染付変小皿である。糸切細工成形で、内側面に松文を染付ける

406は肥前系白磁紅血である。型押しによる貝殻型である。

(碗類) 407は瀬戸美濃系染付小碗である。外側に源氏香文を染付け、口紅を施している。 408~411 は

肥前系染付丸碗である。外側に408は笹文様、 409は草花文、 410は雪の輸に草花文、 411は雨降り文を

けている。 412は肥前系白磁丸碗である。乳白色を呈し、口紅を施している。

(鉢類) 413は n巴前系染付鉢である。外側面に草花文、裏底は二重方J~枠内に「渦福」銘を染付ける。

414は肥前系染付蓋物蓋である。外側面に草花丈に蝶を染付けている。焼継ぎ痕と焼継印がある。

(壷瓶類)415は肥前系染付小瓶で、外側面に草花文を染付けている。 416は肥前系白磁の小型油壷であ

る。乳白色の利iが掛けられ、底部付近は露胎である。 417は肥前系染付唾壷と考えられる。外側面に波文

様を染付けている。

(水滴)418は肥前系住絵の巻良型水滴である。赤色の絵具で上絵付けしている。

(髪水入れ)419は肥前系色絵の餐水入れである。赤色と緑色の絵具で上絵付けし、口縁部に口紅白も施

している。

〔陶器) 420~442、 446~448は陶器である。

(花瓶)420は瀬戸美濃系の瓶類の下半部と考えられる。白色の地に透明紬を掛け緑色の織部手111を流し

掛けている。

(碗類)421は肥前系(唐津系)小杯である。紬はオリーブ灰色で、底部は露JJ台で回転糸切り無調整で

ある。

(皿類) 422~433は皿である。 422~430、 432 、 433は肥前系(唐津系)であり、 431は瀬戸美濃系であ

る。 422は灰穂丸形の小皿であり、紬は灰自色で高台付近は露胎である。 423は灰紬溝縁血であり、稲は灰

白色で高台畳付きのみ露胎である。砂白積み痕がある。 424~428、 430は全て見込みに砂目積み痕がある

タイプの!火柚折縁血である。柚の色調は、 424、426、427がオリーブ灰色、 425、429が灰白色、 428がにぶ

い黄櫨色、 430が黄白色である。 424~427、 429は高台付近が露胎となっており、稲が薄く安定している 0

428と430は畳付のみ無柏となっている。 431は黄瀬戸の丸皿で、斑;1犬に錦総和lが掛けられ、全体に貫入が

入っている。 432は掛け分けの折縁血で、内側面に銅総手IIIと鉄粧を掛け分け、外側面に透明稲を掛けてい

る。 433は刷毛日文の中血で、内側面に白化粧土により刷毛日を描き、その上から銅緑紬を掛けている。

外側の下半には鉄柑を粗く脱毛塗りする。 432、433とも蛇ノ日紬剥ぎを施している。

(鉢類)434と435は肥前系(唐津系)の鉢である。 434はいわゆる絵唐津の鉄絵鉢である。内側面に植

物文を描き、その上から内外に透明性のある灰白色の紬を掛けいる。 435は刷毛日文鉢である。仁i縁部は

溝縁状であり、内側面に白化粧土で波状の刷毛日文を描きその上から内外に透明紬を掛けている。見込み

には砂目積み痕がある。
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(碗類) 436~441は碗である 8 436 、 438~441 ~土肥前系(唐津系λ437は京信楽系、 442は在地の寺内窯

産の可能性があるの 436は刷毛目文碗で灰色硬質の地に白化粧土で、昂Ij毛白文を描き、高台畳付以外の全体

に透明利を掛けている。 437は銃絵染付の碗である。灰白色で紋密な地のi高台付近を蛤く内外に、灰白

の透1~~Jltのある紬を掛け、その上から外側に鏡絵を絵付けしている。 438、 439は京焼風陶器の筒形碗であ

り、にぶい1i~i登色の灰粧が施希II され庁\II!かい貫入が入っている。 438は高台付近が露胎、 439は畳付のみが無

利1 となっている。 438は外側面に山水文を染付けており、裏底に円刻と r~青水J の印刻がある。 440は呉器

手の灰稲碗であり、畳付}~、外ににぶい黄色の紬がかかり、全体に貫入が入っている。 441は鉄和l掛けの玉

稼碗であり、飴色に近い稲が厚く掛かり、高台付近は露胎となっている。

422は土瓶の蓋と考えられ、外側面に飴色に泣い鉄材が掛かり、

いる。在地の寺内窯産のfiJ能性がある。

(仏{象)446は陶製の小仏像である。

は回転糸切り痕を残して

(揺鉢)447は小型の揺鉢である。焼締めで全体に赤褐色を呈するが、 i二!縁部にのみ鉄粕を薄く塗る。

日目前系の可能性がある。

448は大翠の口縁部から頚部である。 1i時bに堅般に焼締められ赤字包色~黄経色を呈する。

の可能性がある。

a ごと製品 (第75図443~445、 449~451 、 図版42、43)

(灯火具)443と444は素焼きで土師質のひょうそくある。 444は裏底にすべり止めのためか線刻がある 0

445は灯蓋式の受付皿で、素焼きで土I~市質である。

(かわらけ) 449~450はロクロ製のかわらけ小血である。 449 と 450は底部に回転糸切り痕を残す。 449

と450は焼成堅紋で陶器質に近い。 451は軟質.である。 450は煤状付着物が多く、灯明皿として利用されて

いる。

石製品(第82、83図7~11、図版49)

7は方形を呈する粘板岩製の温石と考えられる。 8は暗灰色の粘板岩製で、方形を呈する硯である。 9

は黒色の粘板岩裂で、楕円形を呈する硯である。 10、11は凝灰岩製の砥石である。

(第86図41、42、図版52)

41、42は鍋銭の寛永通賓で、ある。銭文の書体等から41は古寛永(初鋳1636年)の分類に該当し、 42は劣

化により銭文が不鮮明で分類が困難である。

木製品(第90、 91国195~213、図版65、 66)

195、196は曲物である。 195には底板が認められる。 196は側面に孔が認められることから柄杓と考えら

れる。 197は蓋である。 上田に小孔が2列認められることと変色していることから、 2本のつまみが付く

ものである。 198~200は容器底板である。全て小型で、 199 、 200は円形に、 198は楕円形に加工されてい

る。 201~208は下駄である。 201~204は連歯下駄で、台部が長方形に加工され、 204の緒穴の両側には指

圧痕が認められる。 205~207は差歯下駄で、台部が205は長方形、 206は楕円形で、 207は隅丸長方形に加

工されている。 208~木造りで板状に加工され、隅丸長方形の台部の側面から斜めに緒穴が穿たれている。

209は串である。一端が尖るもので、断面形は浦鉾状をなす。上部に小孔が穿たれ、木釘が打ちこれてい

る。 210は横槌で、一木造りである。後で台として用いられたと考えられ、身の部分に大きな刻みの跡が

認められ、火を受けていることから全面が弱く炭化している。 211は模である。木片を片面から削って片
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刃;1犬に加工したものである。 212、213は用途不明用具である。 212はii反状で1=11央部のr!J高が広く加工されて

いるものである。 213は下方が尖り、上回がくほむものである。断面形が ivJ字状で、独楽に近い形状

をなす。

111 

陶磁器(第75~γ8図452~480、図版43~45)

〔鰭器) 452~471は磁器である。

(皿類) 452~460は全て肥前系の皿である。 452~454は染付丸血で、 452は(小皿)、 453~454は

血)である。内側面に452は方形紙枠に山水文、 453は草花文を染付けている。 454の内側面は欠損によっ

て文様は不明であるが、蛇ノ目稲葉リぎを施し、高台無利iである。 455は青磁丸聞(五寸皿)で、蛇ノ B柑

剥ぎを施し、高台無利]であるの欠損しているが、 456は染付小皿、 457は染付中皿と考えられる。 456は内

側面に鹿と紅葉文、 457は内側面に花唐草文と草花文、裏底に一重方形枠の角円高」銘を染付けている。

457にはハリ支え痕がある。 458は染付の中皿iで、内側面にうちわ文様、外側面に山水文、

製j銘を染付けている。 459は色絵の中皿で、内側面に草花と媒文、外側面も草花文を赤・

に「宣明年

・総・黄色

の絵具を用い上絵付けしている。 460はロクロ型打成形による染付の花形皿(五寸皿)である。見込みは

一重線内に草花文を染付けている。

(碗・小杯類)461 ~467、 471 は全て肥前系の碗・小杯類である。 461は染付小杯である。外側に笹文を

染付けている。 471は高台付きの小j不である。外側に宝文を染付けている。 462~466染付碗である。 462は

丸形の小碗、 463、465、466は丸碗、 464は筒形碗である。 462は外側に一重層線と欠損により不明な文様、

463は草花文、 464は一重網目文と裏底に「大明J銘、 465は菊花文、 466は梅樹文と見込みに花文様を染付

けている o 467は青磁染付の蓋付碗である。外側が青磁で、内側口縁部に文様、見込みに二重国線と手描

きの五弁花文を染付けている。

(蓋類)468は肥前系青磁染付の碗蓋である。外側が青磁で、つまみ内側には二重形枠に「筒江」銘を

染付けている。内側面は四方棒文帯と見込みに菖蒲文を染付けている。

-瓶類)469は肥前系磁器の染付瓶である。外側に二羽一対の鳳風文と飛雲文を染付けている。

付のみ無紬である。

(仏飯器)471は肥前系磁器の染付仏飯器で、外側にくずれた山水文を染付けている。

〔陶器) 472~480は陶器である。

(皿類)472、473は肥前系(唐津系)の皿である。 472は灰柑折縁凱で、勅は灰オリーブ色で、休部下

半以下露胎で砂百積み痕がある。 473は掛け分け折縁血で、内外国に薄い銅緑と鉄勅を掛け分け、蛇ノ日

手fJJ剥ぎ施し、外側面に薄い灰白色の灰手rt!を掛けている。

(碗類)474は黒色の鉄和iを内外に掛け、外側面に筒描きをする碗である。高台付近は露胎である。

地不明である。

(蓋類) 475はこI:~鼠急須の葉で、あり、

産である。

を染付け透明性のある灰白色紬を掛けている。在地の寺

(灯火具)476は灯議式の受付血で、ある。全体に鉄紬が塗られ、在地の寺内窯産の可能性がある。

(仏像)477は陶製の仏像(千手観音像)である。
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(播鉢)478、479は焼締め無私の揺鉢である。 478は堺・明石産の製品と考えられるσ4-79は産地不明で、

使用によってかなり磨滅している。

(珠洲系中世絢器)480は珠洲系中世陶器の護腕部破片である。外側に平行叩き日、内側に無文当て

痕がある。

土器 m 土製品(第78図481、482、図版45)

(土風炉)481と482は素焼きで、土師質の土風炉で、ある。 482は口の部分で、裏側に

る。在地の寺内窯産の可能性がある。

瓦(第81図9、図版48)

9は桟瓦の丸瓦部である。紅柄水溶液を塗布して焼成した赤瓦であり、暗赤褐色を呈する。

石製品(第83図12~15、 19、図版4-9、 50)

12は粘板岩製の方形を呈する硯である。 13、14は凝灰岩製の砥在である。 15は際岩製の不明製品で、孔

が穿たれている。 19は灰色の粘板岩製で方形を呈する小型の硯である。

金属製品(第84図4、5、図版50)

4は刀装具の小柄で、ある。銅製で刃の部分は欠損しており、片側に型打ちによって陰刻されたと考えら

れる入り組んだ連続文様の装飾が認められる。 5は真鍛製もしくは銅製の煙管吸口部分であり、部分的に

金色の鍍金が認められる。

銭麗(第86図43~46、図版52)

全て銅銭である。 43は真書体の治平通賓(北宋、初鋳1064年)である。銭厚が薄く銭文も不鮮明で、銭

容から模鋳銭の可能性がある。 44~46は寛永通賓である。銭文の書体等から46は古寛永(初鋳1636年)に、

45は新寛永(初鋳1697年)の分類に該当する。 44は劣化により銭文が不鮮明で分類が困難である。

木製品(第92、 93図214~233、図版67、 68)

214は箸である。両端を削って加工しているもので、ほほ中心部に最大径がある。 215、216は曲物であ

る。 215には底板が認められる。 216は側面に孔が認められることから柄杓と考えられる。 217は蓋である。

中央部につまみが付くもので、釘で回定している。 218は栓で、上部が一回り大きく加工されている。 219

~223は容器底板である。 219~221は小型で、あることから柄杓の底板と考えられ、 219、 212には刃物痕が

認める。 223の下面には 3 笛所に長方形の削りが認められ、上国には漆が認められる。 224~232は下駄で

ある。 224は連歯下駄で、台部が長方形に加工されている。 225~232は差歯下駄で、台部が231 、 232が長

方形で他は隅丸長方形ないしは楕円形に加工されている。 228、232には漆が塗られ、 229、230、232は小

型である。前緒穴の両側に指圧痕が認められるものもある。 233は用途不明木製品である。一端が反って

いて、 2箇所が突起状に加工され、孔が穿たれているものである。同形状のものを 2本並べて台を乗せた

犠を想像させるものである。

第IVJ警出土遺物

陶酪器(第79、 80図483~505、図版45~47)

〔織器) 483~496は磁器である。

(血類) 483~488は全て肥前系の皿である。 483は折縁形の染付小皿である。見込みに草花文を染付け、

器面全体に細かい貫入が入る。 484と485も染付小皿である。 485は菊花形になると考えられる。 484は内側
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に沢海文様、 485は月とすすき(兎)の文様を染付けている。 486は白磁丸皿(五寸血)である心蛇ノ!ヨ

紬剥ぎを施し、高台無柑である。 487は型打成形による染付変形皿で、方形もしくは菱形の皿である。内

側面に山水文を染付け、全体に貫入が入る。 488は糸切細工成形による白磁の変形血で、木瓜形である。

口紅を施し、変形高台で、裏底にはハリ支え痕がある。

(碗類) 489~495は全て肥前系の碗である。 489~492は染付丸碗である。 489は外側面に一重網目丈、

490は草文と草花文、 491は草花文、 492はコンニャク印判の菊花文を染付けている。 491は裏底に「大明年

製j銘がある。 493、494は染付碗の底部である。 493は見込みに「寄」字文、 494は見込みと裏底

形枠の角「福J銘を染付けている。 495は青磁染付碗の底部である。外側が青磁で、見込みは二重l翠線内

にコンニャク印=I=Uの五弁花文、裏底にくずれた「宣明年製」銘を染付けている。

(蛮瓶類)496は白磁の瓶の服部破片である。外側面に線彫りによる陰刻で草花文を描いている。

〔関器J497~505は陶器である。

(血類) 497~503は血である o 497~501は肥前系(唐津系人 502 と 503は瀬戸美濃系である。 497、 499 、

500は灰粕溝縁皿、 498は鉄和u梓縁Jillである o 497は灰色の地でオリーブ灰色、 498は赤褐色の地で勅は暗赤

褐色、 499は赤褐色の地でofrl1は灰白色、 500は経色の地で手111は白色である。 497、499、500とも外側にはほ

とんど粧が掛っておらず、露胎となっている。 497、498、499には砂日積み痕がある。 500には煤状炭化物

が付き、灯明盟として利用されている。 501はいわゆる絵唐津の鉄絵盟である。内外面に植物文を描きオ

リーブ灰色の透明性のある税を掛けている。高台付近は露飴であり、胎土目積み痕がある。 502と503は志

野鉄絵の丸血である。鉄君IEで絵付けし、全体には灰白色の稀が掛けられ、貫入が入っている。 502は見込

みに植物文を描く。

(碗類)504、505は碗である。 504は肥前系(唐津系人 505は瀬戸美濃系である。 504は灰稀碗で、やや

端反形となっている。全体に灰白色の紬が掛かり、貫入が入る。 505は鉄粘碗で光沢のある黒褐色の手IEが

高台付近を除き掛けられている。

a 土製品(第80図506~508、図版47)

(須恵器)506は古代の須恵器護の胴部上半から頚部の破片である。外面にタタキ目、内閣に同心円状

当て呉痕がある。

(かわらけ)507は非ロクロ製の手dくねのかわらけ小皿である。丸底風で、側面に強い横方向のナデ

を施し、一段の軽い段を形成している。煤状付着物が認められ、灯明血として使用されている。

(土錘)508は素焼きの土錘である。焼成堅椴で陶器質-に近い。

瓦(第81図10、11、図版48)

いずれも平瓦と考えられる。いぶし瓦で、)天褐色及 を呈する。

石製品(第83図16~18、図版50)

16、17は凝灰岩製の砥石である。 18は緑色片岩製で中央に穿孔がある不明製品である。

金属製品(第84図 6~8 、図版50)

6、7は真鈴製もしくは銅製の煙管雁首部分である。 7は火血部分が欠損している。 8は真鈴製もしく

は銅製の煙管吸口部分である。煙管については、その形態等から 6は古泉弘氏による煙管編年のN期に該

当し、 7、8は皿期以降に該当すると考えられる。

(第86図47~56、 59、図版52)

79-



126 

/一¥¥

132 

131 

A 、
129 

133 
¥ぐ'--../之:ー←-------- / 

34 

fr平ミb 124~134 トレンチ

130 

第46図

-80-



143 

135~137 トレンチ
138~143 撹乱
144、145 表採・表土

139 

-81-

136 

¥ニアグ

141 

137 

~ムシノ
144 



¥ーノ
j に
153 154 

151 

¥平〆 白磁

152 

9 

1ミミミ3 竺ラ/ 160 

156 

/ 

146 147 148 

155 

第48臨

つ山口。

158 

161 

146~161 表採・第I層(表土)

159 



166 

162 163 

167 

168 

170 169 

て¥止〆
173 

\ぇ~ず〆 162~173 第I層(表土)

172 

第49臨

-83 



175 

174 

(i9~ :f ltl 

-84-

~ 
179 

182 

176 

177 

。
匂
官
178 

180 

174~ 182 第 I層(表土)



鉄治!I

185 

189 

1臨

戸

H
J
Q
O
 

186 ドゴ
187 

188 

183~187、 189 第 I 層(表土)



ハ
V
Q
d
 
-

191 

194 

196 

195 

第52~

fo 
n凡
U

192 193 

197 

190~197 第 H 層



、、ペ¥ー一./
"'-.ミごココ~_j / 

L一一ームー_V 203 

第53国

ウ
4
0
0
 

に主旨子

にl bグ

¥主旨:ィ
198~204 第百属



f~{ {rli 

207 

亡ヲペ

209 

212 

205~212 第豆層

-88-



213 

た(
216 217 

213~217 第 H 層

第55国

-89-



菌 H 場 9SG~~nG

n:z 

LZZ 

OSZ 

戸「一¥

~ 
プ

OZZ 

06-

国99~器

f7SZ SSZ 

r7j 己主舵i

6ZZ 

〆まヘ

と三三与



-16-

麗fII 嬉 GSG~LSG fぐ〉¥

SSZ ZSZ 

、三'#
OSZ 

8vZ 

L17G 
G 

SvZ vvZ 

SvZ 

Ol'Z 

ZI'Z Il'Z 

LSZ 

6SZ 

8SZ 



256 

262 

。

257 

254 

。

263 

265 

264 

254~266 第 E 層

つ以ハ吋U

261 

266 



267 

青磁

273 

77磁

272 274 

円
台
Uハマt

268 

日

IJj磁

267~275 第百層



(1必;

280 

A
U一

276 
277 279 

278 

281 282 283 

284 

第60~護

-94-

286 

276~286 第 E 層
285 



287 

294 

299 

300 

288 

291 292 

& 

295 

296 

301 

1図

p
h
u
 

Q
d
 

289 

290 

293 

297 

298 

287~301 第 E 層

m
 

phu 
nu --qδ 

τ
g
A
 



/'】

305 

304 
303 

302 

磁

306 307 308 

309 
310 311 312 

3J;J 

日~ワ
313 jl~ 

317 

316 

302~318 第 E 層
318 

第62関

-96-



321 

319 320 

銅緑手Ih

、三三ιプグ
323 

刊一一手=~

銅総務h 銅線希h 326 

¥牛士7
325 

鉄希h

328 

319~328 第 E 層

第63図

-97 



藁灰手111

331 

330 

J 
335 

333 

~時J

334 

329~336 第百層

第64因遺構外出土遺物

。onu 



¥ヤア

343 

rl!J鼠務11

てJっ
347 

-cιr 

337 

デ4と?
344 

348 

340 

338 

¥
 

Jト?
345 

350 

351 

第65図

-99-

339 

341 

342 

346 

鉄荷h

349 

337~351 第 H 層



352 356 
にひにひっa

@ 

dJj  <T~ り¥353 

359 

円-)j 円5 C以) 川/一民 げ〆弓、
鉄平111 360 361 362 

~DJ 
CDI 366 367 

363 364 365 

352~367 第立層

358 

第66関

100-



ぐ日プ

( I 17 JiJ 

欽漁Ii I ~ 

375 
368~377 第 E 層

-101-



378 

，j';)ミflh

鉄flh

382 

第68閣議構外出土遺物

つωハV
1
3
i
 

379 

381 

383 

384 

385 

378~381 第 E 層
383~385 第 E 層

382 第H層



〈子とでコ一一ノ7

389 

386~389 第耳層

第69図 i章構外出土濯物

-103-



395 

¥工E〆

¥よ〆
第70図

393 

-104-

390~394 第 H 居1
395~399 第困層

391 



402 

"';，flifi 

青磁

403 

三一ι二7 てさ寺二ず
宍二~

406 407 

405 

404 

409 

400~409 第血層

408 

第71国

-105-



413 

418 

420 

守主〆
AワA

第72関遺構外出土遺物

-106-

415 

I'I{IE(一一て/11iXY. ./ 

416 

417 

¥JJ 
421 

410~425 第皿層



426 

427 

429 431 

426~433 第困層

第73~

-107 



434 

436 

440 

435 

437 438 439 

1
 
1
 
1
 

市
本

7
2

、
け
勾
?'F

介
ヤ
ぷ
ぷ

434~442 第盟層

ミゴ工フ
442 

441 

第74国遺構外出土遺物

-108 



443 444 

ハ
掘
削
魁

446 

447 

449 450 

ペコJグ
448 

452 

第75図

Q
U
 

A
u
 

t
t
i
 

453 

451 

454 

443~451 第誼謄

452~454 第田下層



456 457 

458 

455~459 第田下層

第γ5密

-110-



。
460 

青磁

第77図

官

E
i--4 

1
2
i
 

日

468 

日

470 

471 

460~471 第盟下層



ム
吋
凶

同渋川叩一
U

二害警警喜三

品
吋
吋

山野山刊一一一

へ
日
吋
ム

、3
ul 

品、吋
mw

き己

鵠
吋
∞
図

融
識
字
甚
ハ
け
臨
替

H
H
N
1
 

品一-∞

品∞凶

九
円
吋

N
1
h
H
∞
凶
器
出
1
1

司
調



487 

，10つ

¥ ←平マグ

IJ磁

488 

490 

時¥「一〆
495 

494 

第79国遺構外出土遺物

っ、d
t
g
i
 --

489 

492 

令¥

496 

483~496 第N層



鉄frlr

¥ 三〆

504 

*-;1(干'rh

505 

、ご¥¥、

507 

第80図遺構外出土濯物

-114-

502 503 

506 

508 

497~508 第 IV層



ι二二二イ

9 

第81罷瓦

四

h
d

1
E
4
 

1sム

跡

坑

チ

層

構
土
ン
層
下
回
閣

口
万
号
レ

E
皿
町

6

1
ト
第
第
第-Bム

2

8

 

2
2
4
 

1
3
4
5
9
叩

4 

[己

王二二コ
11 



ドペ
仁三二

「一一寸 6

第82歯石製品

ぷ
V
1
g
i
--i 

010 

C二二ニコ 3 

仁二コ 4

口

仁コ=[二コ 7 

円

1~6 第 H 層
7 ~10 第 E 層



〔一

了一一つ 13

。
亡コてにコ 15

亡二コ 17

C二二二二二コ 14 

---、"/1 一一
日勺 口一 I f/ j 
"ソ、一 三氏、 I 11 一-H/ 、¥ ー 1 μ一一 一一 ur/山、 ，， '1 fI /1 一一¥ 一一一ー一一一一一一一二ゑ〆 もニ ザ

L一一一」

mu ζコつ仁コ 18 

ウ
d
1
2
-
1i-

12 

内
山
川
什
い

H
I
U

丘二二J 19 

11 第 H層
12~15、 19 第目下層
16~18 第N層



。。 門警察機綴切

O==ー「
(むほえ止::J 0 0 。。

「一一一=) 

巳-Joo(-1J  O o 

第84関金罷製品

-118-

1 1号潜跡

2、 3 第E層

4、5 第田下層
6~8 第N層

cm 



13 

17 

21 

25 

29 

10 

14 

18 

22 

26 

30 

第85図銭藷

ハ
吋
U
114 
1
1
 

11 

15 

19 

23 

27 

1 7号柱列
2 ~ 4 1号潜跡
5 ~ 8 2号溝跡
9 4号溝跡

12 

16 

20 

24 

28 

10 5号潜跡
11 表採
12~30 第立層

cm 



31 

35 

Qυ 
り

J

43 

47 

51 

55 

59 

32 

36 

40 

44 

48 

52 

56 

第86~ 銭箆

-120-

33 

37 

41 

45 

49 

53 

57 

34 

38 

42 

46 

50 

54 

58 

L
n山

ふ

'Jノ

層

土

層

wu万
町

第

日

第

p
o
n
o
 

に
J
F
H
U

門
/
門
i
Q
U

A
吐

w
h
d
m
i
h
d層

層

層

下

η
u
m川
市

山

第

第

第

n
u
q
L
n
b
 

A
吐

A斗
A
A
q

~
、
~

1

1

3

 

つd
A

せ

A
せ

cm 



ロ

。

155 

。
161 。

162 I!il 。 1111 0 

164 165 

/111 
Cご二二コ

。

。

170 171 
163 

第87臨

121-

。

。

166 

。

172 

(木製品)

U 

160 

159 

。 。 。

¥111 0 

167 

168 
169 

I111 

111，1 0 

111¥ 
174 

155~159 トレンチ
160~174 表採・表土

173 



178 

177 

王コ

182 

日

176 

179 

175 

181 
183 

185 

r----.. ハ
ハ
〕
川

表採・表土175~185 
184 

遺構外出土濯物(木製品)

122-

第88国



T
t
 

門〆
U
P
ら

屋(II 露間1~681

平三if. *f韮 881~981 

f761 主主三三三三三吉

~\\MI\~ l円u ¥¥J.!l.lL以j)u 

061 

三三
Z61 

~ 

881 

。 Hltlllllii，l i 11I1、

7て

981 
681 L81 

。

。



ハ

195 

198 

203 

199 

201 

鑓90路 遺構外出土遺物(木製品)

Aム
円
/
]
$
1
 

196 

197 

huい

200 

202 

204 

195~204 第頂層

lOcm 



207 

f¥ 

日210

205 

円

[7/ 

211 

212 

第91図 遺構外出土遺物(木製品)

民
Uつ山

1
1よ

日

日
じ

208 

206 

CID 

ζコ

11 

209 

働〉

V 
213 

205~213 第理層

1 4 



f1 

。

216 

。 ¥とご土?ごご壬士士三竺三二τ会主Y
217 

214 

215 

c、ノ。
218 

220 221 

219 

223 

222 

プコ=コ~、

224 

214~225 第田下層
225 

ハh
v

q
/
J
M
 

1
よ



227 

230 

U 

日

u
hい〕
1
〔

l
u

226 

じ

233 

229 

232 

。

228 

口¥
三

226~233 第盟下層

(木製品)

ヴ

iつω1i
 

第93菌

231 



-0  

。

。 。

234 235 

C二二ニヨ

。

。

236 237 

D 
o 

0 

0 

f、1

244 

第94臨 遺構外出土遺物(木製品)

0
0
 
つ山11ム

238 

242 

240 

241 
243 

245 

234~245 第N層



246 247 

249 

百ミミ之寸~プ宝

252 

F司

U 
250 。 。

I '11.1 ¥，)U 
ζ〉

。
〈二ここ〉

255 

251 253 254 246~255 第町層

lOcm 

第95図 遺構外出土遺物(木製品)

-129-



ある u 銭文の書体等から問、 52~弘、 59は吉寛永(初鋳1636年)に、背面に「文j

の字がある47、48は新寛永の「文銭J(初鋳1668年)に該当する。 49、日、 55、56、58は欠損、劣化によ

り銭文が不鮮明で分類が困難である。 47~56は紐は腐食していたが絹(銭差)の状態で一括で、出土した。

(第弘、 95図234~255、図版69、 70)

234~237は箸である。両端を削って加工しているもので、ほほ中心部に最大径があるが、 234は両端を

削っていないものである。 237、238、239は蓋である。 238は箱状の容器の蓋である。ほほ方形をなし、内

側の両脇に木釘で桟が付けられており、桟の一部が認められる。両面に黒色の漆が塗られており、刃物痕

が認められる。 239は下而の周縁部を一回り削って加工し、上面には赤色の漆が塗られている。中央部断

面に小孔と木釘が認められることから 2 枚の材を合わせて加工したと考えられる。 240~246は容器底板で

ある。 240~242は小型であることから柄杓の底板と考えられるの 243の周縁部近くに 1 箇所小孔が認めら

れる。 244の下面には 3 笛所に長方形の削りが認められる。 247~249は下駄である。全て差歯下駄で、

部は隅丸長方形ないしは楕円形をなす。 248には漆が認められる。 249は小型で、、 3個の緒穴の他に小孔が

8 個穿たれている。 250~252は下駄の差歯で、台形に加工されている。 253~255は串である。 253の身部

は棒状をなし、先端部は箆状に加工されている。 254は身部は棒状で、先端部が尖るものである。 255は身

部が棒状で先端部が尖り、他方に刻みを施してツマミ状に加工している。

9 動物遺帯体(図版71)

部位名の後の数字は図版の番号に一致する。計測法はイヌについては斎藤 (1963)、それ以外の種につ

いてはDriesch(1976)に準拠した。

貝類 アワビ・ハマグリ・アサリなどが少量出土している。

左上腕骨24:第N層出土。 GLェ153.4mm、SC=8.8mm。大型の鳥類。

ハクピシン 左肩脚骨16:第E下層出土。狂S=56.6mm。

シカ 左肩肝骨23:第 I層出土。 LG=35.5mm、BG=31.0mm

左上腕骨18:第理上層出土。 GL(現存長)=176.5mm、SD=19.7mm。

右上腕骨17:第五層出土。 GL(現存長)=150.7m服、 SD口 21.lmmo

左腔骨 19 :第豆層出土。 GL=300.0mm、SD=26.lmm。

右中足骨21:第豆層出土。 GL=249.5mm、SD=17.8mmo

ウマ 左前腕骨22:第誼下層出土。 GLロ342.0m際、 GL(榛骨部分)=283.01師、 SD=33.lmmo

クマ 右榛骨 20:第 I層出土。 GL(現存長)=192ふnm、SD=20.7mmo

イヌ 1号井戸跡から頭蓋骨 1、下顎骨 2、3、 5、肋骨 6~ 9、右寛骨10、右排骨15、右腔

13 (全長(現存長) 178.0刷、体中央横径コ12.3Imn)が出土している。 以下の表 1¥ 2に

同一個体と思われる頭蓋骨 1と下顎骨 2、3の計測値を示した。第 1トレンチ東側造成

4には脳髄を取り出すためと考えられる切り出しの痕跡が見られ、第百下層

11、 l号井戸跡出土の肋骨 7にも切痕が見られる。また、 l号土坑から

腕骨12(全長ニ162.0n問、体最狭部横径=13.7mm)、第国ド層から左腔骨14(全一長=173.8mm、

体中央横径=12.5mm)が出土している。

ハりつJ11
 



(ドωSt)

トeu)

98.7 

(au-au) 62.3 i吻長(1) ( p -0 0 ) 1 73.8 

(ト N) 物長 (2) ( p司 If ) 53禽O

(br-ho) 11匁Illffi(1) ( 7向 7)1 34.9 

後頭子しf~!間切痕より環状縫合

2 1号井戸跡出二j二イヌ F顎骨言hJ!lH直表 m
 
m
 計測箇所(斎藤) ~hJllJ1fM (/iJ 自(主jl 計測箇所 言hflJJ11立 計u!iJ信ITYT (斎藤) 主hHiJ11直

下駐H本高 (3)(10) 24.4 24.4 左犬歯頚最大長(1 10.1 右犬歯頚最大長(1 -2 ) 10.1 

下顎体高 (6)(13) 19.1 19.5 左犬歯Illlii径 ( 3 -4 ) 6.3 右犬lWCjll'副主 (3 -4) 6.4 

ド顎体厚 (1)(18) 10.2 10.2 左下裂I省長 ( 1 2 ) 18.3 右下裂I室長 ( 1 -2) 18.4 

一一一一一一一一一一 左下裂歯111話 ( 3 -4) 7.5 右下裂歯111話 ( 3 -4) 7.5 

10 陶磁器 u 土器類一覧

凡例

1 番号は陶磁器類の報告書掲載の通し番号と一致するの

2 図版番号は、報告書掲載の出土遺物図版番号第26~36、 46~80図と一致する。

3 出土地点・層位は、出土した遺構及び層位を示した。

4 分類は、陶磁器・土器類については材質や焼成等により陶器・磁器・陶胎染付・土器・土製品・ガラスの分

類を示した。

5 器種等では、基礎形態や機能に基づく器種と器形、さらに陶器については施手1I1の種類、磁器については施柑

や絵付により染付・青1J~、・白磁・色絵の種別を示したり

6 陶磁器の皿類については、口径等によって小1m (仁l 径12crn以下)、五寸凱(口径12~15cm台)、中日11 (口径18
~24cm台)、大胆(口径30cm以上)の区分を付加した。

7 生産地では、国外産の貿易陶磁については大きく中国系等の国別を示し、国内産については肥前系、瀬戸美

濃系京信楽系等の主要な大規模生産地(地方)に関し、その生産地産のものを主として、それに直接技術的影

響を受けた周波及び地方の空のものも合め「系 I~Lて示 1 ~ ~~ n 主介、上り具体的牛ifJ?:H!J.~ 1，で空等や

きるものについては、中国産のj章州窯、秋田県の在地窯であるの寺内窯や白岩窯等のように示した。

8 年代については、器形・文様・製作技法等によって編年区分に示す各生産地編年の各期年代111高に準じて西暦

の実年代をよ1'1いないで時期を示し、より年代を限定できるものについては、より短い年代で示したO また窯を
限定できるものについては、生産・操業期間等に基づいて年代を示した。

9 編年区分では、主要生産地についてその生産地の編年区分を示した。肥前系については、陶器及び磁器とも

に大橋氏編年の時期区分を示し、瀬戸美濃系については、古瀬戸・大窯編年の時期区分を示した。

肥前系陶磁器の時期区分は次のようになっている口(九州近世陶磁学会2000~九州陶磁の編年』より)

I期 1580~ 1610年代(1 -1 }!:JH580~ 1594年頃、 1 - 2 期1594~1610年代に細分)

立J!日 1600~1650年代

(磁器についてはE期から開始。 rr-]期1610~1630年、 E 期- 2 JW1630~ 1650年代に細分)

即刻 1650~1690年代

N期 1690~1780年代

V期 1780~1860年代

1
1
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8~) ，)，) 7 ~-J'iIW:1M、 (，f.~ r.ff 
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IJ目liii系 17C1~-.I8C初 IJ巴IlijlVWJ 
(一h一、j‘11Il)

1 iJ-ill!i:Uι年 磁器 染f，J資本人2お 一山k仏山£月吉ミ 18CJiij下
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IJ巴lilj系 17C~z JJ山IIjIVHlJ
(fi、J-IIILJ

195 52 れIII¥"')
討さ卜J)LlIll

1J~lìíi系 18CliIf'j' J1巴rlijlV!!JJ(h、J-1II11

'SJi II 1¥可
リミ1.J)LlIll

IJ巴liij系 11目rIIiIVHJl 19G 信~(')f
1 i~~ 、 1-III Ll 18C 

197 υ=】リ お111，，';: 必~ffif 
対~1、I)LIlIL 

J1巴IIIi系 18Cliij'j': JJ巴riIjIV!UJ(I!:、J"IIILJ

198 約1I1，.... ) 伝~#ii
ヨミH)LlIll

JJ~lìíj系 18C!走、i
三

11担liIJIV!日l(11:、j'1II1I

199 ;)，) 
っ おう lllc.'，: (I})， +~~f 

ヨミj，j)LIIll
jl~lìíj "f， 18CI交、1': JJ山iijIvHJJ(h寸1II11

200 ;)，) 抗日!ゃj 。げ
染j.J)LIIIL

JJ自liij系
1
1氏、 JJ~lìíj lV !日j(h:;j-IIILJ 

201 5:) 約IIJ¥'，i 係官，i
ヨミHhllll

JJ目fIIi系 18C JJ巴lIIjlV!tJJ(1，:寸1111，1

202 約IIlc.'; (If.".出
対~1 ;J hllll

jJ~rìíj 系 18C 1J~lìÎjIV !lJJ 
('h寸IIILJ

203 ;).) ~;j II }<，¥'; feE:-:fii 
えさ!J)LlIll

IJ巴liIj，y， 18C 11巴liIjIVHJl(11:、J-lIIlI

2(H 何iIIW，: {必tp
l'j(if.ULIIIl 

IJ巴liij系 18C JJ巴riijlV!lJJ(h:，j'111U 

205 的11IC"; {l~~~ ~f:i 
ij(~ULlIll 

JJ~lìíj系 18C IJ巴IIIjIV!!Jl(h、J'llIlI

206 ;'d ;~'i [j g"I 政日，i
l'jMULllIl 

jJ~lì日系 18C JJ~lìÎjI\' !lIl (11:、J'llIll
一一一一ー」ー

円
ベ

d
q
J
 

t
s
i
 



!マliIi!!'， !:I生以
首rりffiこけ 1';，1 f，f うよ 江l :t;f ，fi[t '1: J!'{iJUl 1~ I ~ìllì {I: LiZ 'Jj' 

207 54 
筋第立訂附作j

M，1i(，ff ヨ~HIIIl i不IljJ 17C 

208 54 M，1ir.ff ヨ~H IIlI IJJl':IIiJ系 17Cft:l JJl':liIimJUJ 

54 向!II¥"i {r:i.~(.ff 
対~1 ・.J)L1111 

JJ自IIIJ系 18C 11l':tiIJ 1V JUJ 209 
('iIJIIl) 

:no 第江I'?i 政日，t 立さHi4~11Il 11l':rIIJ系 18C JJ巴IIiiNJUl

211 54 筋立肘 政日，t
U~H )L1II1 

JJ巴IIIJ系 17CI&l. JJ巴fIIJIlIJ!JJ
('iIJIll) 

212 54 U;; !II¥"'i lia:tff 
対~H )L1I 11

JJl':liIj系 17Cf麦、1'. JJl':riIJIIIJ日l
('i'IIIU 

213 抗日 J!';~ 磁''{1f
当~H )L1II1

JJl':rIIi系 18C JJ巴IIむlVJりl

f (lLi努'111染l){J 

214 3山 3内 {;i'}!IWi 信i!Gif
jfi'紋服

iÎ~l'i'I~G系 J7CrIIj'j'-. 

215 :J;:J 第五 )o，'''i It注*110 '::1 Miy!fij以1111 11l':rIiJ系 J 7(11' ，~'~ 11巴IIIiIIIJ川

216 J;) 的IIN，ii 総器
対~i .J il治千七 1111

白人 19CrjlJa 
(小IlIU

217 J間i5 ::('i!II，;，ii 磁器
討さ十J'IiIrii1ヒ1111

肥rIIi系 19crl'!f2 IJl':TiなVJ日j(小H札)

218 56 第nl主j (i}，1i{i1，ト
持~N iJiÍríì花 I IIl

IJl':liij系 19C 'i'~長 }出IIIJV)tJJ
(づ、JIIll

219 56 第江/8" 館、器
染i~ 輸化 1111

JJl':)IIJ系 19(1 1'~" JJl':IIIJV!!JJ 
〔ノトlI!lJ

220 56 {;i'i II I'?i (~~主ト
染トJiliIriI1ヒ1[[1

JJ巴riiJ系 19crl' :(j~ JJ巴liiJV!YJ
(小JIll)

221 56 ~'} n 1凶 的日ir
非行、JiliIiuiUl1I

JJ巴riiJ系ヵ 19CTiiir JJ巴IIIiV!YJ
(小JIll)

222 56 第n1ゃj M~ {iff 
染HiJiirrlヒIIIl

JJl':JiIJ系ヵ 19CTiIil JJl':riiJVHJJ 
(/J、IIIU

223 56 第nIri 必~''{ff
染NiJiIriI1と1111

JJ巴IIむ系ヵ 19CriIj'I" !Jl':IIIiVJUJ 
(小llll)

224 56 第立片j 磁器
染i>J;j¥:JJ¥別

JJ巴liiiif， 17C後三1'. !J巴誌なIIIJUJ
変形llll

225 56 q'}II/¥"i {r:i.~‘ :iif 
染i;J-ioJoiJf;'r

!J巴fIIi系 18CI&:I' JJ巴誌な1VJ!JJ
変形IIIl

226 56 第II府 絞:鈴
ヨ~1，J);j，j Jf;'r

JJl':TiIj系 18C 後三1'. !J巴riijIVJ日l
変形1111

227 56 ~'} II I':-'i Mj;{fj 
染付 IjJf;lIIl

不iりj
18C後三jミ~

(ノj、111U 19Criij二i三

228 56 筋立/，，;，: 防止5 色絵Jj}1刈11 !J巴lI白系 17C後、1'， !J巴JiIi][[JUJ

229 56 {;i'i n /討 i必*fi 1'1総長[1111 !J巴riな系 17C ;j;:~18C初j JJl':rIIilV JUJ 

230 56 ti'iII1':'i 磁器 1'1磁紋11立 !J巴IIij系 18C後主1" !J巴rIIIIVHJJ

231 56 約百悩 iぷ日日 0.A主主[1111 JJl':JiiI系 18Cf麦、1". JJ巴rIIIIV!Yl

232 56 九n/¥';7 必 I~染;凹I;J小川; 不IljJ 17C~ 

233 56 首IIWi /1目前系 18C JJl':riijIV!日l

234 56 策担任1 !必'(，~ ヨミ1，1小川、 JJ巴riiJ系 18C IJ巴TiiJIV!日l

235 56 ~''} II /Cil TÜf. .~if ヨミH小Jサ;

I利'1'1市J民力
19CrIIJl 

236 56 Ii I"Y; {clp.Rii i;{~1 、j ノトパ、 19CJiiil': 

237 57 ~"i II /¥'う 政~~f 染{，J小川; IJ目前系 17C後下 !J巴lIな班!日j

238 ;)/ ~'} II府 {必fiif 染1;J小lィ; JJ目前系 18C 11巴riIiIV JUJ 

239 57 dJl耳"';;， M~~if ヨ~1，J 小腕 JJ目前系 18C 11巴liiJIV JUJ 

240 り7 奇i'ill!Ci'i {必古住 有~1;J 小{対 !J也rTiJ糸 [oし !J也11"lV HIJ 

241 57 ゐIlII /':') 磁器 立~1 ，J 小 (i従 JJl':JiiJ系 19CJiir'j'-. 11自li臼VJ日!

242 57 第n/(i! (if.~{，ii ヨミN'J、総 11巴rIIJ系
18Cf麦、|ミ~ JJ巴jIIjIV)羽

19C初 v!!JJ 

24:3 抗日/':"; {必器 染j;J小腕
対話

19C 57 
一完投系

244 みう日)ゃj 伝nt~ 持H，J小(i宛
瀬戸

19C 57 
7三~il1~ オ-ミ

245 第[[/;;0'; M~ {fif 染付ノl、hぬ
討iijci

19CriIi、l'57 
美戸/~~系

246 57 第日!日 M~昔話 ヨ~1~ 小腕 19C 
J定jtl系

247 
川 i主ヨミI，J';J、(i従

瀬戸
19C ら7

尖jti系

2:18 57 治日 1，;，'; 対.~j ，1 小 (i宛 イミlリ] 19Jiij l 

249 57 約n/，:，，; 政~~f ヨミH)Lli定 II巴!日J系
17C~(~ 

JJl':riijIVHJJ 
18Criij'j": 

250 57 第II/従 M~mi 当H.Jh(i丸 JJl':riiJ系 18ClIIJ'1ミ JJl':riiIlV)日l

251 口F 戸/ お日 II"; (0.~mf 染付九1佑 JJl':iIIJ系 J8C JJl':riiiIV則l

252 57 約III計 磁器 立~H )L li克 11巴rIIJ系 18Criij:I" JJ巴JiIjIV JllJ 

Jl¥ニサ
1::<1版 /1'，1:}出点

分匁i 7J' 
n克iちt'Jl /，;;1 f，'t: 

253 57 節目附 {磁器 討さ{J)Lli先 肥]Iij系 18C JJ巴liIJIVJUJ

58 第Ii/I"1 {lfJ.r.if U~H)L腕 不IljJ
19CJ!ミ~

2222515557 555588Uド 第針抗仇日EH附

20ClìíJß~ 

(ljl*ii 染十J)LliJi[ JJ巴riIJ系 18C /1l':iIiJN JUJ 

{滋*ff ヨミH)LI必 IJl':li白系 17C J!(~18C JJEriIJNJUl 

磁器染付九腕
!!li 巴E前fIIJ系系 ごぇ 1i 88 C C 

JJ巴riIjIV J切

必~~~ ヨ~H)Lf泌 JJl':riIJIVJUJ 

259 58 第江戸内 必~Hff ヨミ1;J)L[iiii IJl':Jiij系 18Criij'!'-. JJl':riij IV)日j

260 58 第百作j 1言~~if ヨt1;l)L~宛 JJl':TiiJ系 18C JJl':rIIjIV JUJ 

261 58 第百 Wi 伝~mf. 染1，JJLli宛 IJl':1日I系 18C JJ巴jiiJIVJYJ 

262 58 第百 )':"1 鋭部 染付)LI施 JJl':iI日系 1oC JJ巴IIIJIV Jl日

263 58 第lI/':'i (!l~1札百正口 染付fLli宛 /1巴liij系 18C IJl':JiijIV!日j

第耳/"，;， {il~ {fif ヨミN)L俄 /1巴riij系
18C後

/1山iijV)日l
19C初

~l Ii 1¥，; 政22 染HJLiぬ IJ目前系
18C1麦、|ミ~

11l':liij¥/ JVJ 265 58 
19C初

266 58 ~ìIII\';1 磁器 染I.J端反{腕 不IVJ 19C1lii'l三

267 59 節目 fo;"，: 必i出 染{.J端!え俄 守1)、j窯ヵ 19CrIIJ'I': 

268 59 策目 1.;;1 1~.1i61f 対~HYlfii}ぷ{肉
瀬戸

19C!IIj'j': 

:げ)j担ミ世iij系系
269 59 第III¥"'i 。れt;; 染{，J封/，u:d内 17CliiJl JJ巴riijIi“2JUJ

270 59 第百 1M i必保
i'i[l}.i染H

JJl':rIIJ系 18C後、l' 日目白iJNJYl
li!MJ.よl腕

271 59 ?:!'} II };，'!1 駁i'Jfi 広京/ilii キl付 19(i I''!!'~ 

272 59 主~IIW; {Jjj;{ii 広東((iii JJ巴lI白系ヵ 18C~;:~19C 

273 59 第[[1':;1 践す5 遊物碗 不IVJ

274 59 ~"i Ii li'; 必.~~if ，'j:M!i染卜.J(iJii JJ巴fIii系 18Cli在、j': JJ巴fIIJIV!UJ

275 59 第百 1¥¥¥: 磁器 I~I 総小川; 日目前系 17C後半 JJ巴TiijIII!日l

276 60 主~II 1.;;; (l}.f~ fiif じ11必碗 JJ巴]I白系 17C~18ClìíJ~~ JJ巴liiJIVJtJl 

277 60 第II10;01 必~61f 色絵ff:[)t，. CI 1I巴rlIj系 18C'I'~後半 JJl':liii IV JUJ 

278 60 第IIl;;.'; 伝;'6号 fuk，会小[!lIi JJ巴liiJ系 18crl'~ 後三1'. JJ日iIIJlVWl 

279 (10 第III，手j 践すif 染1;J法 不IljJ 19C後半

280 60 tie¥ n 1'.'，'; 磁器 染付1nr義 JJ巴riIJ系 18C JJ巴]IIjIVJ1JJ 

281 60 告IIJrう 政器 染1;J純益 寺内窯 19CII''!!''l 

282 60 第証明 政6fi 染付院主主 不rljJ 19CJiIJ'I三

283 60 治江 1;'，;， 信i(.~ ヨミf.J抗告白ー 不IljJ 19C1I白'1三 JJ巴前vJUJ 

284 60 可5立問 級官品 削除京染1~ 院議: IJl':liiJ系 18C後半 JJBliiiIV !!/J 

285 60 筋立 1，:，] {必背任 染付設!陶詮 日目前系 18C IJl':liiJN JYl 

286 60 第nw; (if.f.'，{ff 染付蓋物蒜 二子1)'1:':<< 19(11'~:~ 

287 61 向Iilt，; ('f.~*if 染1，j主主物議 ;'J二i勾窯 19C1jl$主

288 61 第百 JI~_l {!f.~*if 対~lL\'H却益 不Ilji

半289 61 第宜 Ji'i 1必.(iff ヨミN/I、jj1( JJ巴riIJ系 JJ巴rlijV!1JJ

290 61 みIllIWi Mi61i ヨ('NH五 日目前系 18C JJ巴liiJNJ日l

291 61 {;i'iIII日 (i}.~(，fi 染i;JH五 JJ担rIIJ系 18C JJ巴前IVWJ

292 61 ~í:) Ii 1，;，'; !必12 染卜H依 肥riIi系 18C JJl':uiJIV J1IJ 

293 61 ~"ìrI 1日 [!}.~61i ヨミ{、lノj、Jil( 11巴Ti白系 19C JJ目前VJ1JJ

294 61 :1~ II 1詞 li}.i(，ff 染付 iil( 日巴riiJ系 19C JJ巴JiIiVWl

295 61 治日!好 {ツ廿 早'"口r 染付ii五 JJ目前系 19CiiIJ'1ミ IJl':liIJV!t/J 

296 61 :j}IIJftl iiJ.~(.ii 染1.J'i11J蛍 JJl':rIIJ系 18C 11l':前IVJUJ 

297 61 第日肘 fi}，1i'r，fi 染{;j ~1 1J伝 JJ巴riij系 18C 肥lIIJN)UJ

298 61 第II1，;;'; 磁器 色絵;J(iIIij JJ巴前系 1

1IC 佼 1-，- JJ巴1J'llllJりj

18Cliij'l三 IV JUJ 

299 61 第日明 政H~f 色絵水il:ij IJ巴liiJ系
17C後、ド~ IJl':riiJ IlI!UJ 

18C)IIJ '1': IVJtlJ 

300 61 第IIlr'i 総出}
鉄1'111'1益き}存と

JJ巴riiJ系 18C JJ巴riijlV JlJJ 
し安7](入れ

301 61 第IIg;'; 信f.etii 色絵段示tね 不明 19C彼袋~

302 62 第江片';1 信Hiii 1ザ磁仏花iil¥ JJ担lIIJ系 17C J!ミ ~18C初 JJl':JiiiNJ日l

303 62 白I~ 耳作i γM与1百は正 7守Tt}.W、花jfL( IJ担fIiJ系 17C~ミ ~18C初j JJl':JiなNJUJ

304 62 iJJ"}立問 M汁日 ，'J{滋位、花月五 IJl':JiIJ系 17C米 ~18Cf1J IJ目riiJNWJ

305 62 第百!日 防総4tJ;J 話二jJi /f ~1リj 19cnIJ'1三

306 62 ~"i n 1¥';'1 磁器 践活二何l lJl':riii系
17(lI'tf2~ JJ巴lI白狂ω2JUJ

307 62 第百1ゃj 磁器 色絵仏{仮出 JJ巴riij系
18Cr後iiJ、、1l1t JJI巴IlI)1日Vj!日l

:108 62 dJl II 10;"; I~i (，:号 染付仏Ni{i1i JJ巴rIIJ系 18C IJ目白白IvWl

309 62 第江/0;，'; 磁器 染付fL、飯器 JJ巴riii系 18C JJ巴liiJNJ日l

310 62 ~I'} III十j 級協 染付仏飯器 日目前系 18C JJ巴lIIiIV)則

311 62 第II10;:1 1磁器 ti!:I'J1ム fif:i.(，~ JJ巴riij系 18C JJ巴riiJNJ日l

312 62 約百 1，:"; 阪~*ii 染付火入 JJ巴]IiJ系 18C JJ巴riij1V)切

313 62 I約百府 (ili{i!ト 染付火入 |不IDi 19Cf交葉~

A

生
内
ベ
リ
ーlム



|がj今
I!'~! 版l jui:地/.J

5"i' 1ポtZ:-}j-Nii 1>): 

抗日Jc;i 必Hf~f ??儀火入 肥)IIj系
17C 後-!;'~-- )JI':JiijIIlWJ 

314 62 
18C宇H IV JUJ 

有i}II 1¥'1 総r.if 色絵人形 肥)Iむ系 17C1を主
IJI':riijI!IIリl

315 62 
rvJ羽

316 62 第fl)';;') !総出 色絵人形 )Jl':fiij系 18C )Jl':riij IV JUJ 

第五 1(1 rJ.i.'Jif iit総 AJf~ 肥lIII系
17C後 fJ巴 IÌÎj 訂!りJ~

3]7 62 
18C初 rvJリj

3]8 62 筋立 P;i

l磁品5 
色絵人JI~ 不IljJ 不i列

319 63 i;j'i fl 1~1 不flj]製品 不flj] 不Iリj

320 63 筋立 I'i，;' mm会 jτj'l( 不Ilj] 19C 

32] 63 (Ji}fll'，iイ i狗 ~if 灰flliノj、J1fl 不Ilj] 17C~ 

免('iII 11"1 陶器
)天平11i1L11ll

)J巴liII系
17C後、lt~ )J~lìílmJUJ . 

322 63 
(Ti. ，j'JIIl) 18CliII'I三 IV JVJ 

おII}('l I;~û r.if 
ffI，qH不平1l11LIIIl

)J巴!III系
J7C後、I~~ )J巴]IIII!I JUJ 

323 63 
(小[l[LJ 18C]III‘j'. rvJVJ 

第立lii'l Fhu'Jii 
ií'l，íJ~泣布l!)LlIIl

IJ~ !ÌÍI系
17C後、!と~ IJ巴fiII立[J引

324 63 
Ui.iJ'IIll) 18CTiij'I'" IVHJJ 

第百 N~-1 附6if
ffI'u紋布111L111l

IJ巴前系
17C後不~ 1J~lÌíI 耳[)UJ 

325 63 
(h 、j'IIILJ 18cniI'1三 rvJYJ 

第江 I"~ Fhur.品 };¥J3'U民間Jr.iill立IJ巴)IIj系
17C後-1':~ IJ~ ]Ìíj IIl)リl

326 6:3 
18Ciiij'!': IV!YJ 

第狂 j;';;' li5u ifii 
111、{十分It IJ巴liij系 117C後へザ )J~ l1 íj 1II JVJ 

327 63 
折ii:求1111 18ClijF!': rvWJ 

第fli日 |淘背任 欽flh1Jf紋IlIl IJ巴11可系
17C後三!と~ IJ巴lIij皿!切

328 63 
18Cl'!iJl: IV )t)J 

第狂)同 FkJ背任 }TCJ:J'Umtl;5uHii鉢 IJl':liij系
17C後半~ IJ巴Tiij1II JUJ 

329 64 
18CTiij'I三 IVJtJJ 

330 64 i;j'ifl}f?，: !誌ur.ii 刷毛 11)主~1' )J巴IIIj系 17C後半 IJ巴前回!羽

331 64 第百!出 IWJ';'if 言;~/炎治h J\i松本
1.':1岩・ 18C後井5---

寺内窯 19C iI'~fi 
332 64 第II@ F句協 灰flh丸腕 京{言楽系 18C 後半~19C

333 64 者'}fl)\~'i FhHHii !夕刊l!ノj、碗 すごi付窯ヵ 19C 

334 64 第江!日 F5HHif 減i反純 不Iljj 19C~ 

335 64 i;j'E fl I\~ i現時5 五〔焼I!lltl淘務純 IJl':fIIj系 17C後'1': lJ~fÌÍI IIl J切

336 64 tf'i fl 1¥';1 1;旬r.~ ST(JJ'~版U淘昔前宛 IJ目前系 17C後'1': 1J~lìíj I!I J別

337 65 ~'!} II }E;，] FkJr.:'f 京焼J!f!t陶器U宛IJ担Jiij系 18C前半 IJ~TÌÎI[VWJ 
:338 65 l 有第第制3E E )応限R 6臼j F5ur.if IjllJ毛1I:;0沌 IJ巴TiiJ系 17C後三j': IJ~ )ÌÍJ 加!羽
339 65 |淘r.~ 1え:tlh腕 IJI':TiIj系 ]7CII下|三 lJ~lÌÎI fl)日i

340 65 第百!好 1;，旬mi 卜J阪急須議 寺内~~ヵ 19C~ 

341 65 i;j'; II 1¥¥] l;ffJ (，~ 一!こ瓶念、m 不IljJ 19C~ 

342 65 第nl百 1;，句協 J:ìfIU&'.~l'i 信楽系カ 19C~ 

65 i;í~ II )(，1 F旬'(，~ 一!っfL(急須 寺11~!:主力
18C末~

343 
]9crl' !l~ 

第百!ゃj l淘mf 仁取:(Af.I，な'[ :子1)、j!:長ヵ
J8C;jミ~

344 65 
19crl'紫

65 第五附 F初日2 i二ii1i急須 的1~!:主力
18Cオミ~

345 
19crl'~+~ 

346 65 第n11'1 F句協 土itLUu，l.を{ 二i三l付当主力
18C;;[.:~ 

1901':r1':1 

65 第fll(，，! 1;均時 二L;rI\;~'Jl'l 守1)、j守尽力
18C末~

347 
lq('rj:， 遮

348 65 第nI(~j i詰Vr.!f こUiλ1f.'.3Xl 寺内ごと
18C末~

1901'業

3L19 65 Bj':iIII宇j 1;旬器 Ui1iAf.'，須 不明 18C後楽~

350 65 第III¥'>'i 1;~JHff i二瓶二，須 不Ilj] 18C後楽~

35] 65 第IIJi?i |活utiii ifW高菜 キrJg;.iど
18C末~

]9CII"業

第日防 l;hH出 小j低
I~] 'Ai・ 18C後葉~

352 66 
，'lI1;J;{;;; 1901:1梁

353 66 第日間 陶時 ;rLi 
l':I'r':' . 18C 後葉~
寺I)~窯 19CII' JJ'~ 

354 66 策立 !~j I;hu r.:f r.&l干1] 不i閃 ]9C後、!三~

355 66 第日!同 陶器 欽希lJii1( i'lii戸美濃系 18C末~17C初

356 66 Bj'iII!';'j lí~ljHi;: j:t:flhif!( 不明 下

357 66 筋立 Wi F~û 桜 l;f(_布11花瓶 二子I)，E({
18C ;j~~ 

19C11':r1':; 

358 66 討ifllcう ド句協 鉄車Ißl\~ 不lリ] つ

359 (j(j 第百!日 F初出 $1(flh百三 イ~Ilj] ロ

360 66 第fll.，.;'i Fiíû(.~ 欽布11 ノj 、 ~In( 不iりj 。

第[[1(，1 18Cオミ~:36] 66 陶器 1;I(flll小伝 C'PI付先 19crl'然

百r̂'T
IIι:gj J~以 Hι'1. \~lfu.l.( 、

分 1JI 保持等 外:I)U山 1~ Ili二万 )-:;1 fii: 

第fl}¥'1 liねtF I;I(布11ノj、:r::( 寺i人j;;({
18C:1ミ~

362 66 

回118日c;jミ空~ 
363 66 約日 }o" I初日E !天荷h小 三千 I)~;祭

19C'1 ''!I長

361 66 i;j'i Il 11'，1 1;句協 i'k泊lJ/J、 守 I)~;':({
18Colご~

末佐

365 66 第n){'1 |均25 !ゾ(flhfilf.入 一、何人j窯
19crl'業

66 tf~ 立!千1 l陶器 )j.(fllばilf.入 キl人j窯
18C末~

366 
19CI…1' :r1'~ 

i;j'} II 11';1 1;，句読J 灰希lJ自Jf.入 キ1);])々 18C二ド~367 66 
190 1 'a':1 

368 67 抗日!同 1;.初日5 行、iι鍋 不lり1 18C;j~~ 19C 

369 67 第日)，.;;， F句協 火鉢
Wiiiゴ

18C 
政系

370 67 i;j'}III¥'i'i I;.ivr.if 
灯火JU天利l

寺内と力
]8C;jミ

受付 IIIl 19crll)rg 

371 67 努flg;l 1;旬{{if
灯火!し素焼

ヰリリl 18C段下~
ひょうそく

372 67 前日 1，'，" F対25
灯火民家Ut

ィ~lljJ 18C後 r~
ひょうそく

37:3 67 おi~ II /i"; 陶日号 灯火Jl-受付1[fj :"Ffljj 18C~ 

37/1 67 節目)時 同û r.~ 灯火H采t~~ 不iリ]
18C末~

19C 仁I'}!~

:375 67 tí~ II J~~l 附古住 灯火来燭 二子!人主力
18C~z~ 

19crl'!i'Q 
376 67 ~~ rr J~l 陶器 11， I象 不!りj 司~lljJ

377 67 f;)'!}II問 附日号 !肉II;Jハマ ， 'i'l人n~ ? 
18C末~

19crl' !t'~ 
378 68 員'}fl停j 陶器 tili鉢 越前ヵ 17C~ 

379 68 第flN守 凶器 tili@{， ;FI列 17C~ 

380 68 第II府 Fh-uHfi 長Ji鉢 不lljj 19C~ 

381 68 第日!日 F旬#if 長I1~本 不lリJ 19C~ 

382 68 第百 1，¥" 陶器 大室E 不Iljj 司王Iljj

383 68 第III凶 須恋器 台j;JJ不 8C~9C 

384 68 第H約 二仁器 かわらけ小JIIl不IVj 17C 

385 68 第立!討 二1:昔日 か1コらけ小Jm不lljJ 17C 

386 69 i;j~ n J日 ご!て能 :J:!!ftl1:P ミテ 11g~~ ヵ 19C 

387 69 当(nu同 j:すif 1沼l炉 寺'Ilg;;:民ヵ 19C 

388 69 員j'}fl g，! !こ15 す二師、Vlp 寺内窯ヵ 19C 

389 69 第III~;'i j二~~ f二!!R¥1P 寺内2尽力 19C 

390 70 筋立!長j 二!二昔日 火鉢 不lljj 17C~ 

391 70 i;j'} fl 1，;;-; j二号if 火鉢 不l珂 17C~ 

392 70 白I~II@ J斗ョ:~M~r~:jJl :IJJT~ 不明 不IljJ

393 70 第flW1 J-;]止1叶JTl川 土錘 不lり; 不llj]

394 70 おう II1¥'4 上三:1まぇくリlIllI l 二LJíT~ 不IljJ 不llj}

395 70 第到w; 磁tiト 紅IlII JJl'!.liij系 18C後 ~I"" )j目前lVJYJ 

396 70 第I!III'''i 磁器
ヨミHJLIlII

IJ巴)IIj系 18C )j巴JiIjIV!YJ
(ノj、1!Il)

397 70 す5阻!主1
牙ミ↑すメLJIlL

JJ巴Jiij系 J8CTIIj'l三 IJ~TìII れnUJ
(小1111)

398 70 第IIl}<;"i 隠れ器
染H1LlIIl

JJ巴JIII系 18C前三|三 日目白IVJUJ 
(小1IIl!

399 70 第!日明 磁器
，'[{0.*1LJ!Il 

J]~lìíj 系 18C JJ~ 1ÌíilV Jりl
(小IIIll

，100 71 ゐf~m 枠i 総古住
ドIlù~ULJ lIl

肥前系 18C )j~前 IVJ明
(Zi.-，j-lIIl) 

401 71 第迎用 仮i~X:
ヨ~H)L JlI l

)j1'!.!IIj系 ]7C後、|三 IJ巴古，ijm!別
( Li.ナJIll)

402 71 第!日!日t {際;， ~fi
i'fliJ.i..IIll 

JJ巴liij系 17U変、i三 IJ巴jIijIIIJ別
(中1IIl)

403 71 抗菌防 磁器
m'f.f.IVjJ(寸JIIl

11巴I涜系 17CI…I'Si~ IJ巴J1ijfl-2JtJJ 
(大IIIL)

'104 71 第阻1-;.づ (，)主25
染I.Jiliffii1'ElIIl

日目前系 17CI['M 
日自前日-2WJ

(1I:;j'JIll) IIlWJ 

405 71 な3国防 fi:[土器
染(，J変形IlIl

IJ巴IIII系 17C後、i三 IJ~ Tìíj III JUJ 
(小!日f.)

406 7] 第IIlJ<，バ IlIMHTJIIl 11巴liij系 18Cf安土I'.，~ 111山iijVHIJ
19C前三|三

R
U
 
っ、U
1
1ム



ffi二りー
ii;(ii反 ii'， IJ也}，，i，

うj' 1ft (，}i f>[[ 11:. 色 1t ~Iili "10 I;{分ru二1))".，，; j，! 
勺 !iー?がx!日以 l!'i!抱
許 諾二日一 /<，';1 f 分 m r.ii {If[ 11.:陀j山 it ，lj，，) ilo I.{分

第皿)':'1 (liHfii fM;J小陥
Ni(iJ I 

19C!Iij'j': 407 71 

ヲ一1)11'.¥1ミ政iij一系系
ノ10お 71 Ui ]]]/':1 

防出 同はM計叫吋J寸I九九九腕似椀J 
宏く~、~18C )J巴JiijlVJ出

L[09 71 的問)'.'，1 )J巴liij系 )Jl'.¥liijlJl!リl

110 i 72 UilJl 府 )Jl'.¥liij系 17C~.:>18CM )J巴IIIjlvHl1

4ll 72 第 佑依M他m9昨2別器M 2 染1.J丸腕 )J巴liij系 17C~く~18C fJJ
日)1記山

412 11'1似 LI!宛 )Jl'.¥lIir* 17U~~18C初

!I()() 77 初日11;1'，"1 Mlr.fi 
染十1~~ .j ~JI:;1 1Il

IJ包JIIi系 17Cliij '1'. IJ巴!IIi1I-2Jt)J 
(h、jゐIIIU

第III.1; /0;，1 級官，f 染付小Jィ; )J1'.¥!Iii系 1189CC{初全l 
)JI'.¥JIii IV JU1 

1j61 
V Hl1 

162 77 WIII'r;)，;'j 

阪'rlfi
染f.J小(，従 )J包liir系

I187C C後、!と
)J巴liiiIV JUJ 

1163 77 第田卜W) ヨ~1.J)L(iJìi )J山iii系 IJ巴liiif[J JU1 

464 77 約IIIド!ω Ml'(.ii 染1.J向J/手続 IJ巴liU系 17Ci炎、1': )j巴liiiIllHJJ 

'113 7'2 第lJl)c'j (~~忠} な~HJ:本 )Jl'.¥liij系 17C1交正:
)Jl'.¥liijlJlWJ 

IV JUJ 

465 77 おIIlI、'Wi {滋r.fi 染付)L{!宛 18C )j巴liijlV HlJ 

466 77 第III1"1':'1 IM.tr.{f ヨ~H)L{!泡 19C1iiil. )J巴liiiVJUJ 

'11"1 72 第[[]/".，，; (if.~6ff 染付設物ぷ )Jl'.¥iiir系 18Cl灸‘1': )J巴liむIVJVJ 

415 72 お[Jl)'?，: Mir.;;' 決心l小H!( )J世前系 17C rI !51~ 
)J巴liijfl-2JU1 

国!tJJ

416 第llIW; 必~-~~f 1'1 (lXUIII:，:':;: )J巴liir系 17Uく ~18CfJJ )JI'.¥IIInv JUJ 

467 11 約UI1;-)1'<') M~ 出
ì'j" Iii.~持ミトl

18C )j巴liiiIV!日j
~~j.Jf泌

ZiiIlI 1、-/，;，，; !必25 i'[!ù'~i;HJ 腕~: )j巴IIIi系
18C 後、I".~

11[';liiiIVHll l[(i8 11 
19C初

417 72 第Illl{ii 鋭部 討さ1;jliJfid:i )J巴liir系

H川87Q交V1r日r産
)J巴liirmJtIJ

418 治な}I印Il)刷r;r; {i3.~Hii 色絵/Jぇit:¥j

昨
IJ巴liirlVJtJ]

419 72 |阪片品 色絵J長ノ'](入 11巴liijIVHl1 

420 抗日jJ..... ; !淘 -6~f j~;聖子織自líiíL(
美irt系

lGC~~~17UJJ j.，:~!~ 約 .1 JUJ 

121 7'2 与IiIll/<:;j FhJaii }火泊II小材、 )1世iIir系 17Cliij l )J巴liijUJりl

469 77 ~'ì III '1'-)<;<'1 M!:r.ii U~1 .J jíl( )j担IIIi系 17C後、l' !!ll巴
/170 77 i1'i III卜'}¥"j |依(i}~0拠，f 染染ト、 11川ij系 17Cl没-'1".

，[71 筑間 f)凶 )1巴liii系 18C IJ巴liiilV J!JJ 

472 78 前IUI、)c"i |均時 !天平III折松IIll )J[';jIii系 17Clìíî~~ IJl'.¥liii n JlI1 

U'iIllド}';<'i Ji何時
掛け分け

)j巴liii系
17C降、iモ~ )J担liiilllJU1

J行結Illl 18ClIIrl lV J!)J 

.122 72 お1Jl)'?i FkJ0ii /)(布II)LIIll 肥liiJ系 17CfJJ )J山jij1 -2Jl)J 

ι!っ1 7ワ 約III)¥"'; !話J{f~f !天命lIiili洋弘IIll 肥川系 |陣17C前r )J巴前 nJVJ 

42;J 72 第JJl)c"i 陶器; !民布I!-lJi$止1111 )Jl'.¥fJij系 )Jl'.¥liijII則l

42[) ;;(-:; m }f:~l likJ{，fi )j(;fI Ìl引Hi~;llll )J巴]Iij系
!日11目山前iijリIIJ日!1 

ノ12G 7:3 約f[[)付 !話ur.ii !ポ泊IFlJr松IIll )J巴liIf系 17CJiij'Iと

!127 7::l 約郁I朗n/問l;:'i FW;'~ !反抗111Jí'~:~dlll )1巴IIIr系 17Ciiij'j' )J担liirnWl 

，128 7:3 l;kJr.ii !火布11.j)f梓II!l )J世liir系 17CJIIil守 IJ巴liirn JUJ 

47/] 78 約lll'I"/("，: !|;;J旬昨器日
s鉄7失よ干治利11川iばfド訓? )j巴liii系 17C

475 78 約IIIド)<;，，) |二月五二，1，;J' l~;i ¥"I}巾出

476 78 約班卜 1，;オ 1;句協
灯火Jl. {r:~~治 11

~'jν 18C~~-19'I' !I~ 
受付Illl

78 ~'ìIIl 1、1(") li旬出 {ム{ゑ 不iリl
不18Clpl後、I".~

478 78 第IllY肘 |刷出 lmtiH， 
J界

IVJli系 19C1iiil 

429 73 第III)必 i話ur.品 !民治II)Lllll )J山jir系
17C後、11~ )J巴}拘 mJ日l

18CTiij'I': NJ日l

.:130 73 Ui凹)付 陶器 !反抗II.JJr帝京1iIl )J巴liij系 170 l' îl~ )J巴liirllJ!IJ

4:31 7:1 ti:i IJlli"i F旬日日 b'ti!litPJLlI!l 
i'liiiJごI

17C 
ヂミ判(hi.フ手Tミ

4:32 73 i;ii皿)'i'; ドhur.)i
掛け';j'tt

)1巴11ir系
17Cl交‘|三~ 11巴TiirJJlJりl

.jJr市まIUl 18crliJ斗P lVJ日]

433 73 沿うHII¥"; li句協 !1111毛[1文'1'llIl)J巴前系 17C後'f )J巴liiiIllJtl1

434 i;ii III I日 陶器 欽n'0s1: )J巴Tiii系 |旦17C佼、|ミ i11'.¥!Iii 1 -2)日j

43[) 74 初回)，，vi |活u{fif I!ll日 I1丈鉢 IJ山iIJ系 1 )J~lìíî IlI J日l

74 ~':} 1IIIiSi liiJ';'fi !tHJ.:[; 1'1文陥 IJ巴liij系
17C~く~

)Jl'.¥iiii IV JtlJ 436 
18CliIi'l". 

:137 第IllI:';: 陶r.ii 色絵純 京信楽系 18C代

'l38 74 :st"&即I:"'i li何時 j}{ Ntlml Jiiu 'Jif腕 IJ目的系 17C段、1" IJ出前mJU1

4:39 74 策担I'?i liiJmi 京'I:l't風|陶器l'泡)犯liij系 17Clk'l' )J巴liiiIll!日j

440 74 第IlII'，'''; 1;旬昔日 !パ布Ii只出子的 IJ目立Ii系 17C1麦、l' IJl'.¥iIIiIllJUJ 

141 約凹!日 Ji旬日日 (i~;;l;lli]~総陥 IJ巴前系 17C~ 

442 74 第阻)':づ likJ r.ii J!)JIII:l:iif(#.i. ;J'F'、F:主力 18C~く 19'I' il'j

ぷl43 75 第IlIlci;: 仁'6fi
灯火!~素'I:}'t

不IIIJ 18Cik'l'守~
ひょうそく

ノ179 78 節目['I，'Wi I;，rur.if Jil;鉢 不iりJ イ~IVJ

480 78 第阻 flci'; |淘出
珠山l系'I'I":

司、lリj 12C 後'I'.~15じ
I;hu 6ff}!，と

481 78 第III1'-)1';') l:持 u並l'):pi 、 \'I}~:~尽力 19C 

482 78 第国 1，')1，'<'i UHi I:)!fl¥'):，戸 S'lj~~主力 19C 

ι183 79 ~'ì IV )';"i l~i'Jif 
江主 1.HJf *~UIII

IJ巴liii系 17C'I'立1
11巴liiin“2H!J 

(ノj、lIIll 周知l

484 79 Zi'i lV I';;'i lii.ir.;i i;HJ'IIIl(/J、IIILJ)j巴IIIi系 17C'I'!j'j 
IJ巴IIIi[[ω2H11

. mm1 

185 79 的lV1，;<，) Mi'rl~ ヨミ1;]IlIl (小IlIll)1目前系 17C 佼 'I~ 111'.¥JiiiI江川

79 第IV)，;7i (i}.~'J{f 1'，li3.illll (ノトIIILJ)J巴liii系
17C~く~

IJl'.¥riiiIV JU1 Ll86 
18Cliiil 

79 約lVWi Mtr.fi 討さ 1;J 変 JI~ lIIl )1巴JIii系 17C 'Ì '.~'j 
)1自liiiU-2J日j

4お7
IIl!tI1 

.188 79 おIV肘 政協 ，'， (l}'i変形IlIl )J巴liii系 17C'I'来 JJ巴前回JtJ1

489 79 約1VII"'1 M~ (iii ヨミi.JJLf'泡 JJ巴liii系 17C1去、1" IJ担Ilii阻!日l

490 79 ~''} IV N~: 磁器 訴さ1.J)L(iえ1
i| !lll巴山!花日j系系

18ClìÍj!l~ 
| !jll 巴巴 日l!il 

1191 79 おlV11"') つ[if.i(ーは五正" 討さ{卜.J)L(i丸 18CiIiil. 

492 79 約1VI';"1 (，}.~mf なさH)L陥 )J目11ij系 18C JJ担11ij1VHIJ

ウり おIVI，:，') Me，r.ii 決1.H泡 )J日Ijii系 17C'I'(;¥; 
JJ巴liiiU-2!lJJ 

193 国m1

'H.I t百 ~r} Ill"""，: I:'(，f，'o 
灯火 n:J.~Nt

イ~Iりj 18Cl没、I".~
ひょうそく

:~-~: m J~i; 1. ~~l 
灯火 Jl.j(~'I:

イ什リ| lおC

79 的IV);?! M~ (i;i 染1J(I宛 11巴liij系 17(1 I'ii~ 
)J巴liij日司2J日j

49，1 

111巴III
195 79 約IVI-;ii M;;";'ii H(~~tHJ(i宛 JJ巴liii系 18C1変、l'

交付 IIll

!H6 7:;':' 治団1:"'i 11川; 位、 f~: 不lリ! 守二lリl

447 75 前即時i !日u?li J;1IW1; イミ I~J 17C 

79 ~'i IV f.，'';! i'1[if.f.ji1( )Jl'.¥liij系 17(1 1'!\~ 
11巴lI白n-2JV1 

496 

)J[日lEiti-m11l!日i
497 80 おIV)'，'<') 1"旬器 )1(.:flllll¥)主主式IlIl JJ巴liii系 17Cliij、1':

448 75 おIIII，;ii 1;旬';'ii j三三と i三 ~!t~ ヵ 16C~~~17C 初 ι198 80 お!VI¥';') l;hU'(，~ j;~(干 I Ìl illth!; lII l 11巴liii系 17Cliiil. )1巴nなnl日l

449 i5 第国!日 l'(，fi かわら(t小1111イ~I り l 18C~ 19(11' !I~ 499 80 れIVI，;"1 líぉ !G~f !ソ(;1'llIil月二縁IIIl JJ巴liii系 17cniil )1巴!IiiIl)リl

450 iS 討i:SllIlc，;1 1:計十 かわらけ小IIll不iりi 18C ~ EJClll ~~ 500 80 第IVI:
i，;: jirl'J'，I:i 1;だ.:fIIlUlii':1!;lIIl JJ巴I山系 17(11'葉 JJ巴liiiUl!日j

451 1;) ;;I'iJJl伊j l二時 かわらけノj、IIIl不lリl 17C 501 80 約lV1，:;'，: Fh~-~;f j:1ょ絵IIIl IJl'.¥liii ;y， lGC末-17C初JJ巴iIij1 -2HIJ 

452 i5 初日11、肘 lif.~r.fi 
持;:j;JJLlIIl

IJ山花系 17(iI'~~ 
IJ巴TiIi11-2W1 

(小llll) IllJ日l 主l'iIV)-;"i |品ur.ii よ;出H9(k:会JLlIll
i'lui 

16C~~~17C 初 大Y:G0:i，1 JlJJ [)02 8D 
ヲー ù~.~系

4[)3 75 'Jj':;HITI，:~ I~~ (，fi 
ヨ~f;J九 llll

IJI'.¥Jiii系 17C'I'!(i 
IJl'.¥riIi 1I-2!UJ 

(五寸llll.l mJtlJ 503 80 第N)("; li何日，f ゐ;型Ï'iÍli'J~ )L 11Il
NiitJi 

HjC~~~17C りj )(完封1':;，1)りj
ごた W.~ !f~

ふ154 75 初日I卜'1:，，;1 磁器
討さf;J)L1I1I

)J巴liij系 18C IJ担iIIiIVJ1I1
(:li.、j牟IlIll

455 76 約百Iト1<:，;; {Jf.~11if 
l'iliiULllll 

IJ巴IFi系 18C )J巴JiiilV!りl
(li:.j'IIIl) 

504 80 第IVI，;;-) i品片品 )j(.:fllliiiIi JJ巴fIIi系 17CliiiT: IJ~lìíj n)日l

[)05 so 従:i!V)-;"! lihu(iif 鉄:fIIl(l宛
i'liiiri 

17C 
美山系

506 80 みr'iIVI，，"'，: 1n}J.({{;~う!と 8C~9C 
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第

1 遺構について

藩校Ilj=J徳館跡は、久保田城下の内[llJ(侍fllT) に位置し遺跡の範囲は東西108m、南北85mと推定され、

今回の調査は事前に行ったトレンチ調査によって撹乱を受けていない約1，400ぱを対象とし

調査の結果、建物跡 7棟、柱列 9条、溝跡10条、井戸跡 5基、土坑18基、性格不明遺;情 3基が発見され

層位別に見ると、調査区の土層は基本的には 6層認められ、第 I層は現在の生活面で、以前建ってい

た県立児童会館や秋田県交通災害センター解体時の造成土が堆積している。第立層面は礎石と布恭礎を用

いた規模の大きな建物跡が1棟発見された。第困層而は建物跡4棟、柱列 4条、構助;7条、ゴ二坑2基、性

格不明遺構 1基が発見された。このr=1二Iで、 4号建物跡は確認した範囲で、東西約53mで、あるが、南側にや11び

る規模の大きな建物跡と考えられる。なお、 7条の溝跡は建物跡に平行して走っていることから、建物に

付随するものと考えられ、 1号溝勘;等は雨落溝と推測される。また、第直下層面では柱列 1条を発見した。

以上、第ロ層から第直下層で発見した建物跡を中心とする遺構は、秋田大学の前身である秋田県師範学校

関係 (1明治~I昭和期)の校舎及び関係施設の一部と考えられる。校舎は焼失によって 4 回の建て替えを行

っているが、火災の痕跡は第E層面でのみ確認されている。調査区東側の第NJ言及び調査区西側の地山而

では、建物跡 2 棟、柱列 4 条、 i'~J:跡 3 条、井戸跡 5 基、土坑16基、性格不明遺構 2 基が発見された。この

中で、 6号建4mJErJ);は東西約49mi認められ、南側に伸びる規模の大きな建物跡である。最ド層での発見であ
るが、落校明徳館跡の建物平面図と A致する部分がないことから、明治 6年に藩校明徳館関係(秋田本部

の建物が焼失した後に建築された秋田県太平学校や秋田県師範学校関係の建物跡の可能性が高いと

考えられる。調査区東側第V層の黒褐色スクモ層は調査区間側では発見されず、調査区中央部から東側に

行くに従って深くなることから、旧地形は低湿地であったと考えられる。第N層はその低湿地に久保田城

下の町割りの際に造成工事を行った士層を巻き込みながら18世紀後半に造成されたと考えられる。これら

のことから、西側の地IJI面と東側の第W層面が基本的には江戸時代の遺構而と考えられるが、明治時代初

め以降の造成等によって江戸時代の生活面は失われ、年代的に新しい遺構も発見されている。なお、各土

の造成・堆積i時期と年代の根拠については、後述するは 遺物について(3 )遺物包含層出土遺物の

年代と堆積時期について)の項で述べる。

藩校明徳舘が建設される以前の当該地の 11IT割りの

変還を見ると、寛文初期のものと考えられる f御城

下絵図j(第961玄1) によれば、家臣の屋敷が7棟建

っていた。その後、宝暦13年(1763)に作成された

と考えられる『久保田城下絵図jによれば、北側の

3棟の家臣の屋敷が接収されて厩となり、南西部に

新しい家臣の犀敷が1棟割り込んでいる。藩校明徳

館の前身である明道si'iUの平面図(第 7図)によると、

厩とその高側にあった 2棟の家臣の屋敷が接収され

ている。しかし南側にまだ 3棟の家臣の屋敷がある

下、----一
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ことから、当初は規i支が小さく東西に!こiうがあったこ

とが分かる。そして、文化8年(1811) に明道館か

ら明徳館に改称された時の平面図(第 7図)による

と、南と北側jに敷地が広がって南館に門を構えてい

ることから、南側にあった残り 3棟の家臣の屋敷も

接収されて南側が通路に接したことが分かる。これ

は嘉永 2年(1849)に幕庶に提出した絵図の写しと

されている『御城下絵図j(第97図)でも確認で、きる。

以上のことから、今回の調査で発見された遺構と (秋ruTIi í~哨f竹史料品川)

落校明徳館の建物平岡図を照らし合わせてみると、 第97臨調城下絵~

一致する部分は確認されなかった。これは、調査区が中心施設の北側空閑地であることや、藩校l努徳館関

係の建物が焼失または解体した際に処理されたこと、また造成によって削平された可能性があると考えら

れる。なお、 7、8、9号柱列等は家臣の屋敷の塀跡と考えられ、井戸跡については家臣の屋敷で使用され

ていた可能性が考えられるのまた、 5号潜跡はmr割りによって作られた道路の側溝の可能性も考えられる。

2 遺物について

( 1 )出土遺物について

遺物の種別は、陶磁器・土器・土製品・石製品・金属製品・銭貨・木製品等が出土している。出土量は、

全体でコンテナ (54x 34 x 15cm) 110箱であり、そのうち陶磁器は特に多く 80箱で、全体の約73%を占め

ている。種別ごとの器種構成や様相については、以下のように概括される。

①陶磁器について

陶器・磁器・陶胎染付等が出土している。種別は、陶器は灰紬や鉄君rb等の施粘陶器や無手rbの焼締め陶器

が、磁器は染付・色絵・青磁・白磁等が出土している。器種及び用途別に見た場合、碗類.1II1.委員・鉢類等

の食膳具、揺鉢・鍋類等の調理具、護・壷・瓶類等の貯蔵具、火入・火鉢等の火具、ひょうそく@灯明受

付血の灯火具、香炉・イム飯器・花生・人形等の祭記具もしくは調度品に分類され、多様性を示している。

分類及び用途別に見た場合、調理具・火具・灯火具は陶器製品が多く、食膳具は17世紀後半以降の磁器製

品が卓越する傾向がある。

②土器 z 土製品について

かわらけ・土師質の風炉(涼炉)や火鉢、瓦質の火鉢等の火具、土師質のひょうそく、灯明受付服等の

灯火具、土錘等が出土している。火を扱う火具や灯火具が多く、火具は17~18世紀代にかけての火鉢類、

19世紀以降は風炉(涼炉)類が多く出土する傾向がある。灯火具は17~18世紀代にかけての灯明盟と器高

の低い灯蓋式の受付皿、 18世紀後半以降はひょうそくが多く出土する傾向がある。かわらけは灯明皿とし

ての使用が認められるものが多いが、儀礼用に使用した可能性を残すものもある。秋田県内における近世

かわらけについては、出土資料も少なく不明な点が多い。今i可の調査では、特に非ロクロ製手づくねのか

わらけ類として、 11号土坑出土資料のように一括で出土したものがある。それらはナデ調整によって口縁

部から体部上半にかけて段を形成する古い要素を残しているが、形態等によって17世紀代に位置付けられ

るものと考えられ、秋田県内の中世から近世のかわらけの変還を検討する上で注目される資料といえる。
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について

碗・砥石・温石等が出土している。硯は粘板岩製で、方形と円形を呈するタイプがある。砥石

製で、複数面を使い込んだものが多い。 温石と考えられる石製品が1点出土しており、孔が穿たれている

について

銅製の匙、万装具の小柄、 もしくは銅製の慨 出土している。 1J1ll 泉弘氏による

年のN、V期に該当するものである。

1て

全て銅銭で、渡来銭(中国銭) 4枚、日本銭54枚、不明銭1枚が出土しているの日

で、古寛水(初銭1636~1659年にかけて鋳銭)が23枚、来rr寛永の「文銭J (初銭1668~1683年にかけ

銭)が10枚、新寛永(初鋳1697~1747年、 1767~1781年)が12十文出土している。また新寛永のうち、

市川尻の銭座で銭鋳された秋田 JII尻銭(初鋳1738~1745年にかけて鋳銭)が 1 枚出土している。なお、

損や劣化によって銭文が不鮮明で、分類が!翠難なものが9枚ある。渡来銭は元豊通賓(北宋、初鋳1078年九

(明、初鋳1408年)、天結通賢(北宋、初鋳1017年)、治平通賢(二!と宋、初鋳1064年)が出土して

いる7うま、 . i会平通費は銭容より模鋳銭の可能性がある。

⑥木製品について

木製品は数多く出土しているが、これは調査区東側が元々低湿地であったことから保存状態が良かった

と考えられる。

木製品の種類は、木筒、飲食器としての椀・箸・板杓子・折敷、調理@炊事具としての蓋・柄杓、容器

としての曲物・曲物底板・栓、履物としての下駄@下駄差歯、建具としての模、形代としての人形、舟途

不明具としての棒状木製品・板状木製品などである。この中で量が多いのは箸と下駄である。箸は土坑な

どに一括廃棄されているが、破損していないものも多い。両端を削った形態で、大きさにさほど差は認め

れない。下駄は基本的には台部と歯部とを一本で作る連歯下駄と、台部に別の歯部を差し込む差歯下駄に

分けることができるが、台部下面の)奇縁を残して割りぬくものや、歯を

るものも認められる。

(2 )隅織器について

出土遺物の中で陶磁器が特に多く、年代比定資料ともなることから考察を加えていくこととする。

今回の調査区は、江戸時代の久保田城下町から現在まで市街地の中心部に位置し、近世以降の頻繁な

しないで厚底風に加工してい

地利用いよっス度重なゐ造成と改変を受けている。ぞのため、 Ii1J割初期からの造成土(遺物包含層)は失

なわれ、近世の遺構も少ない状況である。また、特に近現代の造成の影響が大きいことから、造成土から

の遺物の出土が多くなっている。これらのことから、遺構及び層位ごとの出土資料により、近世の流通及

び消費状況の抽出を行うのは困難な状況にある。しかし、近世陶磁器については流通及び泊費量が多く、

また使用期間が短く、一部の高級品・調度品を除いて伝世要素も少ないという性格を考慮した場合、「出

土土器|淘磁器一覧表」に示す各陶磁器個別の産地同定及び年代比定や全体の整理分析をとおして、おおよ

そではあるが、時期ごとの様相や流通及び消費状況の把握は可能と考えられる。 以下、その概要を述べて

みたい(出土土器陶磁器一覧表、 132~136ページ参照)。
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ついて

陶磁2器について、年代をN丹わず、生産地の同定が可能なものについて全体的に分類を行うと以下のように

考えられるの

(磁器)

中国系一明朝、清朝時代の中国産貿易陶磁である。本遺跡では16世紀代の青磁碗、 16世紀末~17世紀前

半の淳州窯産の呉煩赤絵折緑皿・呉須染付折緑血、 18~ 19~!tt紀の産地不明の染付小杯等が出土している

肥前系一九州把前地方の窯で生産されたもの、及び肥前の技術・技法を直接取り入れて生産されたもの

である。 17世紀前半の砂白積み段階の磁器から始まり、 17~19世紀代を通じて組成の主体を占める。特に

染付(碗 e 姐・瓶類)を主体とし青磁染付(碗・蓋類)、色絵(血類・油壷・安水入れ・人形)、

(llll類@香炉鯵仏花瓶)、 l当磁(碗@皿類@紅1lll)等がH1士している。有i王i周辺窯の高級製品の他、波佐見

周辺の雑器窯の製i誌も多く iJ:j::::[二している。

一江戸時代後期間!tI:紀末以降の瀬戸地方で、生産された磁器で、いわゆる新製焼である。胎土

は白色で制に光沢があり、濃くぼんやりとした染付が多い。小碗@端反小碗を主体とする。

一秋田市所在の在地の地方窯で、天明 7年 (1787)に陶器生産を開始し、天保8年頃に

は肥前の技術を間接的に導入し、磁器生産も開始したとされる。明治時代初め頃(1870年前後)まで磁器

を生産した。碗@皿類が出土するが少量である。

その他-産地不明磁器の中には、 19世紀以降 を開始した東北地方の近佐在地窯産のものが含まれ

ている可白~t1均三ある。

(陶器)

肥前系(唐津系)一九州、i肥前地方の窯で生産されたもので、いわゆる唐津焼である。 16 世紀末~17 世紀

初めの胎土日積み段階の鉄絵唐津に始まり、 18~!世紀前半代の銅緑勅皿まで一定量出土しており、陶器とし

ては主体を占める。年代の下限については、 は 19~!正紀代まで下がる可能性もあるが明確ではない。

を含めた瀬戸地方周辺 されたものである。 16世紀末~17世紀初めの大窯第 4 期

以降のもの(志野鉄絵lIll.黄瀬戸灰勅凪等)があり、 17世紀前半以降18世紀代にかけては香炉。鉄和i碗等

出ゴ二している。

京信楽系-京都地方及び信楽地方などの京都周辺で京焼の影響を受けて生産されたものである。灰色で

硬質級密の胎土の地に、透明手!11 を掛け色絵付けする碗・葉が18~19世紀代にかけて極め 出土してい

る。

白岩窯一秋田県1111北郡角館IUJ白岩に所在した近i吐陶器窯で、明和 8年(1771)の生産開始とされる。技

術系譜では相馬焼の影響を受けて始まり、京焼や楽焼の技術も加味されているといわれている。

一前述した秋田市内所在の在地の地方窯である。江戸時代後期の天明 7年 (1787)に白岩窯から

工人が移動して生産を開始したとされる。操業にあたり白岩窯からは直接的な影響を受けていることから、

両窯の識別が困難な点もあり、それらは「白岩・寺内窯」として表記した。鉄和1.灰紬・海鼠粘・藁灰希11

を施粕する雑器が少量出土している。また、土製品の士郎質風炉の中に、

る可能性もある。

ものが含まれてい

その他-産地不明陶器の中で、東北地方の近世在地窯産のものが含まれている可龍性がある。
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と勢j需について

今回出土した陶磁器類の様相として、{云i止もしくは造成時の撹乱によって出土した古代や中世の遺物を

除くと、最も古い段階は佐竹氏による久保田城下のIOJ割り開始 (1607)前後からと考えられる。

16世紀末~17世紀初めにかけての段階では、肥前 1 -2期、胎土日段階の絵唐津などの肥前系(唐津系)

陶器と大窯第4期段階の志野鉄絵皿などの瀬戸美濃系陶器が出土しているが、UlJ割り当初ということもあ

り出土量はJ極めて少ない。中国系湾州窯産の呉須染付・呉須赤絵の折縁1IILが2点出土している。

17世紀前半段階では、肥前系陶器と磁器がほとんどを占めるが、出土量は依然少ない。肥前系

陶器は、肥前立期砂日段階の灰手111tH縁皿や溝縁皿・灰手IJI碗等が出土している。磁器は肥前五-1期の砂百

段階の血が 1点出土しており、肥前磁器生産部始当初の製品も流通している。その他にも肥前立-2 ~自の

染付小血lや碗、また、 17-1ま紀中葉にかかるが1640~1650年代の肥前立期から限期にかけての染付血や碗等

も出土している。

17世紀後半段階でも肥前系陶器と磁器がほとんどを占め、出土量が増加する。肥前系(唐津系)陶器は

肥前盛期の刷毛目文碗・鉢、鍋緑柏と鉄粧の掛け分け堕1・鉢、京焼系陶器碗@皿等が出土している。また、

肥前盟期からlV期に該当する 17 世紀後半~18世紀前半の蛇ノ日和i剥ぎの銅緑紬血も出土しているが、

は18世紀前半と考えられる。月目前系磁器は一重網目文や角福銘などの裏銘、ハリ支え痕を有する染付の

碗嶋田.類、糸切り細工の変形皿、青磁の阻・仏花瓶類等の時期的な特徴を示すものが出土している。いわ

ゆる柿右衛門様式の白磁血や、色絵並l.色絵人形等も少量であるが出土している。磁器は他の時期と比較

して、延宝年 12日 (1673~1681)前後を中心として高級品が多い傾向が指摘される。

17世紀末~18世紀の段階では、依然として肥前系陶器と磁器がほとんどを占めるが、この段階で磁器の

割合が卓越し、 18世紀後半には碗・皿類といった食膳具のほとんどが磁器となる。今回の調査では陶磁器

全体の出土量もピークとなる。肥前系(唐津系)陶器は前段階からの蛇ノ日紬剥ぎの鍋緑紬皿が出土して

いるが、銅緑粒碗はほとんどない。肥前系磁器は肥前町期に該当するものが雑器類を主として出土してい

る。 17世紀末~18 佐紀初めにかけては、手描き五弁花文と角福銘を有する比較的良品の碗@血類が出土し

ている。 18世紀前半になって、見込みコンニャク印判の五弁花文や、 j品福銘を有する碗@毘類、染付及び

銘も雑ないわゆるくらわんか碗や蛇ノ日勅剥ぎの染付血@青磁盟@白磁m1等の雑器類が多量に出土してい

る。また、青磁染付の蓋・碗も出土している。

18tl:I:紀末~19世紀中葉の段階では、陶磁器の 自体が減少する。磁器は肥前系磁器に加え、 19世紀

前半以降新たに瀬戸美濃系磁器が一定量出土している。さらに、 19世紀中葉の段階からは在地の寺内窯産

の磁器も若干出土している。 1淘器は在地の白岩窯や寺内窯産の製品が査・護類、土瓶・急須類、餌入れ等

の雑器を主として出土している。 他にこのi時期に該当すると考えられる産地不明の製品も多い。肥前系磁

器は肥前V期に該当する山水文の輪花小阻や広東碗が出土し、瀬戸美濃系磁器は主として小碗・端反碗が

出土している。寺内窯産の磁器は染付小限や広末碗が若干出土するのみである。

全体をとおして陶磁器の流通と消費の様相をみた場合、 17~18世紀にかけて把前系が産地加組織のほと

んどを Il:jめている。しかし、陶器については18世紀後半に入って肥前系は減少し、 18世紀末以降は在地窯

と考えられる製品が増加する。 19世紀に入って磁器は肥前系磁器に加え、瀬戸美濃系の新製品の磁器が

を占めるようになり、 19世紀仁!こi葉には在地窯の製品が若干認められるようになる。

以上のような様相と変遷は、大橋康二氏の指摘する東北地方における肥前陶磁の流通泊費状況とほぼ
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るc またョ柴直人民の指摘する二!と東二!と日本海側の近世陶磁器の流通消費状況とも一致するといえ

る。今後は、今回の調査区が上級家臣の屋敷という特性も考慮し、久保田域内や城下rUJの他地区出

との比較検討等をとおして、全体的な消費と流通の実態把握に努める必要があると考えられる。

(3)遺物包禽層出土遺物の年代と堆横時期について

からの出土遺物の年代と堆積時期から、利用状況の変遷について検討すると以下のように

考えられる。

である第五f層出土遺物は、上限が16世紀末~17世紀初めで18世紀代後半を下限とすることから、

18世紀後半にそれ以前の堆積土を巻き込んで造成されたと考えられる。

国層及び第盟下層の下限は19世紀前半から中葉頃であり、大きな時期差は認められない。つまり、 19

世紀中葉頃の幕末から明治時代初めにかけて造成されたと考えられる。

立層は西洋の酸化コバルトを使用した染付や、銅版転写の染付、ガラス片など19世紀後葉の明治時代

以降の遺物であることから、明治期以降の近現代の造成と考えられる。

前述したとおり、出土遺物全体の中では17~18世紀代の江戸時代前期から中期の遺物が多く、 18世紀末

~19世紀の江戸時代後期の遺物が少なくなるという傾向があるが、寛政 2 年 (1790) の学館開設以前は今

回の調査毘が上級家臣の屋敷として利用されていたことから、不用品の廃棄による遺物が多いと考えられ

る。また、学館開設後は敷地北側の空間地が占める割合が多いことから、生活に伴う遺物が少ないという

利用状況を反映している可能性が考えられる。

以上のことから、第N層は寛政2年 (1790)の学館開設に伴う大規模な造成による土地利用の変化に伴

って堆積した土層と考えられ、第E層は幕末から明治期初めの明徳館から秋田県太平学校への変遷に伴う

造成によって堆積したと考えられる。

3 おわりに

今回の謁査は、秋田藩が久保田城下に始めて設立した藩校明徳、館跡の緊急発t雇用司査であるが、後世の開

発等によって明徳館の一部分の調査に留まった。従って、明徳館の遺構を明確に捉えることはできず、

後の検討が課題として残った。しかし、近世とそれ以降の遺構は残っていることが確認され、また、遺物

は多量に出土し、中でも陶磁器類は膨大な量であり、これまで県内では出土例の少ない近世陶磁器の解明

に大きく役立つものと考えている。

今回の調査は秋田市内で、は始めて行った久保田城下の調査であり、予想以上に多くの資料を得ることこ

とができ、貴重な成果があった。久保田城下は市街地化されており、調査にあたっては多々向題があるが、

今後の踏み台にしていきたいと考えている。

注1 r御城下絵図j 秋田市立佐竹史料館所蔵(秋田市指定有形文化財)
注2 r久保田城下絵図j 秋田県立博物館所蔵(秋田県指定有形文化財)
注 3 r明道館草創記J 財団法人千秋文康所蔵 1793年
注4 r御学館祭j西日記J 秋田県公文書館所蔵
注 5 r御城下絵図J 秋田市立佐竹史料館所蔵(秋田市指定有形文化財)
注 6 古泉 弘 f江戸の考古学考古学j(ライブラリー48) ニューサイエンス社 1987年
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注7 大機嫌ニ 「北海道・東北地方出土のj肥前陶磁Jr問内出土の肥前陶磁ー来日本の流通をさぐる
ーj 九州近世陶磁学会気的I年

i主8 羽様庖人 f東北地方北部における近世:陶磁Riの様相ー1690-1780年代の消費状況の修正-J

{財}主苦手県文化桜興事業問坦!蔵文化財センタ一紀裟XN 1994年
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第 1111書簡全景(北西→)

2号建物跡(西→)
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4号建物跡(西→)

4号建物跡礎板

1号柱列(西→)

図版4

4号建物跡柱・礎板

5号建物跡(西→)

4号柱列(西→)
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1号溝跡(東→)

2号溝跡(語→)

3号溝跡(西→)

図版5
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2号溝跡遺物出土状況
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5号溝跡(南→)

ア号溝跡(北→)

2号土坑(南→)

図版6

6号溝跡(東→)

1号土坑(南→)

第 111下層遺物出土状況
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